
        
            
                
            
        

    









































俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している１２【電子特別版】
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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




「ショコラッ!!」




　俺のその叫さけびは、天高く響ひびきわたった。

「…………」

　しかし返事は、こない。当然だ。ショコラは今、どこか遠い場所にいる。

　でも分かる。

　俺達は繫つながっている。

　俺の声は、あいつに届いたという確信があった。




『あいたいです』

『あって……頭なでてもらって、それからおひるねしたいです』

『そのあとは……ずっといっしょにいたいです』

『……奏かなでさんっ』




　あいつの声が、たしかにきこえた。

　俺もショコラも、完全にお互たがいの事を思い出した。

　俺は……あいつが好きだ。それはもう、何があっても揺ゆらがない。

　後は、あいつが帰ってくるのを待つだけだ。

「あのさあ……」

　そこで後ろから声がかかる。

「……なに勝手にめでたしめでたしみたいにしてるのかな」

　振ふり返った先、空そらさんのその顔は歪ゆがんでいた。

　だがそれも一いつ瞬しゆんの事。すぐさまいつもの余よ裕ゆうたっぷりの表情に戻もどる。

「ふふ、奏君。神はね、司つかさどる性質への造ぞう詣けいの深さによって、その能力が増ぞう幅ふくするんだ。恋れん愛あいの神である私が本当の力を発揮したなら、人間如ごときが抵てい抗こうできるはずないんだよね」

　……と、いう事は──

「だからさ、認めるよ。『あなたはまだ、本当の恋こいを知らない』っていうセリフを」

　そうだ。空さんの俺に対する気持ちは──

「君があの子の事を思い出しちゃったって事は、まだまだ私が未熟だって事だよね。まあそれはいいよ、私には時間がいくらでもあるんだから……でもさ」

　そして、目を見開く。

「君とあの子がくっつくのは──絶対に認めないよ」

　覗のぞき込むようにして俺を凝ぎよう視しする空さん。

「奏君……私が恋愛を理解する為ためには、君が必要なんだよ。君が絶望しながら私を好きになる事で──その倒とう錯さくした愛情を受ける事で、私は本当の恋を知る事ができる」

　そうだ。去年の大おお晦日みそかに、空さんは俺とショコラを無む理り矢や理り引き離はなした。

「あ、それはもう試ためしただろ、って顔してるね？　でもさ、あれじゃあ足りなかったんだよ。君の絶望の度合いがね。今度こそあの子と君を二度と会えないようにしてあげるよ。そうすれば奏君は更さらに深い絶望の表情を見せて──」

「空さん」

　俺はその言葉を遮さえぎる。

「無む駄だです。あなたがどんな手段で妨ぼう害がいしようとも、俺はショコラが好きです。何をしようと、あいつに対する気持ちが傾かたむく事はないです」

　そして、はっきりと言い切った。

「はっ」

　しかし、空さんはそれを鼻で笑った。

「それで勝ったつもり？　そんなんで私が悔くやしがると思った？　甘いね、絶対にそんな顔見せてあげないよ」

　違ちがう。勝ち負けなんて関係ない。悔しい顔が見たいとかそんな話じゃない。

「あ、そうだ。やっぱりこうしようか。しばらくは君とあの子の事、そっとしておいてあげるよ。うん……一年くらいかな。それでさ、君達がいい感じになってきた所で──」

「空さん」

　俺は、また遮って彼女を見つめる。

「ふふ、そんなに睨にらんだって無駄だよ。まあしばらくの間は甘い感じで過ごすといいよ。君達の絆きずなが深まれば深まるほど、引き離された時の絶望が──」

「違います」

「違う？　何が？」

「ショコラに何をしようが、俺の気持ちは変わりません」

「まあこの場ではなんとでも言えるよね。でも、実際にあの子が傍そばにいなくなったら──」

「というか、ショコラは関係ありません。今話すべきなのは、俺とあなたの事です」

「へえ、そうやって話を逸そらそうとしてるんだ。まあ大事なショコラちゃんに手出しされたくないもんね」

「逸らしているのはそっちです」

　それはおそらく、本人も無意識の行動なんだろう。

「ショコラなんて気にせずに、俺本人を見たらどうですか」

「ふふ、奏君は挑ちよう発はつが下手だね」

　……やはり、回りくどい言い方では駄だ目めか。

　俺は、空さんに伝えなきゃならない。

　そこに、彼女をどうこうしようという考えは全くない。先さき程ほど考えた通り、悔しがらせてやろうとか、心を折ってやろうなんていう意図は存在しない。

　ただ、純じゆん粋すいな事実を告げるだけだ。

「天あま上がみ空さん」

　俺は、初はつ恋こいの人に向かって口を開いた。




「俺は、あなたを女性として好きになる事はありません」




　それを聞いた空さんは──

「ふふっ」

　また鼻で笑った。

「別にかまわないよ。今はそれでも──」

「今だけじゃないです。これから先もあなたを好きになる事はありません」

「そんなつれない事言わないでほしいなあ。まあ私には無限に近い時間があるからね。たとえ君がおじいちゃんになってもつきまとって──」

「無理です。たとえ老人になろうが、死のうが、来世になろうが、あなたと付き合う事はできません」

　想おもいは、胸の内だけで抱かかえていても伝わらない。

「いやあ、まさかあの奏君にここまで言われるとは思わなかったなあ。中学生のあの夏、空さん空さんって好意を向けてくれた奏君が──」

「過去の話をしても仕方ないです。俺は今、あなたに恋愛感情を抱いだいていない」

　言葉にしなければ伝わらない。

「奏君はもっと優やさしい子だと思ってたんだけどな。もっと女の子に対する気き遣づかいを──」

「違います。オブラートに包む事は優しさじゃありません。俺は、あなたを女の子として見る事ができません」

　そして時に、実際に口にしても伝わらない事もある。

「へえ、いい目をするようになったねえ。お姉さんは嬉うれしいよ」

　だから、伝わるまで言い続けなくちゃならない。

「まあ、それならそれでいいよ。私は──」

「よくありません」

　俺はそのまま、空さんの両りよう肩かたに手を置いた。

「あらら、口ではそんな事言ってても積極的だね。私はそういうの嫌きらいじゃ──」

「茶ちや化かさないでちゃんと聞いてください」

　そして、それを認めないと空さんは先に進めない。

　だから、俺は──

「空さん、あなたはふられたんです」

「………………」

　それを聞いた空さんは──

「ふふっ」

　三度、鼻で笑った。

「あのねえ奏君。そんな事いくら言っても私は──え？」

　その頰ほおを、一筋の雫しずくが流れ落ちた。

「な、なに……これ？……」

　愕がく然ぜんとした表情をみせる空さん。

「ど、どうなってるの？……」

　目を見開きながら、自分の頰に触ふれる。

「噓うそ……でしょ」

　そのままごしごしと擦こするが、流れ落ちるものは止まらない。

「な、泣いてるの？……私が？」

　慌あわててハンカチを取り出し、拭ぬぐい取る。それでも、涙なみだはとめどなく流れ落ちてくる。

「な、なんで？……なんで……」

　身体からだの反応に感情が追いつかず、空さんは混乱していた。

「空さん、それは──」

「空っち」

　そこで、俺のセリフを遮る人物がいた。謳おう歌かだ。

　謳歌は、そのまま空さんの傍まで歩み寄っていく。

「空っちも本当に奏っちの事、好きなんだね」

「……え？」

「わかるよ、あたしもそうだったから」




『あああああ……う、ああああああ……うあああああああああああああっ!!』




　謳歌をふった時の叫さけびは、今でも脳のう裏りにこびり付いている。

「……何を言ってるのかな。私は神だよ？　君みたいな人間に何が分かるっていうの？」

　空さんは涙を拭いながら、余裕の笑え顔がおを形作ろうとする。

「違うよ空っち。好きっていう気持ちに、人間も神様も関係ないよ」

「それ、前提が間違いだよ。奏君が私を好きになるべきであって、私は別に──!?」

　そこで、空さんの体がぐらり、と傾いた。

「……え？」

　そのままぺたん、と地面にへたり込む空さん。

「はは、やめてよ。くだらない事言うもんだから、馬ば鹿からしくて力が抜ぬけて……あれ？」

　そこでまた、目を見開く。

「は？……なに……これ？……」

　ただ立ち上がる、それだけの事ができない。

「なんで……立てないの？」

　そこで、無言のまま空さんの前に立つ影かげがあった。ふらのだ。

「空さん、ようやく受け入れられたのね」

「受け……入れた？……何を？」

　ふらのはそれには答えずに、言葉を続ける。

「あなたは恋れん愛あいを理解していないのではないわ。自分の想いを認めていなかっただけよ」

　空さんを見下ろし、哀あわれみでもなく、侮ぶ蔑べつでもなく、諭さとすような口調で告げるふらの。

「……君も私が奏君の事好きだって言いたいの？……そういえば、前にもそんな事言ってた子がいたよ……でもね、そんな訳な──」

「あるわ」

　断言。

「私と同じだもの……あの時の」




『力が……入らない』




　ふらのの姿が鮮せん明めいに蘇よみがえる。それに……今の空さんがだぶって見えた。

「…………は」

　ふらのの言葉に、空さんは体を震ふるわせ、そして──

「あははははっ！」

　そのまま立ち上がる。

「ふ、ふふふ、何それ……馬鹿にするにも程があるよね」

　その瞳ひとみに、もう涙は光っていなかった。

「君達があまりにも神をなめてるもんだからさ……色々ふっとんじゃったよ。どう？　私もう泣いてないし、ちゃんと立てたよ……君達と同じなんて、ちゃんちゃらおかしいね」

　そして、また笑みを浮うかべる。

「奏君にふられた時、醜しゆう態たいを晒さらしてた君達とは──」

「無理するなよ」

　そこで、また別の声がかかった。

「……無理ってどういう事かな？　爽さわ星ぼしちゃん」

　爽星が、空さんの目を真っ向から見つめて口を開く。

「アタシも甘あま草くさにふられた時、笑ったんだ」

「……何？　さっきの二人に続いて、君まで私と自分が同じだって言いたいの？」

「違ちがう」

　爽星は、即そく座ざに否定した。

「アタシはアンタみたいに、逃にげてない」




『いやさ、ちょっとは巻き返してきてる気はしたんだけどなー。だよなー。やっぱり駄だ目めだよなー。はは』




　そうだ。たしかにあの時、爽星は笑った。

「……私が、逃げてる？」

　そしてたしかに、その笑顔は今の空さんのものとは違っていた。

「今のアンタは認めたくなくて……虚きよ勢せいを張ってるだけだ。私はこんなの何とも思ってない、全然傷ついてないよって自分に言い聞かせて、下らないプライドを保とうとしてるだけだ。アンタは謳歌やふらのとは違う……ただの弱虫だ」

「…………」

　空さんの表情が、微かすかに揺ゆらいだ。

「アンタやアタシ達はアイツに……ショコラに女として負けたんだ」

「──っ」

　その名前が出た瞬しゆん間かん、空さんの顔が明確に歪ゆがんだ。

「それを認めないと……前には進めない」

　実際にそれを乗り越こえた人間の言葉は、重い。

「うるさいな……」

　空さんは地の底から響ひびくような声を出した。

「私はさあ……奏君で実験してただけなんだよ。奏君に好きになってもらうっていうゲームなんだよ。恋愛の神として、恋こいを理解する為ためにやってただけなんだよ。本気で惚ほれた腫はれたなんて言ってる醜みにくい君達と、一いつ緒しよにしないでくれるかな」

「違う。たしかにアタシ達はふられたけど、それはゲームの結果じゃない。アンタだってほんとは──」

「……うるさい」

「天上空、これはアンタのために言ってるんだ。このままじゃ──」

「うるさいっ！」

　空さんの怒ど声せいが響きわたる。だが、爽星は引かなかった。

「この場で一番醜いのは……アンタだ」

「っ……うるさいって……言ってるでしょっ！」

　まずい！　と思った時にはもう遅おそかった。

　空さんは爽星に向かって手の平を振ふり上げた。そして──

　乾かわいた音が響きわたり、空さんの張り手が謳歌の頰に直ちよく撃げきした。

「謳歌っ！」

「奏っち、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　駆かけ寄ろうとした俺を手で制止して、謳歌は笑った。

「今は、空っちの方がずっと痛いと思うから」

「なっ……」

　その反応に、空さんは言葉を失う。

「謳歌……ごめんな」

　爽星は、謳歌にすまなそうな表情を向ける。

「あはは、あたしこそごめんね。素す直なおっちがわざと受けようとしてるの分かったんだけど、反射的に体が動いちゃった」

　二人のそのやりとりに、空さんはじりじりと後あと退ずさる。

「な、なんなの君達……なんでふられた負け犬のくせに、そんな──」

「負け犬じゃないわ」

　ふらのが、空さんにゆっくりと歩み寄っていく。

「負け犬だよ……こんなクソみたいな気分を味わうなんて、負け犬以外の何物でもない」

　空さんは忌いま々いましげに唇くちびるを嚙かみしめる。

「なんだ、分かってるじゃない」

「な、何が？」

「そのクソみたいな気分──それが恋よ」

「……え？」

　そこでふらのは微笑ほほえむ。

「悲しくて悔くやしくて惨みじめでどうしようもない……それはあなたが本気で恋していたからよ」

「…………これが……恋？」

　空さんは、呆ぼう然ぜんとする。

「そういう……事……なの？」

　謳歌・ふらの・爽星の三人は、無言で空さんを見つめていた。

　そうしてしばらくの沈ちん黙もくの後──

「そう……か……そういう……事……だったんだ」

　何かを悟さとったような表情で、天を見上げた。そして──

「あはは」

　それは、先さき程ほどまでの虚勢を張った笑いとは違っていた。見れば分かる。自分の気持ちをちゃんと受け入れている。でも──

「ふ……ふふふ」

　その笑いは、どうしようもなく不安をかき立てるものだった。

「ありがとう、遊ゆう王おう子じちゃん、雪ゆき平ひらちゃん、爽星ちゃん……そして奏君。君達のおかげでようやく……ようやく恋れん愛あいが理解できたよ」

　そして──

「こんなものを理解しようとしてたなんて……私はなんて馬鹿だったんだろう」

「空さん……」

「いらない」

「これが……こんなに辛つらいのが恋だっていうのなら……こんな感情──いらない」

　その言葉を発した瞬間。

「……え？」

　なんだ？……空さんの体が──

「そ、空さん……」

　見間違いじゃない。体が……消えていってる？

　その表面がまるで泡あわみたいに蒸発し、形を失い始めていた。

「ど、どうなってるんですか……」

「ふふ……」

　狼狽うろたえる俺とは対照的に、空さんは微笑んだ。

「どうもこうもないよ。恋愛の神が恋愛を否定したら存在価値がなくなっちゃうでしょ？　そりゃあ当然こうなるよね」

「こうなるって……」

「神ってね。基本的には不死身なんだよ。そもそも肉体とかそういう概がい念ねんが無くて永久不ふ滅めつだからね。それが終わるとしたら……それは自分の存在意義を失った時」

　空さんは満足そうに俺を見つめ、

「まあ最後に恋愛を理解できたから心残りは無いよ。あ、今度は強がりじゃないからね。私は奏君に完かん膚ぷなきまでにふられました。うん、これでいいんでしょ？」

　子供のように無む邪じや気きな表情でそう言った。

　そうしている内にも、その体はどんどんと輪りん郭かくを失っていった。

「まあ、奏君としてはめでたしめでたしだね。悪者の私は消えるからさ。戻もどってくるショコラちゃんと楽しく──」

「ふざけるな」

「……え？」

　俺は、握にぎった拳こぶしを震ふるわせた。

「あなたが今感じているのは……過去に俺が味わったのと同じ感情です」

　三年……いやもう四年前になるのか。




『君の事なんて、なんとも思ってないよ』

『ねえ、教えてよ？　恋愛って何？　恋するとどんな気持ちになるの？　それが壊こわされるとどんな感じなの？　私分からないの、教えて』




　中学生の俺は、騙だまされ、弄もてあそばれ……そして壊れた。

「あはは、ごめんね。失しつ恋れんってこんなに辛いものだとは思わなかったよ。でもよかったね、元げん凶きようの私を自分と同じ目にあわせる事ができて。凄すごいよ、神を殺した人間なんて──」

「それは逃げだ」

「え？」

「あなたは今まで、自分が恋愛を理解するという目的だけの為に、やりたい放題に振る舞まってきた。それで、いざ恋を理解したら、それが辛いからいなくなります？……そんなのはただ逃にげてるだけだ」

　空さんは、薄うすく笑った。

「逃げてるって言われても、私の存在する意味はもう無くなっちゃったからね。口でいくら消えるのをやめました、とか言ったとしても、本心が存在価値を見いだせてないんだから、もう止めようがないよ」

「…………」

「次は恋愛なんて苦しいもんじゃなくて、もっと楽しい属性の神に転生できるといいな」

　たしかに、恋は苦しい。恋を失う事は消えてしまいたくなるほどに辛い。

　ただ……そこで終わりじゃない。

「……ん？　何してるの？」

　俺は、消えかけている空さんの手首を握った。

「……たかだか十数年しか生きていない俺が、恋愛を分かってるなんて言えない。でも空さん……これだけは言えます。あなたはまだ、本当の意味で恋愛を理解していない」

「何を言ってるのかな？　恋愛を完全に理解して、その上でもういいって思ったから存在が無くなろうとしてるん──って、何してるの？」

　俺は、空さんの手の平を自分の胸に押し当てる。

「……熱いんですよ」

「は？　一体何を言って──」

「ショコラの事を考えると、胸の奥が熱くてしかたないんです」

「何それ、今ここで消え去ろうとしてる相手に向かってのろけ？」

　それには答えずに、言葉を続ける。

「あなたのせいでショコラも謳歌もふらのも爽星も……それ以外にも大勢の人達がどれだけ傷ついたか分からない。だからあなたは今、消えちゃいけない。過去に迷めい惑わくをかけてきた人達に時間をかけて償つぐない……そしてその気持ちを抱かかえながら生きていくんです」

「ははあ、奏君的にはここで消えられると、勝ち逃げされたみたいで気持ちよくないと」

「……分かりません」

「は？」

「俺は今、あなたが嫌きらいです。さっきも言った通り、罪を償わないまま消えるべきじゃないと思ってるのも事実だし、その一方で、これ以上何かをしでかさない内に、ここで消えてもらうべきなんじゃないか、っていうのも心の片かた隅すみにあったりします」

「あらら。結局奏君は私にどうしてほしいのかな？」

「ですから、分かりません。どうするのが正解なのか、判断がつきません……でも、ひとつだけはっきりしてる事があります」

「へえ、それは？」

「俺は、あなたに消えてほしくない」

「……え？」

「償いとか道徳的にとかそういう部分じゃなくて……個人的な感情として俺は、あなたに消えてほしくないんです」

「奏君、言ってる事がめちゃくちゃだよ。さっき、私の事嫌いってはっきり言ったでしょ」

「ええ、嫌いです。あなたに対してはもう、女性としてひとかけらの愛情も抱いだく事ができません……それでも──」

「それでも？」

「あなたは、俺の初はつ恋こいの人ですから」

「…………」

「あなたの方は偽にせ物ものだったのかもしれないけど……あの夏の日、俺が抱いた感情は……胸の熱さは本物だった……あなたに、あの気持ちを知らないまま、消えてほしくない」

「……だからね、奏君。私はそれを知った上でもういいって──」

「違ちがう。本当にこの熱さが胸の中にあるんなら……消えてしまいたいなんて思えるはずがないんだ」

「そんな事言っても、実際私はそう思って──」

「だったらやっぱり、あなたはまだ本当にはこの感情を理解していない」

「そんな事ないよ。さっき雪平ちゃんだって言ってたでしょ。私はちゃんと君に恋して、それを認めたもの……それが叶かなわないなら、もう消えちゃった方が──」

「ここで消えたら、あなたが将来好きになるであろう人と手を繫つなげません」

「は？　いきなり何言い出すの？　将来って──」

「ここで消えたら、あなたを好きになってくれるであろう人とキスできません」

「……あのねえ奏君、私はもう絶対に恋愛なんてしないよ」

「俺も去年の夏、あなたとの記き憶おくが戻った時に、同じ事を思いました」

「…………」

「俺は昔、空さんにふられました。そして今、空さんは俺にふられました。俺達の恋はいつも一方通行でした。そして、これからも交わる事はありません……でも、それで終わりじゃない──その先があるんだ」

「その……先？」

「好きな人に好きになってもらえる幸せを、あなたはまだ味わっていない」

「そんなもの、私は別にいらな──」

「俺はいります。ショコラと手を繫ぎたいし、キスだってしたい。ずっと、ずっと……ずっと一いつ緒しよにいたいんだ」

「な、なんなの、そのあまりにも──」

「もう一度言いますね。俺はあなたに消えてほしくない。恋愛の神のアマノカミノソラウとしてではなく、まだ恋を知らない一人の女の子──天上空として」

「く……」

　空さんはそこで、唇くちびるを嚙かみしめた。

「う、うるさいなっ！　君がいくら屁へ理り屈くつ言っても、私が消えるのは止まらな──え？」

　そこで、自分の体の様子に気付いた空さんは、目を見開いた。

「ちょ、ちょっと……」

　いつの間にか、泡のような消失が、ピタリと止まっていた。

「う……そ……」

　それどころか、今までに消えていった部分も形を取り戻し始めている。

「な、なんで……」

　空さんは狼狽えながら自分の体を触さわる。

　そして、僅わずか十数秒後には、空さんの体は完全に元通りになっていた。

「じょ、冗じよう談だんでしょ……なんで……戻ってるの？」

「空さんの心が、自分はまだ消えたくない、って認めたんでしょう」

「な、何それ……やめてよ、私そんな事思ってないよ……おとなしく消えさせてよっ！」

　そう言って、縋すがるような視線で俺を見る。

「もういいよ、恋愛なんてもう二度と御ご免めんなんだから……辛つらくて辛くて……こんな気持ちのまま存在し続けるなんて……できるわけないよ」

　それは違う。空さんの様子を見れば分かる。

「できるわけないと……思ってたのに……」

　そして今度は、恨うらめしそうに俺を見つめる。

「君が……あんまり幸せそうな顔するから」

　そして──

「私も……もう一回恋してみたいって……思っちゃったじゃない」

　その表情は、憔しよう悴すいしてはいるものの、何か憑つきものが落ちたかのようだった。

　空さんは、謳歌、ふらの、爽星の三人の方へ目を向ける。

「君達はすごいね……自分で立ち直って、ちゃんと奏君と向き合ってた」

　更さらに、俺に視線を向ける。

「奏君……私はこれから──」

　空さんは、そこで急にピタリと動きを止めた。

「……空さん？」

「あ……」

　何かに気付いたように、口に手を当てる。

「あ……あ……」

「どう……したんですか？」

「何……これ？……さっきまでと……全然違う」

　空さんの様子は尋じん常じようじゃなかった。顔面は蒼そう白はくで、体もカタカタと震ふるえている。

「さっきまでは……何とも思わなかったのに……」

　頭を抱え、どこか焦しよう点てんの合っていない目で、ぶつぶつと呟つぶやく。

「私……二ふた股またして遊んでた……それを互たがいにバラして争わせて楽しんでた……既き婚こん者を誑たぶらかして、泣いている奥さんを見ながら笑ってた……私宛あてのラブレターを、くれた本人の前で破り捨てた事もあった……他ほかにも……いっぱい……たくさん」

　……そうか。

「なんで？……なんで私は……あんな事ができたの？」

　さっきまでの空さんは知らなかった。知らなかったが故ゆえに、残ざん酷こくになれた。そして、知ってしまったが故に、自分がした事の罪深さに気付いてしまった。

「私は……あの人達になんて言って謝れば……」

　その場にがっくりと膝ひざをつく。

「む、無理……こんな責任……とれないよ」

　取り乱し、髪かみの毛をぐしゃぐしゃと搔かき毟むしる。

「う……あ……」

　そして──

「う……わあああああああああああああああああああああああああっ！」

　その声は、辺りに響ひびき渡わたった。瞳ひとみから、濁だく流りゆうのように涙なみだが溢あふれ出る。

「う……あ……うあああああ……」

　俺は、子供のように泣きじゃくる空さんの肩かたに、そっと手を置いた。

「か、奏……君……うぐっ……ひぐっ……」

　空さんは、えずきながら何とか言葉を紡つむぎ出す。

「わ、私は……あなたと……あなたに関かかわる人たちに……と、取り返しのつかない事をしてっ……ほ、ほんとうにっ……取り返しの……つかない……事……をっ……」

　そして、涙と鼻水で顔をぐちゃぐちゃにしながら、絶ぜつ叫きようした。

「ご、ごめっ……ごめっ……ごめんなさいいいいいっ!!」




　それから、数分後。

「…………すう」

　空さんはあれから、何度も何度も『ごめんなさい』を繰くり返した後、力を使い果たしたかのように眠ねむってしまった。

　木にもたれかかって眠る空さんを見て、謳歌はちょっと笑った。

「これで空っちもようやくスタートラインだね」

「まったく……世話のやける神様ね」

　ふらのが軽く嘆たん息そくする。

「まったくだ……一回ふられたくらいでいちいち自殺してられるかっつーの」

　爽星も本気で怒おこっている様子はない。

「お前ら……お人ひと好よしだな」

「「「え？」」」

　俺のその一言に、三人は驚おどろいたように目を見開き、

「「「あはははっ！」」」

　こらえきれなくなったように、笑った。

「それ、奏っちにだけは言われたくないよっ」

「……ええ。ここまでされた相手を救ってしまうような人には、ね」

「甘草アンタ……マジでたらしだよな」

　最後の爽星は呆あきれたような目を向けてきた。う……なんか余計な事を言ったみたいだな。

「さ、さて……これからどうするかな」

　俺が話題を転てん換かんさせようとしたその時──




「はい、よく頑がん張ばりました～」




　唐とう突とつに間延びした声が響いてきた。




　　　　２




「か、会長……」

　声のした方を振ふり返ると、そこには黒こく白びやく院いん会長が立っていた。

「みなさん、こんばんは～」

　それは、いつも通りのなんだか気の抜ぬけた笑え顔がお。

「これで全すべてが終わりましたね。ほんとうにご苦労様でした～」

　そして、俺達全員に微笑ほほえみかけた後、木にもたれかかっている空さんに視線を移した。

「彼女にとっても、一番いい結末になったと思います～」

　その口調は、とても親密さを感じさせるものだった。まあ会長が、空さんや呪のろいと無関係な訳はないと思ってたけど……今まで、幾いく度どとなくはぐらかされてるからな。

「会長、あなたは一体──」

「神の僕しもべですよ～」

　あっさりと答える会長。

「晴せい光こう学園生徒会長は世を忍しのぶ仮の姿。私はこの神、アマノカミノソラウに仕える僕で、グレイフルセラフっていいます～」

　グレイフルセラフ……そう名乗った会長は、更なる説明を始めた。

「神は基本的に、自分が統治している世界群の中で、何をしてもかまいません。戦争を発生させようが、天変地異を起こそうが、新たな世界を創造しようが、その裁量に任されていますから～」

　世界を創造って……話のスケールがでかすぎるな。

「しかしそれはあくまで、人口や世界自体のバランスをとる為ための行こう為いであって、公的な意図のもとに行われるものです。己おのれの欲望のままに力をふるってしまっては、それはもう神ではありません。我が主あるじ、アマノカミノソラウは、そのルールから明らかに逸いつ脱だつした行動をとっていました。甘草さん、あなたに執しゆう着ちやくするあまり、です～」

「…………」

「でも、彼女の神としての格と力は強大です。恋れん愛あいを知らない不完全な状態でも、私達神の僕はもちろん、同じ神でも全く太刀たち打うちできないくらいに、です～」

　会長はそこで少し間を空けた。

「……実際、彼女を諫いさめようとして返り討うちにあってしまった方もいるようですしね～」

　……そうなのか。けど、会長はそこには深く踏ふみ込まないで、話を進めてしまった。

「私もなんとかしようとしましたが、力では到とう底てい太刀打ちできません。そしたらもう、心の部分に訴うつたえかけるしかありませんでした～」

　そして俺の目を見て、微笑む。

「自分では認めようとしませんでしたが、この人は、甘草さんに歪ゆがんだ愛情を抱いだいていました。それを正常な状態に持っていければ……自然な形で恋愛を知る事ができたら、うまく更こう生せいできるのでは、と思っていました～」

　更生、か……

「でも、彼女は私の当初の予想を超こえて暴走しはじめました。ショコラさんに関する記き憶おくを消したり、四し葉ば紙かみさんの存在を抹まつ消しようしたり……さすがにこれはやりすぎと思って、止めようとしたんですけど……やられちゃいました～」

「や、やられたって？……」

「えーっとですね～。髪の毛を摑つかまれてこう、ぐいっ！　って感じです～」

「え……か、会長がですか？」

　この人がそんな事をされている姿はちょっと想像できなかった。

「はい、『君さあ……ちょっと調子にのってない？』とか言われて、もうガクガクブルブルでした～」

　……いや、そんなニコニコ全開で言われても。

「なんか……噓うそっぽいんですけど」

「あ、よく分かりましたね～」

「は？」

「髪の毛を摑まれたのは本当ですけど、怯おびえたり震えたりしたのは演技ですよ～」

「演技？」

「はい。私も僕の中では一応上位の存在ですから～。さすがに本気で抵てい抗こうすれば酷ひどい事される前に逃にげる事くらいはできます～」

「じゃあ、なんで……」

「とはいえ、やっぱり正せい攻こう法ほうでは敵かないませんからね～。ここまできたらもっと暴走させちゃえと思った訳です。そこで、過か剰じようにやられる演技をして調子に乗ってもらいました～」

　……なんだろう、この違い和わ感かんは。

「あの……空さんは神で、会長はその僕なんですよね？」

「はい、そうですよ～」

「なんか、保護者みたいな感じがするんですけど」

「そんな事ありませんよ～。この子は敬うべき神ですから～」

　この子って……完全にお母さんポジションになってるけど。

「まあどんな方向に転ぶかは賭かけでしたけど、予想以上の結果になりました～」

　そして、もう一度空さんの方に視線を向ける。

「アマノカミノソラウは失しつ恋れんの辛つらさを知り、自分の罪を認にん識しきしました。これで、正しい神になってくれる事かと思います～」

「……そうですか」

　それはたしかにいい事なのかもしれない。

　でもこの流れからすると会長は、俺達のことを、空さんを成長させる為の道具として扱あつかっていたって事だよな。俺はまだいい。でも──

　謳歌達三人の方に視線を向ける。

「「「…………」」」

　みんな、どう反応していいか分からない様子で、沈ちん黙もくを保っていた。

　会長はそこで表情を変えた。

「みなさんのお怒いかりはごもっともです」

　それは、普ふ段だんの間延びした口調とは違ちがって、硬こう質しつな響ひびきを伴ともなっていた。

「アマノカミノソラウは、自分の行いがこの世界群から外に出ないように、情報を遮しや断だんしていました。詳しよう細さいは割愛しますが、さっきから話している世界群というのは、数百程度の異世界を管理用に一ひと括くくりにした単位で、その世界群ごとに担当する神が存在する訳です」

　……そういえば、どこぞの異世界と間ま違ちがってショコラはこの世界にきたって話だったな。

「世界群は数え切れない程ほどの数があります。その中で、私達が今いるこの世界群はどちらかといえば僻へき地ちにあたりますので、特別な事こと柄がらがなければ視察なども滅めつ多たに入りません。アマノカミノソラウは完全にやりたい放題だった訳です」

　数百単位の異世界が数え切れない程……気の遠くなる話だな。

「……でも、私の立場ならば、世界群の外に抜け出して通達する事はできました……いくら彼女の力が強大とはいえ、上には上がいくらでもいます。然しかるべき機関が動けば、一発で御ご用ようとなっていたでしょう……でも、私はそれをしなかった」

「…………」

「私はこう思いました。今、強制的に罰ばつを与あたえてはいけない、と。この人が、自分で自分の罪に気付けなければ、何の解決にもならない、と。その事が、たくさんの世界のたくさんの人間の人生を狂くるわせる事になると分かっていたのにもかかわらず止めなかった……甘草奏さん。遊王子謳歌さん。雪平ふらのさん。爽星素直さん」

　会長は俺達の目を見み据すえて──

「この度たびの不始末、心からお詫わび申し上げます」

　深々と頭を下げた。

「か、会長……」

　しかし、そこで終わりではなかった。

「誠まことに……申し訳ありませんでしたっ」

　土下座して、額を砂じや利りにこすりつける。

「どうか……どうかこの場はこれで収めていただけないでしょうか」

「な、何もそこまでしなくても……」

「そ、そうだよっ」

　謳歌も慌あわててフォローする。

「まあ……結果的に丸く収まったんだからいいんじゃないかしら」

　ふらのも会長を責めるような事はしなかった。

「アタシも……自分の事に関しては……別に気にしてないし」

　爽星は……四葉紙が気になってるんだろうな。

　そこで会長はようやく地面から顔を上げる。

「この世界……いえ、世界群の人間達には絶大な迷めい惑わくをかけてしまいました。その罪は、もちろんこの程度の謝罪でどうにかなるものではありません」

　そして、また空さんに目をやる。

「アマノカミノソラウ本人はようやく自分のしでかした事に気付きましたが、反省しただけでは罪を償つぐなった事にはなりません」

「じゃあ……どうするんですか？」

　神を裁く方法なんて……想像がつかない。

「まあ人間風に言うと、出頭するとでも言えばいいんでしょうか。神といってもその精神性は人間と何ら変わりがありません。高潔で尊敬できる人ひと柄がらの方もいらっしゃいますし、残ざん忍にんだったりろくでなしな人格の神もいます。ですから、後者を取り締しまるべく、こちらで言う警察や司法機関に相当するものも、当然存在しています」

　そういうもんなのか……なんか想像つかないけど。

「アマノカミノソラウはそこで裁かれ、その魂たましいは牢ろう獄ごくに囚とらわれ、然るべき期間、罪を償う事になります。恋愛の神として復帰するのはその禊みそぎが終わってからという事になります」

「そうですか……じゃあ会長はどうするんですか？」

「一いつ緒しよにおつきあいします」

「え？」

「傍ぼう観かん者であった私も同罪ですし……なにより私はこの方の僕ですから」

　そう言って微笑ほほえむ会長は、やはり、どこか保護者のような雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

「じゃあ会長……学校からいなくなっちゃうんですか？」

　会長は微笑みながら頷うなずいた。

「ふふ、晴光のみなさんはちょっと私に依い存ぞんしすぎじゃないですかね。なにせ人気がありすぎて三年生の後期まで辞やめさせてもらえませんでしたから」

　そうだよな……普ふ通つうこの時期はもう二年生がやってるはずだよな……それだけ黒白院清せい羅らの生徒会長としての存在感が絶大だって事だろう。

　そこで、爽星が我が慢まんしきれなくなったように声をあげた。

「な、なあ……」

　そして会長の前に歩み寄る。

「伊い緒お乃のは……伊緒乃はどうにもならないのか？」

　会長は沈ちん痛つうな面おも持もちで告げた。

「彼女も……私達に存在を弄もてあそばれた被ひ害がい者しやです……本当に申し訳ない事をしました」

「……やっぱり、駄だ目めか」

「駄目じゃ……ないよ」

　歯は嚙がみしてうなだれる爽星の背後から、声がかかった。

「天上……空」

　空さんはよろよろと立ち上がりながら、口を開く。

「セラフが言った通り、今から私は出頭するけど、囚われるのは魂だけ。この青あお髪がみの少女の肉体はあくまで器うつわにすぎないから、ここに置いていっても問題ないよ」

「で、でも、いくら体があったって、肝かん心じんの伊緒乃の人格が消されちゃったんじゃ──」

「消されてないよ」

「え？」

　空さんは、自分の胸に手を当てた。

「四葉紙ちゃんの魂は、ちゃんとここに残ってるよ」

「ほ、ほんとかっ……」

「うん。さっき私が女の子達と奏君との記憶を消そうとしたとき、雪平ちゃんと遊王子ちゃんに比べて、爽星ちゃんだけちょっと耐たえられたよね？　今思うとあれは……四葉紙ちゃんが無意識下で頑がん張ばってたんだと思う」

「伊緒乃が……」

「完全に消したはずだった四葉紙ちゃんの意識は、私も気付けないくらい微かすかに残ってた。この世界と、爽星ちゃんに対する強い想おもいが、私の力を上回ってたって事だね」

「伊緒乃……」

「だから、この体は四葉紙ちゃんにあげる……いや、返すよ」

「天上空……」

　そして空さんは、会長へ視線を向ける。

「セラフ……いろいろ迷惑かけたね」

「あなたが発生した頃ころからみてきてますから今いま更さらですよ。ちょっと長い反はん抗こう期でしたね～」

「……セラフには敵わないね」

「あなたにはまだまだ私が必要かと。ですから、どこまでもおつきあいしますよ～」

「ありがと……じゃあ、行こうか」

「はい」

「あ、あのっ……」

　俺は、背を向けた空さんに反射的に声をかけた。
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「どうしたの？　四葉紙ちゃんの体は後できちんと返すから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「いや、それは大事な事なんですけど、今のはそうじゃなくて……その……罪を償うのってどのくらいかかるんですか？」

「そうだね……人間である奏君と、私達神に連なる者とでは時間の感覚に大きな隔へだたりがあるからね。少なくとも君が生きている間には、魂の牢獄から出てくる事はないよ」

「そう……ですか」

「奏君」

「はい？」

「黙だまって退場しようと思ったのに……君が呼び止めるから、決意が鈍にぶっちゃったよ」

「──え？」

　気がつくと俺は、空さんに抱だきしめられていた。

「ごめんね、奏君。そして……ありがとう」

「空さん……」

「君の見えない所でって思ったんだけど……このまま抜ぬけちゃおうかな」

「空……さん？」

「ばいばい」

　空さんがそのセリフを発した瞬しゆん間かん──

「あっ……」

　その体から、一気に力が抜けた。

　俺は、崩くずれ落ちそうになる体を慌てて支える。

　理り屈くつじゃなく、感覚として理解できた。空さんの魂は……もうこの青髪少女の体の中には存在していない。

　悲しくはない。未練もない。また会いたい訳でもない。

　それなのに。

　それなのに……なんで涙なみだが流れるんだろう。

　俺は、もういない腕うでの中のその人に向かって、別れを告げた。

　さよなら、天上空。

　さよなら、初はつ恋こいの人。




　　　　３




　それから十数分後。

「う……うう……ん……あれ？」

　その少女は、目を覚ますと、不思議そうに辺りを見回した。

「私……一体どうし──きゃっ！」

「伊緒乃ぉっ！」

　そこへ、爽星が思いっきり抱きついた。

「す、素直ちゃん？……もしかして……私……戻もどって…………こられたの？」

「……ああ。そうだよ、伊緒乃っ！」

　爽星は、さらに強く四葉紙を抱きしめる。

「素直ちゃん……」

「これから……いっぱい遊ぼうなっ」

「……うん」

「とことんつきあってもらうからな。一緒に行きたいとこ、たくさんあるんだからな」

「……うん」

「心配かけた罰ばつに、ジャンボパフェおごってもらうからなっ」

「うん……うんっ」

「うう……よかったねえ」

　抱き合う二人を見た謳歌が涙ぐむ。

「ああ、そうだな」

　俺もちょっともらい泣きしそうになる。そして、その横で。

「……ぐす」

　ふらのが必死でこらえていた。

「……何よ」

「いや、別に」

　ふらのは恥はずかしいのか、無表情を取り繕つくろう。

「……勘かん違ちがいしないでほしいわ。ちょっと目にチンカ○が入っただけだから」

「どんな奇き跡せきだよ！」

「妊にん娠しんするからそれ以上チンカ○をまき散らさないでくれるかしら」

「お前の身体構造どうなってんだよ！」

　そのツッコミを入れた瞬間、俺はなんかものすごくほっとした。

　うまく言えないけど『戻ってきた』って感じがして、安心した……いや、○ンカスで安心するってどんだけだよって話だけど。

「……あのね、素直ちゃん」

「伊緒乃？……どうした？」

　そんな中、四葉紙が爽星に真しん剣けんな表情をみせた。

「私……素直ちゃんに謝らなきゃいけない事があるの」

「なんだよ、改まって」

　四葉紙は、爽星の目を見つめてはっきりと言い切った。

「私、甘草さんの事が好きだったの」

　……四葉紙。

「黙だまってて……ごめんね」

　それを受けた爽星は、

「ははっ」

「素直ちゃん……怒おこら……ないの？」

「いやさ、あの時は自分の事でいっぱいいっぱいだったから気付かなかったけどさ……そういう前提で今思い返してみると、まあそんな感じはあったかな……って」

「ほんとに……ごめん」

「まあ言ってほしかったのはたしかだけど……アタシがアンタの立場でもやっぱり中々言えなかったと思うし……それよりもさ」

　そこで爽星はまた、笑った。

「男見る目、あるじゃん」

「素直ちゃん……」

「いやー、親友からの恋こいのライバル宣言かー。普ふ通つうならここで、絶対負けないからな！　とか言うとこだけど……もう二人とも、負けちゃってるしな」

　爽星はちょっとおどけた感じで頭を搔かく。

「ふふ、そうだね」

「ははっ」

　出会って数ヶ月の少女達は、まるで十数年来の親友みたいだった。

　そして四葉紙は、俺に向かって歩み寄ってきた。

「甘草さん、ありがとうございました」

「……ああ」

　色々……ほんとに色々あったけど……四葉紙のこの笑え顔がおを見たら、それ以上の言葉はもういらないと思った。

　そこで、いきなりふらのが口を開く。

「美少女二人を前に、『ちっ、どうせならふる前にパイオツの一つくらい揉もんどけばよかったぜ』と思う奏であった」

「何ナレーションみたいに言ってんだお前!?」

「あら、甘草君ちん○の声を代弁しただけよ」

「心の声じゃねえのかよ！」

「あはは。奏っちが揉まないんなら、あたしがやっちゃおーっと」

　そこで謳歌が四葉紙と爽星に突とつ撃げき。

「ひゃうっ！」

「な、何すんだアンタッ！」

　二人の胸を思いっきり揉みしだく。

「あはは、素直っちのおっぱいやわらかーい！」

「や、やめろって言って──あんっ」

「ふむふむ……伊緒乃っちのは形が素す晴ばらしいですなっ！」

「そ、そんな事はな──や、やめてくださいいっ」

　ふらのがぼそっと口を開く。

「戯たわむれる美少女三人を前に、己おのれの蛇へびが鎌かま首くびをもたげていくのを抑おさえるのに必死な奏だった」

「エロ小説みたいな言い方すんじゃねえよ！　表現古くさいだろ！」

「自分のブツが激おこぷんぷん丸するのを抑えるのに必死な奏だった」

「新しくすればいいって問題じゃねえよ！　というかそれもう微び妙みように古いじゃねえか！」

「自分の股こ間かんがナウい事になるのを抑えるのに必死な奏だった」

「死語すぎるし意味分かんねええええっ！」




　……ああ、やっぱり戻ってきた。

　俺の……俺達の日常が戻ってきたんだな。

　後は、あいつが帰ってくるのを待つだけだ。




　　　　４




　それから数日後の空港にて。

「ちょっと早く来すぎたか……」

　そう、今日はショコラがフランスから戻ってくる日だ。

「まだか……」

　そわそわするのもしょうがない。

　なにしろ去年の大おお晦日みそか以来、顔を合わせていないんだから。

　ようやく……会える。

　元気にしてただろうか。馬ば鹿かだからお腹なか出して寝ねて、風邪かぜとか引いてないだろうか……いや、馬鹿だから大だい丈じよう夫ぶか。

　飛行機の中で、他ほかの人の食事まで食べたりしてないだろうか。

　そもそも、ちゃんと飛行機に乗れたんだろうか。それから──

「なにニヤニヤしてんのよ、気持ち悪いわね」

「えっ？……」

　いきなり声をかけられ、顔を上げた先にいたのは──

「お、お前は……」

　その黒くろ髪かみツインテールの女の子には、見覚えがあった。




『あんたの学園ラブコメ、全力で応おう援えんしてるわ』




　空さんに操あやつられていた時に見た夢が、脳のう裏りに蘇よみがえる。

　あの時は、そこに出てきた少女の言葉とビンタの活入れによって、空さんの精神支配を脱だつする事ができた。でも、夢の中だけの存在だと思っていた。

　だって状じよう況きようから考えるにあれは──

「選せん択たく肢し……だよな？」

　それがなんで──現実の女の子として目の前にいるんだ？

「そうよ」

　女の子はあっさりと肯こう定てい。

　じゃあやっぱりこの子は俺の脳内選択肢……それが実体化した姿……なのか？

「体とか……あったんだな」

「違ちがうわよバカ！　これはあんたのせい！」

「俺の……せい？」

「そうよ！　あんたが情けないもんだから、あまりにもイライラしていつの間にか実体化しちゃったのよ！」

　……実体化っていつの間にかするもんなんだろうか。

「ホントはね、消える予定だったのよ。去年のクリスマスにあんたがショコラを好きになって、仕事を終えてようやく解放されるとこだったの。それが何？　あの神の都合でまた引っ張り出されて、おまけにその結果、あんた達が離はなればなれ？　そんなの後味悪すぎておちおち消えてらんないわよっ！」

　よく分からないけど……やり残した事がある幽ゆう霊れいが成じよう仏ぶつできなかった、みたいな感じだろうか。普通なら信じられない事だけど……まあ実際に目の前にいる訳だしな。

　まあ、この子が肉体を得た過程はどうであれ、俺達の恩人である事は間違いない。彼女がいなかったら、今でも空さんに操られたままだったかもしれない。

「あの時はありがとな」

「なっ……」

　その子はやたらに大おお袈げ裟さなリアクションを見せた。

「あ、あんたは……」

「どうした？」

「う、うっさい！　あたしが気持ち悪いから勝手にやっただけであって……べ、別にあんたの為ためじゃないんだからねっ！」

　なにこの絵に描かいたようなツンデレ……まあともかく、口は悪くても根は悪い奴やつじゃなさそうだ。

「だ、大体ねえ、あんたムカつくのよ！　この前も言ったでしょ！　いっつもいっつも自分が不利になる方ばっかり選んで……なにそれ、ひょっとして自己犠ぎ牲せいな俺カッケーとか思っちゃったりしてんの？　バッカみたい！」

「なっ……」

　これにはちょっとイラっときた。そうだよ……こいつ、選択肢なんだよな。こいつのせいで……今まで俺がどんだけ辛つらい思いをしてきたか。

「あのなあ……お前があんな下ネタとかやらせてたせいで、俺の高校生活めちゃくちゃだったんだからな！」

「あんな下品なの、あたしが出してたんじゃないわよっ！」

　選択肢は心外とばかりに声を張り上げた。

「は？　じゃあ誰だれなんだよ？　お前が選択肢なんだろ？」

「あれは違うの！　あたしの意思とは別の所から勝手に出されてたのよ！」

「なんだそれ……」

「あたしにだって分かんないわよ！　あたしはたしかに選択肢だけど、内容を考えてたのはあたしじゃないの！」

「……よく分からないけど、ゲームで言うと、お前はこのタイミングでこういう選択肢が出るっていうシステムそのもので、選択肢を考えているシナリオライターはまた別にいる……みたいな感じなのか？」

「あ、そうそう、それ！　大体そんな感じよ！」

　大体って……自分でもよく分かっていないらしい。

「っていうか、そんな選択肢が出てくるようなゲームばっかりやってるから、咄とつ嗟さにたとえが出てくるのね、キモッ！」

　……なんでいちいちケンカ売るような言い方をするんだろう。

　まあ話が進まないんで、ここは俺が大人になろう。

「じゃあ、そのたとえで言うシナリオライターにあたるのは誰なんだ？……空さんか？」

　それを受けて選択肢は、ちょっと考え込むような仕草をしてみせた。

「……まあ、一部はそうでしょうね」

「一部？」

「そうよ。まああたしの体感だから確証はないんだけど……要所要所ではあのムカつく神が出してたみたいね。たとえばほら……夏祭りの時にあったでしょ。三人の内から誰を好きになるか選べとか……まあゲームで言うなら、いわゆる本筋にあたる部分はあの神が自分で考えてて、それ以外のストーリーにあまり影えい響きようの無い部分はまあ……適当に誰かに考えさせてたんじゃないの」

　誰かって誰だよ……あんなの思いつく奴、絶対最低な野や郎ろうに決まってる。

「とにかく、あたしはただあんたの脳内にいて、そこからあんたの様子を観察してただけ。だから、あたしを恨うらむのはお門かど違ちがいって事よ！」

　そうか……こいつが選択肢を考えてたんじゃないなら、別に罪はないよな。

「そりゃあ、あたしがあんたの立場だったら絶対許せな──」

「よし、じゃあこの話は終わりだ」

「……へ？」

「ん？　だって話を聞く限り、お前は悪くないだろ」

　選択肢はぽかん、とした表情を浮うかべた後──

「こ、この男はまたそういう……」

　拳こぶしを握にぎって、わなわなと震ふるわせ始めた。

「なんであんたはそうなのよ、このバカッ！」

「は？　な、なんで怒おこってんだ？」

「く……そういうのが気に入らないって……はあ」

　選択肢は、深く嘆たん息そくする。

「どんだけお人ひと好よしなのよ……あんたとショコラ、ほんとお似合いだわ」

　俺はそのセリフでふと気付く。

「そ、そうだ、ショコラはっ？」

「安心しなさい。同じ飛行機に乗ってきたわよ。ただ、ちょっと人助けしてるだけ」

「人助け？」

「そう。なんか待ち人とはぐれちゃったおばあちゃんがいてね。係員に任せればいいのに、自分も一いつ緒しよに捜さがすって」

「そ、そうか……」

　ふう……また何かあったんじゃないならよかった。

「まったく、フランスでもあの子の世話すんの、大変だったのよ。自分の事は後回しで勝手につっ走っちゃうし、そんでもって余計にトラブル引き起こしたりするし……」

「そっか……ショコラが電話で、すごくお世話になった人がいますって言ってたのは、お前の事だったんだな」

　ショコラが詳しよう細さいを話さなかったから、てっきり現地の人間だと思ってた。

「そうよ、それで今もあんたが心配するといけないから、あたしが伝えにきてあげたのよ。まったく、二人してどんだけあたしに世話焼かせるのよ」

「そっか……ほんとに色々ありがとな」

「うっ……そ、そうやってバカ正直にお礼言うのもあの子とそっくりね……ま、まあ、あたしはそれだけの事はしてるんだから、せいぜい感謝するといいわ」

　照れを隠かくせない様子の選択肢に、俺は問いかける。

「で、これからどうするんだ？　日本で暮らすのか？」

「まあ、そうね……別に他に行くあてもないし」

「そっか。じゃあよろしくな」

　俺はそう言って、手を差し出す。

「…………」

「どうした？」

「べ、別にあんたと馴なれ合うつもりはないんだからねっ。ま、まあでも、あんたがどうしてもって言うんなら……あ、握あく手しゆくらいはしてあげない事もないわ」

　…………すげえな、狙ねらってやってるんじゃないんだよな、このツンデレ。

「ほら、するのかしないのか？」

「す、するわよっ！」

　やけくそ気味に突つき出された手が、俺のそれに触ふれた瞬しゆん間かん──

「……あれ？」

　その姿が、消えていた。

「え？……あいつ……どこいったんだ？」

　今の今まで俺の目の前にいたのに……

　辺りに隠れるような場所は──いや、今のはそんな次元じゃないよな。まるで一瞬で消えちゃったみたいな……

　俺がもう一度辺りを見回していると──

「きゃっ！」

「うわっ！」

　誰かとぶつかってしまった。

　見れば、大学生くらいのお姉さんが尻しりもちをついていた。

「す、すみません！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　俺は慌あわてて手を差し出す。

「ありがとうございます、大丈夫です。私こそ前を見てなくてすみませんで──」




【選べ　①ちん○が膨ぼう張ちようする　②ち○こが自じ嘲ちようする】




「………………………………………………………え？」







　第二章『う』ん、この流れの方がしっくりきますね

※うん○の流れ方がしっくりきますね、ではありません
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　　　　１




　おい……ちょっと待て……冗じよう談だんだろ。

　なんかの……間ま違ちがいだよな。

　落ち着け、俺。まずは深呼吸だ。

「すう……はああ……」

　……夢だ。これは夢に違いない。

「ぐ……ううっ！」

　微かすかな希望を打ち砕くだくような強きよう烈れつな頭痛……これってやっぱり──




【選べ　①ちん○が膨張する　②ち○こが自嘲する】




「戻もどってんじゃねえか！」

　復活してる……あの忌いま々いましい脳内選せん択たく肢しが……復活してる！

「ど、どうなってんだ、こ──」

【どうなってんのよこれええええっ！】

　俺のセリフに被かぶせるように、頭の中に声が響ひびいてきた。

　こ、この声……さっきまで聞いていたような気が──

「ま、まさか……」

【……マジ？】

　信じたくないけど、状じよう況きようから察するに──

「お前……中にいるのか？」

【そう……みたいね】

「じょ、冗談じゃないぞ！」

【そ、それはあたしのセリフよっ！】

「一体何がどうなって──ぐああああっ!!」

　さっきよりも強烈な頭痛が襲おそってきた。くそ……まさかまたこれを味わう事になるとは。

「は、早く外に出てくれ！」

【できるんならとっくにそうしてるわよ！】

　…………マジですか。

「あ、あの……」

　そこで、大学生っぽいお姉さんが声をかけてきた。

「だ、大丈夫ですか？……色々と」

　……選択肢の声は俺にしか聞こえていないだろうから、俺は一人で声を張り上げてる不ふ審しん者にしか見えないだろうな。それでも心配してくれるとは、なんて優やさしいお姉さんだ。

　俺はそんな人に対して──




【選べ　①ちん○が膨張する　②ち○こが自嘲する】




　……絶望だ。

　②なんて意味不明すぎて選べる訳ないし、だからといって①の膨張っていうのも──

「……ぐ……があああああっ！」

　駄だ目めだ……もう限界だ！

　俺が泣く泣く①を選んだ瞬間──股間が、おもいっきり膨張した。

　それを見たお姉さんは──

「き、きゃああああああっ！」

　…………ですよねー。

「ば、化け物おおおおおおっ！」

　ですよねー……人間じゃ、ありえないサイズですもんね、これ。

　俺は泣きそうになりながら、遠ざかっていくお姉さんの背中を見つめていた。

　そして、その姿が完全に見えなくなったタイミングで股間が通常サイズに戻る。

「…………おい、これはどういう事なんだ？」

【あ、あたしが聞きたいわよ、そ、そんなの】

　本人も動どう揺ようしまくっていた……これはほんとに何も分かってないな。

　いや待て……原因の究明は後回しだな。まず優先すべきは早急にショコラと合流してこの空港から離れる事だ。こんな人の多い所で更さらに選択肢なんか出たら──




【選べ　①半はん裸らで一人鬼おにごっこ　②全ぜん裸らで一人親孝行】




「お前なんちゅうもん出してくれてんだこの野や郎ろう！」

【だから出してんのはあたしじゃないって言ってんでしょ！】

「なんだよこの②は！　こんなとこでマッパになったらそれだけで親不孝じゃねえか！」

【し、知らないわよっ！】

「くそ……どうにかならな──ぐ……うっ」

　早くも頭痛発生。

「せ、せめて頭痛を抑おさえて時間を稼かせぐとかはできないのか？」

【や、やってみるからちょっと待ってなさいっ！】

　その次の瞬しゆん間かん──

「お、おお……痛みが引いたぞっ」

【ふふん、感謝しなさいよね】

「いや、なんでそんなに偉えらそうなん──ぎゃあああああっ!?」

【ど、どうしたのよいきなりっ！】

「ち、ちん○が痛いっ！」

【は……はあ？　何言ってんのよあんた！】

「い、痛いものはしょうがないだろ！　ぎゃああああっ！」

　もげるもげる！　もげるよこれ！

「も、もう一回やってくれっ！」

【く……しょうがないわねっ】

　するとさっきと同じように、ピタリと痛みが治まった。でも──

「ぎゃあああっ！　普ふ通つうに頭が痛いいいいいっ！」

【よ、よかったわね】

「よくねえだろ！」

【ふ、ふりだしに戻っただけじゃない。早く選べばいいだけの話でしょ】

　こ、こいつ……開き直りやがった。




【選べ　①半裸で一人鬼ごっこ　②全裸で一人親孝行】




「く……くそ……」

　俺は、断腸の思いで①を選び取った。そして──




「う、うわあ！　鬼だ、みんな逃にげろおおおおっ！」

「ママー、あのお兄ちゃん、面おも白しろいよー。ほとんどはだかで、何かから逃げてるみたい」

「しっ、見ちゃいけませんっ！　あ、こっち来た！　に、逃げるわよっ！」

　……………………泣きたい。




　結局頭痛が治まるまで、俺は半裸のまま一人で逃げる演技を続け、そんな俺からたくさんの人が逃げていった…………死にたい。

「嫌いやだ……もう嫌だ……ん？」

　頭を抱かかえていた所で、携けい帯たいに着信が。ディスプレイには『神』の一文字。

　これってもしかして……

『ハロハロー』

　……やっぱり。

「チャラ神か……」

『あ、なんでちょっとため息風味？　久しぶりなのにつれないなー、奏かなで君』

　相変わらずのチャラ男っぷりだった。

「……なんの用だよ」

『あれ、奏君もしかしてご機き嫌げんナナメな感じ？』

「いや、いつも絶ぜつ妙みようにイラっとするタイミングでかけてくるな、と思って……」

　どうせなら、空そらさんに記き憶おく操作されてる時に助けてくれりゃよかったのに……

『あ、悲しいなー。僕なりに奏君の為ために頑がん張ばったんだけどなー』

「頑張った？」

『うん、そうだよー。空ちゃん先せん輩ぱいがショコラちゃんと奏君の記憶を消しちゃった時さ、さすがに酷ひどいと思って文句言いに行ったんだよ……そしたら僕自体が消されちゃった』

「消された……とは？」

『そうそう。君達にも分かりやすく言うと、魂たましいを限界まで圧あつ迫ぱくされてぺしゃんこになってた、みたいな感じかな。まあ神は死ぬ事はないけど、ほとんど動けなくて辛つらかったなー』

　……もしかして、黒こく白びやく院いん会長がちらっと言ってたのって、チャラ神の事だったのか？

「そうか……俺の為にそんな事してくれてたのか……なんか邪じや険けんにして悪かったよ」

『いや、謝るのは僕の方だよ。僕にもっと力があれば、君達を助けてあげられたのに……』

「チャラ神……」

『ハア……ハア……』

「なんか妙みように息が荒あらいけど、どうしたんだ？」

『いや、実はまだ復活したばっかりで……ハア……あんまり本調子じゃないんだ……』

「な、なら安静にしてた方がいいんじゃないか？」

『いや……自分の力不足を実感した所だからね。僕はもう……ハア……神として助けたい人間を救えないなんていう……ハア……惨みじめな思いはしたくないんだ……ハア』

「う……」

　俺はチャラ神を誤解していた。ここまで真しん摯しに人間の事を考えてくれていたとは……

『ハア……だからね……僕は……ハア……辛くても……頑張るんだ』

　俺は、今までの神に対する不敬を恥はじ──

『あ、ちょっとだけおっぱい触さわっていい？』

　……ん？

『駄目？　はは、周りだけでいいんだけどなあ……』

　なんか今……変なセリフが聞こえたような……

「なあ……今、どこにいるんだ？」

『あ、うん。いわゆるエッチなお店』

「……は？」

『いやさー、今、友達の神が経営してるとこにきてるんだよ』

「経営って……それはちなみに何の神なんだ？」

『乳輪の神』

「ふざけてんのか！」

『いやいや、キャバクラの神がいるんだから、乳輪の神がいたっておかしくないよね』

「おかしいわ！　そもそもお前のキャバクラの神ってのも意味わかんねえからな！」

『失礼だなー。僕にはちゃんとキャバノカミノチャラウっていう名前があるんだから』

「なんか空さんの親しん戚せきみたいじゃねえか！」

『まあとにかく、僕はチャラチャラするほど力が上がるわけ。だからお姉ちゃんと遊ぶのも立派な修しゆ行ぎようなんだよ。あ、そんなとこに乗るなんて積極的だなあ……ハア……ハア』

「お前興奮してただけかよ！」

　返せ……俺の反省を返せ。

「もうお前に関する話はいいや……で、肝かん心じんの用件は何なんだ？」

『あ、そうそう。奏君の今の状じよう況きようについて、教えてあげようと思ってね』

　そうだ、すっかり忘れていた。選せん択たく肢しが……戻もどってきてしまったんだった。

　俺は、こめかみを人差し指でトントン、とつつきながら疑問をぶつけた。

「これは一体どういう事なんだ」

【ちょっと、勝手にこれ扱あつかいしないでよっ！】

　それまで黙だまっていた選択肢が、キンキン声で抗こう議ぎしてきた。

『あーあー、奏君ってばデリカシーが無いからいつまでたっても童どう貞ていなんじゃないかな』

　余計なお世話だ……というか選択肢の声、チャラ神には聞こえてるんだな……さすがは腐くさっても神という所か。

「……で、選択肢はどうしてまた、俺の中に入っちゃったんだ？」

『分かんない』

「は？」

『あのね奏君。神って全知全能って訳じゃないんだよ。たとえば……延長するべきかせざるべきか……どっちが正解なのか』

「勝手にしろよ！　クソどうでもいいわ！」

『まあとにかく、神でも分かんないものは分かんない訳。でも、予想くらいはできるよ』

「予想？」

『うん。まずああいう結果になった以上、空ちゃん先輩がまた何かやってるって事は考え辛づらい……なら原因は選択肢ちゃん自身にある可能性が高いね』

【あ、あたし？】

『うん。選択肢ちゃん、なんで自分が実体化しちゃったか分かる？』

【そりゃあ、あの神があんまり胸むなクソ悪い方法でショコラと甘あま草くさ奏を引き裂さいたの見てたらさ、後味悪いっていうかなんていうか……あたしが何とかしなくちゃ、って思ったら……いつの間にか体付きでフランスにいたのよ】

　……考えてみたら、概がい念ねん上の存在が実体化するってすごい話だよな。何でも擬人化するこの国においても、選択肢そのものなんて、さすがに例が無いだろう。

『ふむふむ。実体化において強い思いがきっかけになってるって事かな。そして今現在、君はもう神の力に依い存ぞんせずに、独立して存在できてるわけだよね』

【たしかに実体化した時点で、なんかあの神と切り離はなされた、みたいな感覚はあったわね。記憶喪そう失しつだったから、今思い返せば……ってレベルの話だけど】

『ふむふむ。じゃあやっぱり、戻ったのも彼女の意思であると考えた方がいいね』

「っていうと？」

『つまり、彼女は奏君の中で何かやりたい事があるんじゃないかな』

「そうなのか？」

【し、知らないわよ……あたしだって気付いたら入っちゃってたんだから】

『じゃあ本人も認にん識しきしてない、深層心理での願望かもしれないねー』

「そうか……じゃあその願望ってやつを満たすことができれば──」

【ここから出られるってわけね】

『そういう事だね。まあ我が慢まんしないでハア……やりたい事はやった方がハア……いいよ』

「お前まさか今ヤッてんじゃねえだろな！」

　ぶつん。

　最低だ……この神やっぱり最低だ……

「なあ……本当に原因に心当たりはないのか？」

【ないわよ。そんなもんあったら、とっくにここから出て──】

「ちょ、ちょいとお兄さん！」

　そこで急に背後から声がかかって振ふり返る。

「あんた、甘草奏さんかね？」

「え、ええ……そうですけど」

　ん？　誰だれだ、このおばあちゃん？……見覚えが無いけど。

「ちょっとこっち来とくれ、あんたの連れの女の子が大変なんだよっ！」

「女の子って……ショコラですか？」

「と、とにかくこっちだよっ！」

　おばあちゃんは血相を変えて、俺の手を引いていく。

「ショ、ショコラに何があったんですか？」

「あ、あたしにゃ分かんないよ！　でも急に……とにかく急ぎなっ！」

　そうしておばあちゃんに連れていかれた先で──

「ショコラッ!?」

　ショコラが床ゆかに横たわっていた。

「ど、どうしたんですか、これ！」

「し、知らないよ。あたしの息子むすこを見つけてくれて、お礼に何か食べ物でも買ってやろうってちょっと離れた隙すきに……」

　去年の大おお晦日みそかに、ショコラが倒たおれた時の事が頭をよぎる。

「ショコラ！　おいショコラッ！」

　俺は、ショコラの肩かたを摑つかんで揺ゆさぶった。

「ショコラ、しっかりしろ！　ショコ──ん？」

「すぴー」

「ショコ……ラ？」

「すかー」

　えっと……

「むにゃむにゃ」

　もしかしなくても……寝ねてる？

「なんだい、びっくりさせないでおくれよ……急に倒れたから、あたしゃてっきり……」

　おばあちゃんも、安あん堵どのため息を吐ついた。

　よく寝る奴やつではあったけど、まさかこんな所でとは……まったく。

「お騒さわがせしてすみませんでした……おい、ショコラ、起きろ」

「むにゃりー」

　しかし、いくら呼びかけてもショコラは起きない。

「おい、起きろってば」

「むにゃりんちょ」

　強めに揺さぶっても全く効果が無い。

「こうなったら……強きよう硬こう手段だ！」

「むにゃむ──ふがーっ!?……むにゃむにゃ……」

　駄だ目めだ、ほっぺを引っ張っても起きない……いくらショコラがねぼすけとはいえ、これはさすがにおかしいんじゃないだろうか。俺がそんな疑問を抱いだいた矢先──

「ん？」

　携けい帯たいに着信があった。登録された番号からじゃなく──って、なんだこれ？　数字が二十桁けたくらい出てるぞ。訝いぶかしみつつ、通話をタッチすると──

『こんにちは～、甘草さん』

「か、会長……」

『あら、よく分かりましたね～』

「いや、こんな気の抜ぬけた喋しやべり方する人、他ほかにいませんから……」

　……今日は神関係からやたらに電話がある日だな……

「というか、どうしたんですか？　空さんと一いつ緒しよに罪を償つぐないに行くはずじゃ……」

『あ、それはもちろんです～。でもその前にですね、あの子がこの世界群でしてしまった事の後始末をしようと思いまして～』

「後始末、ですか……」

『はい。迷めい惑わくをかけてしまった方々に、できる事はしてから行こうかと思いまして～』

「そうですか……あ、それはそうと丁度よかった。実は今、ショコラが妙みような事に──」

『あ、それは私のせいです～』

「……は？」

『ショコラさんが眠ねむり姫ひめ状態なのは、何を隠かくそう、この私の仕し業わざです～』

「会長の？　な、なんで今いま更さらそんな……」

『ですから、迷惑をかけてしまった方々に対して、できる事をしようと思いまして～』

「あの……全然答えになってないんですけど」

『安心してください。ただ眠り続けているだけで、健康には全く問題がありませんから～』

「いや、だから何で眠ってるのかを──」

『ちなみに身体機能はほぼ休きゆう眠みん状態ですから、体も汚よごれませんし、お花を摘つみに行く必要もありませんよ。おうちのベッドに寝かせておいてあげてくださいね～』

　……駄目だ。相変わらず会話が嚙かみ合わない。

　でも感覚的に分かる。会長に俺を騙だましたり陥おとしいれたりしようというような意思は一いつ切さい無い事が。そして経験的に分かる。この状態の会長に、具体的な説明を求めても無む駄だだという事が。……ちょっと方向性を変えるか。

「あの、別件で、なんかいきなり選択肢が復活してるんですけど……」

『ああ、その原因は分かってますよ～』

「え、ほんとですか？」

『はい。でもそれは、あなたが──いえ、あなたと選択肢さんが見つけなければいけないと思います～』

【あたしが？】

　それまで黙っていた選択肢が、脳内で言葉を発する。

『そうです～。あ、そうだ、ショコラさんを起こす為ためのヒントを出しますね～』

　……ショコラの方に話が戻った。マイペースってレベルじゃねーぞ。

『できるだけ、今まで通りの生活をしてください～』

「今まで通り？……どういう事ですか」

『はい。ちょっと変わった女の子達にツッコミながら楽しく過ごして、選せん択たく肢しでろくでもない目にあってください～』

「あの……よく意味が……」

『それではごきげんよう～』

「え？……ちょっと、会長？」

　そこで唐とう突とつに通話が途と切ぎれた。

「な、なんだったんだ、一体……」

【まあでも、あんたに対する悪意は感じられなかったし……言う通りにしてみたら？】

「そうだな……学校行けば嫌でも変な女子達とは絡からむ事になるだろうし、選択肢の方も、残念ながらほっとけば勝手にろくでもない目に──」





【選べ　①ろくでもない目にあう

　　　　②なな色の物体を口からリバースする

　　　　③はちに乳ち首くびを刺さされる】






「ななもはちもろくでもねえじゃねえか！」




　　　　２




　そして、翌日。

「う……うう……」

　俺は両手をクロスさせて胸を押さえながら登校していた。

【ちょっとあんた。その体勢、気持ち悪いからやめなさいよ】

「誰のせいだと思ってんだ！」

　昨日の選択肢のせいで、まだ乳首が服に擦すれて痛い。まさか両方刺されるとは……

【そりゃあ悪いとは思ってるわよ……でも、あたしの意思で出してるんじゃないんだからしょうがないじゃない】

「まあそれは分かってるんだけ──」




【選べ　①乳首から乳が出てくる　②乳首から父が出てくる】




「なんで乳首から親父おやじ出さなきゃなんねえんだよ！」

　叫さけんでみても内容が変わるはずもなく──




「見て……あの人、なんか胸の所シミになってるわよ……」

「うわ……変態」

　……ＯＬのお姉さん達の視線が刺さって痛かった。

　……そして刺された乳首に乳が染しみて痛かった。




　乳首の痛みに耐たえ、辿たどり着いた教室で。

「あれ、どうしたんだ、甘草。ショコラちゃん、今日は一緒じゃないのか？」

　佐さ藤とうが不思議そうに話しかけてきた。

「あ、ああ、いや、ちょっと風邪かぜひいちゃってさ……」

　俺は微び妙みように言葉を濁にごしながら答え、今朝の様子を思い出す。




「すぴー」

　ベッドで実に気持ち良さそうに眠るショコラ。

　体ユサユサ、ほっぺムニムニ、おでこペチペチ……その他色々と試ためしてみたけど、やはり物理的干かん渉しようでショコラが目を覚ます事はなかった。

　でも、本当にただ単に眠っているだけで、それ以外の深刻な症しよう状じようは全く見られなかった。

　会長が身体機能はほぼ休眠状態って言ってたし、イメージとしては、冬とう眠みんとかコールドスリープに近いのかもしれない。

「まあ、この状態じゃ食事も摂とれないだろうから、そうじゃないと困るけどな……」

　俺は、念の為に持ってきたおまんじゅうを、ショコラの口に近づけてみた。

　ひょいぱくっ。

「……え？」

　手の中のおまんじゅうが無くなっていた。

「今……何が起きた？」

【えっと……速すぎて見えなかったわ】

　俺は、リビングからどら焼きを持ってきてショコラの口に近づけてみた。

　ひょいぱくっ。

「……え？」

　手の中のどら焼きが無くなっていた。

「今……何が起きた？」

【えっと……速すぎて見えなかったわ】

　噓うそだろ……目を凝こらしていたのに、全然確かく認にんできなかった。

「おいすぴー」

　……でも状じよう況きようから判断すると、ショコラが食べたとしか考えられない。

　その後、いくつか食料を持ってきて試してみたが、全すべて瞬またたく間に吸い込まれていった。

「……これ、寝ねてるんだよな」

【……寝てるわよ、間ま違ちがいなく】

　最後に、ショコラの顔より大きい特大せんべいを近づけてみると──

　ひょいぱくっ。

「いや物理的におかしいだろ！」




　あれは一体どうなってたんだろう……まあなんかショコラっぽくて安心はしたけど。後は、会長の言う通り──
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「そっか……長引かないといいけどな」

　佐藤のその声で、回想から引き戻もどされる。

　……そういえば、クラスのみんなのショコラに対する認識はどうなってるんだろう。

　つい数日前までは、俺も含ふくめて空さんに偽いつわりの記き憶おくを植え付けられていた。ショコラは存在せず、去年の五月に転校してきたのは空さん……そう認識させられていた。

　でも、この佐藤の反応からすると──

「佐藤……ショコラの事、覚えてるのか？」

「は？　何言ってんだ甘草？　お前とショコラちゃん、先週も相変わらずラブラブオーラ出しまくりだっただろうが……あんなの忘れようとしても忘れられないっての」

　佐藤は恨うらめしそうに俺を睨にらみ付ける。そうか……そういう風に記憶が修正されてるのか。

「畜ちく生しよう……『お断り男』の甘草にあんなかわいい彼女がいて、なんで俺には誰だれも……」

　あ、そこは『お断り男』のままなんだな……

　記憶改かい竄ざんの際、俺はなぜか表ランキングの一位という設定になっていた。

　それはさすがに分不相応だと思うけど、せめて『普ふ通つう』扱あつかいになってればなー、とか思ったんだけど……まあそれは贅ぜい沢たくか。

「しっかしショコラちゃん、完全にお前にぞっこんだよな……うう、こいつのどこがそんなにいいんだ」

　そこでふらのが無表情のまま歩み寄ってきた。

「意外にちん○が大きい所がいいらしいわよ」

「お前何言ってんだ！　ちゃんと事実を言えよ！」

「ちん○が小さい所がいいらしいわよ」

「そういう事実じゃねえよ！　てか事実じゃねえよ！　ちっちゃくねえよ！」

　……そんなには。

　く……駄だ目めだ。ふらのと絡んでると、俺の印象が更さらに悪くなっていく。

　俺はもう、『お断り男』なんていう不ふ名めい誉よな称しよう号ごうからはおさらばし──





【選べ　①ケツから父が出てくる

　　　　②ケツから父の父が出てくる

　　　　③ケツから……ケツからっ!?】






「なんでケツからじいちゃん出さなきゃなんねえんだよ！」

　周りの事も忘れ、思わず大声を出してしまった。

　くそっ……これはどうすればいいんだ？

　選せん択たく肢しにおいては、具体性の無いものを選ばないのは鉄則だけど……①と②があまりにもひどすぎる。これを選んでしまったら、その時点で俺の学園生活は終わる。というかそれ以前に俺の肛こう門もんが終わる。③に……賭かけるしかない。

　俺が覚かく悟ごを決めて、③を選んだその瞬しゆん間かん──

「っ!?」

　目の前が暗くら闇やみに包まれた。突然の事に俺が狼狽うろたえていると、

「い、いやあああああっ！」

　女子の悲鳴が響ひびきわたった。

「甘草君のお尻しりから……お尻からっ!?」

　な、なんだ……俺の尻からどうしたんだ？

「う、うわああああああっ！」

　続いて男子の悲鳴。

「あ、甘草の尻から……尻からっ!?」

　だから一体何が出てるんだよ!?

　そこでようやく、視界が元に戻った。慌あわてて背後を確認するが、そこには何も残っていない。何か、強きよう烈れつな臭においが漂ただよっている訳でも無い。

「み、みんな……一体俺のケツから何が出てたんだ？」

「「「「「と、とても言えない……」」」」」

　…………結局、この日ケツから出ていたものの正体を、俺は生しよう涯がい知る事はなかった。
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　その日の放課後。

「悪いな、残ってもらっちゃって」

　他ほかの生徒が下校した後の教室に謳おう歌か、ふらの、爽さわ星ぼし、四し葉ば紙かみが勢せい揃ぞろいしていた。

　ショコラが戻ってきたら、ちゃんと全員に話そうと思っていた。俺に──俺達に起こった事の全部を。まあ正確に言うと完全には戻ってきてないけど……ややこしくなるからその説明は後回しにしよう。

　俺は、自分の呪のろいの選択肢について……神である空さんとの四年前の初はつ恋こいの顚てん末まつ……ショコラが呪いを解消する為ためにやってきた神の僕しもべである事……空さんの企たくらみ……俺の知る限りの全てを話した。

　かなり長くなったけど、四人は黙だまって聞いてくれた。

「今まで言えなくて悪かった……まあ、頭痛に邪じや魔まされて言えなかったんだけど」

　今は情報を統制していた頭痛も完全に無くなっている。まあこのメンバー以外に言う気も無いし、仮に言ったとしても頭が変になったと思われるのが関の山だろう。

　そこでふらのが口を開く。

「つまり、今までの甘草君の奇き行こうは、全てその選択肢によるものだったという事ね」

「ああ、そういう事だ」

「つまり、甘草君は実は真ま面じ目めで平へい凡ぼんな人間だったという事ね」

「まあ……そういう事だな」

「ちん○のサイズを除いては」

「お前ちん○ネタしつけえんだよ！」

「そっかー。そういう事だったのか。なーんか変だとは思ってたんだよねー」

　ああ、勘かんのいい謳歌は随ずい分ぶん早いうちから何か気になっているような感じだったな。

「甘草、アンタすげえな……アレがずっと続くとか、アタシだったら耐たえられないし……」

　そうか、爽星はためしで選択肢を出された事があるって話だったな……

「でも……よかったです、本当に。ずっと甘草さんを悩なやませてきた選択肢が消えて」

　四葉紙がしみじみとした声をあげる。

「……いや、それが実は──」




「じゃあ今、奏っちの頭の中に選択肢の人がまた入ってるの？」

　事情を聞き終えた謳歌が、不思議そうに俺の頭を見つめる。

「ああ、これがまた厄やつ介かいな──」




【選べ　①全ぜん裸ら　②全裸（モザイク有り）】




「お前タイミング狙ねらってんじゃねえだろうな！」

【だからあたしに文句言うんじゃないわよ！】

「その反応……甘草君、もしかして今出てるの？」

「ああ……早くどっちかを選ばないと頭痛が──ぐっ……」

　言ってる傍そばからきた。情報統制の頭痛はなくても、催さい促そくは全く自重しない……くそ。

「い、いいか……仕方無く……仕方無くやるんだからなっ！」

　俺は、泣きそうになりながら②を選び取った。

　それにしてもモザイクって一体どういう事なん──

「うおおおっ!?」

　次の瞬間、俺の衣服が一いつ瞬しゆんにして消失した……こ、これはマズ──

「「「「…………」」」」

　しかし悲鳴をあげるかと思われた四人は、呆ぼう然ぜんとした感じで俺を見つめていた。

「……モザイクね」「……モザイクだね」「……モザイクだし」「……モザイクですね」

　……そう。俺の体はモザイクに包まれていた。前だけじゃなくて、三百六十度全モザイク……なんだこれ。体の動きに合わせてモザイクもくっついてくる……マジでなんだこれ。

「甘草君……残念ながらちん○だけはモザイクが外れているわよ」

「マジか!?」

「噓うそよ。そこだけはなぜかきんいろのモザイクがかかっているわ」

「あぶねえ事言ってんじゃねえよ！」

　そうやってふざけているうちにモザイクは消え、それと同期して着衣の状態に戻った。

「まあ……今ので分かってもらえたと思うけど……バリバリここにいるわけだ」

　四人の視線が俺の頭部に集まる。

【ちょ、ちょっとあんた。な、なんとかしなさいよ……恥はずかしいじゃない】

　……シャイかよ。

「ねえ、ところでその選択肢の人の名前はなんていうの？」

「え？」

　名前か……そういえば、考えた事もなかった。

「どうなんだ？」

【そ、そんなの別に無いわよ……】

「別に無いってさ」

「あら、じゃあ、みんなで考えましょう」

「そうだね、名前が無きゃ呼べないもんね」

【あ、あたしは別にいいわよ。な、名前が無いのなんて気にしてないんだから……】

　そう言いつつも、微び妙みように嬉うれしそうな選択肢……ツンデレかよ。

「それでは、四葉紙さんから順に言っていきましょうか。とびっきり面おも白しろいのを頼たのむわ」

　ふらのが四葉紙に無む茶ちやぶりをする。

「え、あ、あの……面白いのは無理ですけど……脳内さんとか……」

　それを受けた爽星は、

「うーん、それだとなんか女の子っぽくないし……選せん択たく子ことかの方がいいんじゃないの」

　謳歌も元気に挙手をして続く。

「はいっ！　あたしは選択っちがいいと思うなっ」

【あ、あんた達……壊かい滅めつ的なネーミングセンスね……】

　たしかにこれはちょっとひどいな……

「選択肢といえばアレしかないわよね」

　そこでふらのが淡たん々たんと発言する。

「エロゲ子ことかはどうかしら」

【嫌いやに決まってんでしょ！】

　選択肢が聞こえないツッコミを入れる。

　それでも拒きよ絶ぜつの意思は伝わったのか、ふらのは次の候補を黒板に書き始めた。

「それじゃあエロ毛げ子こにしましょうか」

【余計卑ひ猥わいになってんじゃないの！】

「だったらエロゲ太た郞ろうとかはどうかしら」

【なんで男みたいになってんのよ！】

　なんか漫まん才ざいみたいになってるけど、聞こえて……ないんだよな？

「いっその事キャベ○太郞ではどうかしら」

【もうエロゲー関係なくなってんじゃないのよ！】

　いや、エロゲーも元から関係ないだろ……

「ごめんなさいエロゲーから離はなれてしまったわね。それではカラム──じゃなくてエロゲーチョはどうかしら」

「お菓か子しから離れろよ！　お前もう言いたいだけじゃねえか！」

「あの……わ、私はたけの○の里がいいと思います」

「四葉紙もお菓子縛しばりで無理してボケなくていいから！」

「なんか、聞いてたらチョコレート食べたくなってきたなー……あ、そうだ。ちょっとお洒落しやれにショコラっちとかどうかな？」

「それどっかで聞いた事あるから！」

「あら、だったらチョコボールむか──」

「黙れええええええええっ！」

【こ、こいつら……まともに考える気、ないわね……】

「まあこの展開になったら飽あきるまでボケさせとくしかないからな……ところでお前はどういう傾けい向こうの名前がいいんだ？」

【なんかお洒落な感じの……あ、フランス語の名前とかいいんじゃない？】

「は？……フランスってお前……ビジュアル思いっきり日本人だろ」

【う、うるさいわね！　こういうのは雰ふん囲い気きだからいいのよ！　それにこの前までフランスにいたんだから第二の故郷みたいなもんなのよ！】

　なんだその謎なぞ理論は……

　俺はみんなに、選せん択たく肢しがフランス語の名前を希望していることを伝えた。

「分かったわ……ところでフランス語でエロゲーは何て言うのかしら」

「お前はいい加減エロゲーから離れろよ！」

「フランス語で『～パンツを見せること、それが……～大宇宙の誇ほこり』は何て言うのかしら」

「知るわけねえだろ！」

「あ、あたし分かるよ。えっとね、たしか宇宙がコスモスだから──」

「お前もガチレスしてんじゃねーよ！」

「ガ、ガチレズって……私と素す直なおちゃんの事でしょうか……」

「だから四葉紙は無理してボケなくていいから！」

　駄だ目めだ……もうツッコミ疲つかれた。

「お前ら……そろそろ真面目に考えてくれ」

　俺のセリフに爽星が口を尖とがらせる。

「だったら甘草もなんか案出せよー。まだ一個も意見言ってないし」

「う、たしかに……でも俺、こういうの苦手なんだよな」

　言葉につまる俺……名前……名前か。

　そこで謳歌から提案が入る。

「思いつかないんなら、自分との関係性で考えてみたらどうかな。奏っちにとってその子はどういう存在なの？」

「どういう？……そうだな……まあ……なんていうか……半身？」

【っ!?】

　選択肢が急にびくり、と動いた……気がした。

「どうした？」

【な、なんでもないわよ、バカッ！】

　急に慌あわて出す選択肢。

【も、もういいわよ！　名前なんてどうだっていいわ！】

「いや、でもせっかくだから──」

【いいって言ってるでしょっ！】

　それっきり呼びかけても全く反応しなくなってしまった……なんなんだ、一体。

　まあとにかく、本人が参加しないんじゃ決めようがない。俺はその事を四人に告げた。

「そっかー。じゃあ明日あしたまでの宿題だねっ」

「はい、頑がん張ばって考えてきます」

「私も頑張って『へんし～ん[image: !!!]～パンツになってクンクンペロペロ～』をフランス語に訳してくるわ」

「エロゲーはもういいわ！」




　その日の夜。俺は、フランス語がまとめてあるサイトを開いていた。

「あいつ、なんだったら気に入るかな……」

　本人はいいって言ってたけど、やっぱり名前はあった方がいいだろう。

　人名で検けん索さくすると、フランスの女性名がずらっと羅ら列れつされるけど……どれもいまいちピンとこない。人名じゃなくて、単語や慣用句の方からも検索をかけていた所──

　ふと、ある言葉が目に留まった。

『トワ・エ・モア』

　意味はあなたと私。

「お、これだと俺が咄とつ嗟さにイメージした『半身』っていうのとなんか近──」

【……ねえ】

　そこで沈ちん黙もくを保っていた選択肢が、急に声を発した。

「お、やっと出てきたか……どした？」

【えっと……さ……】

「どうした？　お前なんか変だぞ」

【お前じゃない……】

「へ？」

【──いいわよ】

「え？」

【だ、だから──でいいわよ】

「は？」

　なんだろう。俺が鈍どん感かんとかじゃなくて、単純に声が小さくて聞こえない。

「悪い、もうちょっと大きな声で言ってくれるか？」

【トワ・エ・モアでいいって言ってんのよこのバカッ!!】

「うおっ!?」

　耳──というか脳内──をつんざくような大だい音おん声じよう。

【た、ただそれだと長くて呼びづらいし、名前っぽくないし……なんとかしなさい！】

「いや、なんとかしろって言われても……」

【い、いいからっ！】

「ったく……じゃあ………………ちょっと入れ替かえて文字省いて、トモエとかは？」

【トモエ……】

「まあ思いっきり日本人の名前っぽいから、お前の希望には合わない──」

【お前じゃない……】

「へ？」

【トモエでいいって言ってんのよこのバカッ!!】

「あ、おいっ……」

　それだけ言い逃にげるようにして、また反応しなくなってしまった。

「気に入った……のか？」

　リアルツンデレって……めんどくさいな。







　第三章『コ』アラという単語を《小愛良》と変換するとかわいさＵＰ、モフモフしたくなる件
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　次の日の登校中。

「トモエ」

【も、もう一回】

「トモエ」

【……ふふん】

「そんなに気に入ったのか……」

【べ、別にそんな事言ってないでしょっ！】

「だったら何回も呼ばせるなよ……俺、一人で名前連呼してるヤバい奴やつみたいじゃんか」

【う、うるさいわねっ！　こんな名前別に何とも思ってないわよっ！】

「だったら名前変えるか？」

【い、嫌いやに決まってるでしょっ！】

　……朝っぱらから実にツンデレだった。




　教室に入り、席に着いた俺は考える。

　というか名前とかの前に、まずトモエが俺の中から出る方法を考えなきゃだよな。いつ選せん択たく肢しが出るか分からないこの状じよう況きようじゃ、落ち着いて生活もできない。

　そして、ショコラを目覚めさせる為ための行動も起こさなきゃならない。でも会長が言ってた『変わった女の子と過ごす・選択肢でろくでもない目にあう』っていう条件は、トモエが出ちゃったら満たせなくなっちゃうよな……分からん。一体どうすればいいんだ？

「うーっ……す」

　そこで教室の前のドアが開いて、宴うたげ先生が入ってきた。

　なんか……めっちゃテンション低いな。

「クソが……なんであたしにはロリコンしか寄ってこねえんだよ」

　誕生日まで約一ヶ月の二十九歳彼氏無し女性怖こわい……これは触さわらぬ神に祟たたり無し──





【選べ　①おっぱいを触って「ちっちゃいね！」

　　　　②お尻しりを触って「ちっちゃいね！」

　　　　③自分のちん○を触って「先生と同じでちっちゃいね！」】






　殺す気か！

【うわ……ご愁しゆう傷しよう様さま】

「お前なに人事みたいに言ってんだ！」

「甘あま草くさ……なに一人で叫さけんでんだ、うるせえぞ」

　ぎろり、と睨にらみ付けてくる先生……やっぱり明らかに機き嫌げんが悪い。

　俺はその先生に歩み寄り──

「先生と同じでちっちゃいね！」

「死ねやコラアアアアアアアッ！」

「ぐえええええええっ！」

　思いっきり首を絞しめられる。

「虫の居所が悪わりぃんだ……アレのせいだろうが、今日だけは許してやんねえぞ」

　あんた許してくれた事ねえだろ！

　そこでふと、思う。そうだ、宴先生にも話を聞いてみよう。情報統制が無くなった今、先生が選択肢を持っていた時の事を話してもらえるはずだ。何かヒントになるよ──

「ぐえええええっ!!」

　それまで……俺が……生きて…………れば。




　そして放課後。

　……なんとか命があった俺は、生徒指導室で宴先生にこれまでの顚てん末まつを説明していた。

「なるほどな……」

　全すべてを聞き終わった宴先生は、お茶を飲み干して湯飲みをテーブルに置いた。

「その天あま上がみ空そらって奴の記き憶おくは全く無いが、信用してやるよ……お前も色々大変だったな」

　宴先生も他ほかのみんなと変わる事なく、空さんに関する記憶は抜ぬけ落ちていた。青あお髪がみの少女は、文化祭の後に転校してきた四し葉ば紙かみ伊い緒お乃のとして認にん識しきしているとの事だった。

　よし、とりあえずこっちの話は終わったし……ちょっと聞いてみるか。

「あの……先生の呪のろいが消えたのって……どういう状況だったんですか？」

「あ？」

　う……め、目が据すわっている……ヤバい……地じ雷らいだったか？

「好きなやつができたんだよ」

「……へ？」

　あっさりと返ってきたその答えに、面めん食くらう。

　いや、まあたしかに呪いの解除条件は誰だれかを好きになる事だけど……

「んだよ、あたしが誰かを好きになっちゃ悪いか？」

「い、いえ……あ、で、その人は今どうし──」

　そこまで言って、はっとする。

「す、すみません。デリカシーに欠ける質問でし──」

「ふられた」

　宴先生はまたあっさりと答える。

「あたしを置いて……どっか行っちまったよ」

　そして、どこか遠くを見るような目で呟つぶやいた。

「てかな、んな昔の事はいいんだよ……問題なのは、今だ」

　そう言って今度は目をギラつかせた。

「なんであたしには男が寄りつかねえんだよ……お前みたいな童どう貞ていですら彼女ができたってのに」

　決めつけるなよ……まあ童貞だけど。

「クソッ！　飲まなきゃやってらんねえぜ」

　そう言って先生は自分の荷物から何かのビンを取り出した。

「せ、先生……それお酒じゃ……」

「あ？　もう勤務時間終わってっからいいんだよ。いざとなったら理事長のジジイ脅おどせば済む話だしな」

　……フリーダムすぎる。そして先生はその一いつ升しよう瓶びんをラッパ飲みし始めた。うわ……そんな飲み方するって事は相当強いんだろ──

「うにゅう……」

「速そつ攻こう潰つぶれてんじゃねえか！」

「う……ぐうううう」

　……しかも泣き上戸だった。

「なんで……なんであたちには誰もいないんでちゅか……」

　おい……なんか幼児退行まで始まったぞ。

「なんで……いなくなっちゃったんでちゅか……」

　さっき言ってた、ふられた相手の事だろうか……

「くう……」

　そして宴先生はそのままソファーの上で眠ねむりに入ってしまった。

　普ふ段だんと違ちがって天使みたいなその顔を眺ながめていると──




【選べ　①ちん○がおっきくなる（時間制限無し）　②別のものがおっきくなる（時間制限有り）】




「お前復活してからちん○ネタ多くないか！」

【だから考えてるのあたしじゃないって何回言わすのよ！】

　どうする……①の永続ボッ○は論外だけど、②も何が起こるか分からない……まあ時間制限も有る事だし、最悪の事態にはならないだろう……ならないといいな。

　②を選んだ瞬しゆん間かん、目の前が真っ白になり──

「なっ……」

【う、噓うそでしょ……】

　宴先生の体が……おっきくなっていた。

　しかもただおっきくなっただけじゃない……とんでもない体型だった。

　身長はおそらく百八十を超こえているだろう。胸もとんでもないサイズになってこれ……あの麗れい華か堂どうよりデカいんじゃないだろうか。腰こしのくびれも冗じよう談だんみたいな事になっていた。俺が生で見た人間の中で、間ま違ちがい無く一番スタイルがいい女性だと断言できる。

　そして服も極きよく端たんに露ろ出しゆつが多いものに変わっていた……これは目のやり場に困りすぎる。

「くああ……なんだ、寝ねちまってたのか」

　そこで宴先生が目を覚ます。大きくなった影えい響きようなのかは分からないけど、お酒も完全に抜けてるみたいだった。

「あ？　なんか変だな……ん？」

　そして立ち上がった先生は、棚たなのガラスに映った自分の姿を確認する。

「な、なんじゃこりゃああああっ！」

「す、すみません、先生。実は選択肢が出てやむを得ず……」

　まさか自分以外の何かがおっきくなるとは思わなかった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。時間制限有りなんで待ってれば治まるはずですから」

「ちっ」

　……ん？　今、ちっ、って言ったのか？

「ま、まあしょうがねえから許してやるよ」

　……喜んでるよ、この人。

【まったくひねくれてるわね。嬉うれしいなら素す直なおにそう言えばいいのに】

　……本日のお前が言うなスレはここですか。

「おい甘草、今から街にくりだすからちょっと付き合え」

「え？　その状態のまま外に出るんですか？」

「当たり前だ。時間制限有るっつっても、いつ戻もどるか分かんねえだろうが」

「そ、それはそうですけど……」

　俺が口くち籠ごもっている間に、宴先生はドアを開けて生徒指導室から出て行ってしまった。

　……トラブルの予感しかしない。




　　　　２




「お、おい、誰だよあれ……」「道どう楽らく先生……じゃないよね？」「馬ば鹿か言えよ……全然別人だろ」「でも、顔の造りは同じだし……」「てか人間のスタイルじゃねえ……」

　案の定、先生は注目を集めまくっていた。

「クク、生徒が性的な目であたしを見てる……まったくしょうがねえな」

　いやあんた喜んでる場合じゃないだろ……

「せ、先生……せめて着き替がえた方が」

　いくらなんでも校内でこの服は刺し激げきが強すぎる。なんかもう、おっぱいこぼれそうになってるもの。しかし、調子に乗っている宴先生は聞く耳を持たなかった。

「細かい事気にすんな。見せたい奴やつには見せとけば──」

「あ、カナデアルッ！」

　そこで、背後から聞き覚えのある声がした。

「あ、チチル先せん輩ぱい」

　チチル・ニューミルク先輩。表ランキングの三位にして──いや、会長がいないからもう二位になったのか──この学校でも屈くつ指しの巨きよ乳にゆうを誇ほこる女の子だ。

「カナデ、お話しするの久しぶりアルね！　なんか嬉しいアル！」

　加えて人当たりのいいこの性格。人気があるのも納なつ得とくだよな。

「ところでカナデ、こちらのダイナマイトバディーはどちら様アル？」

「あ、それはですね……」

　さて、どう説明したもんか……

「ここで教師やってる道楽宴の双ふた子ごの姉、道楽祭まつりだ」

　しれっと噓を吐つく宴先生。

「オウ、あのキュートティーチャーのお姉さんアルか。よろしくアル！」

　素直に信じるチチル先輩。まあ、本人の背が伸のびたなんて普ふ通つうは考えもしないよな。

「おお、よろしくな……クク」

　チチル先輩の胸を見て、勝ち誇ったような笑えみを浮うかべる先生……子供かよ。

「あら……誰かと思えば甘草奏かなでじゃない」

　そこへまた別の人物が現れた。

「お、麗華堂か」

　麗華堂絢あや女め。金きん髪ぱつ縦ロールにして学園一の巨乳だ。だがシリコン注入済み。

「お、また乳のでかいのが来たじゃねえか」

　今度は馬鹿にしたような笑みを浮かべる先生。

「な、何よ、あなた……」

「まあ学生レベルにしては頑がん張ばってるな」

「なっ……」

　その挑ちよう発はつを受けて、麗華堂が憤ふん慨がいする。

「あなた……その胸、ちょっとおかしいんじゃないかしら。天然なのか疑わしい所ね」

　……本日のお前が言うなスレ２はここですか。

「クク……僻ひがみはみっともないぜ。まあお前も、もっと人生経験積んで大人になればあたしと同じ高みにまで来られるかもな」

　……本日のお前が言うなスレ３はここですか。

【まあ天然かどうかはともかくとして、このレベルの爆ばく乳にゆうが三人揃そろうと壮そう観かんね……】

　たしかに……こんな光景を生で目にする機会はそうそう無いだろう。

「……なにかこの辺から乳臭くさい香かおりがするわね」

　そこへ登場したのは新たな巨乳……ではなく、ふらのだった。

「雪ゆき平ひらふらの……」

「あら、お久しぶりね、イトーパイカ堂さん」

「麗華堂よっ！」

　いきなりケンカを始める二人。去年五月の対たい抗こう戦以来、両者には浅からぬ因いん縁ねんがある。

「あ、ふらのアル！　こんにちはアル！」

「こんにちは。たしか……イジル・スウミルク先輩だったかしら」

「間違い方失礼にも程ほどがあんだろ！」

　思わず代わりにツッコんだ。

「あはは、ふらのはユーモアのセンス抜ばつ群ぐんアルね」

「……先輩はからかいがいがないから、やっぱりこっちの麗華堂アァーンやめて！　をイジる事にするわ」

「絢女よっ！　あなたいい加減にしなさいよっ！」

　……そうやって過か剰じように反応するからいけないんだと思うけどな。

　そこで宴先生がぼそっと呟つぶやいた。

「クク……持たざるものの僻み、か」

「……なんですって？」

　ふらののこめかみが、嫌いやな音を立てた。

「甘草君……誰だれなのこの猥わい褻せつ物女は」

　ふらのは説明すればこれが宴先生だって分かるだろうけど……ここじゃ言えないよな。

「宴先生の双子の姉で……祭さんだ」

「なるほど……道楽ムダチチ祭さんね」

　怒いかりで頭に血がのぼっているからか、いまいち下ネタに切れが無いふらの。

「ああ、そういうお前は雪平ふらの平野だったか？」

「くっ……」

　宴ちゃん、普段はふらの未満なのに調子乗りすぎぃ。

「──お間違いよ」

「あ？」

「……パイオツの魅み力りよくが大きさだけで決まると思ったら大間違いよ」

　それに対して、麗華堂が嘲ちよう笑しようを浮かべる。

「ふふ……持たざるものの僻みは見苦しいわよ、雪平ふらの」

　先生のセリフの丸パクリだった。

「黙だまりなさい。三時の乳をお吸わやれるつは麗華堂さん」

「お菓か子しの宣伝みたいに言ってるんじゃないわよっ！」

　麗華堂をイジって、ふらのは落ち着きを取り戻したようだった。

「大きさが重要なファクターである事は認めるわ。でもその他ほかにも色、形、柔やわらかさ……乳頭の種類などによって総合的なパイオツの価値は決定されるわ」

　最後なんか変なの交ざってたぞ。乳頭の種類ってなんだよ……

「いくら大きくても、麗華堂さんのように乳頭が干しぶどうのようにしわくちゃでは魅力が半減だしね」

「誰が干しぶどうよっ！」

「あら知らないの？　あなたのパイオツ、裏ではおばあちゃんの乳ちち袋ぶくろって呼ばれてるのよ」

「知ち恵え袋ぶくろみたいに言ってるんじゃないわよっ！」

　ふらのは麗華堂のツッコミを無視して話を進める。

「まあ、言い合っていても結果は出ないわ……ここは第三者に決めてもらいましょう」

　そして、視線が向けられたのは──

「……俺？」

「そうよ。この四つのパイオツの中からどれが一番優すぐれているか、選んでもらうわ」

「なるほど、面おも白しろそうじゃねえか」

「あはは、カナデのおっぱいの好みが分かるアルね」

「ほ、他の男子にした方がいいんじゃないかしら……」

　先生とチチル先輩は乗り気だったが、シリコンの件を知られている麗華堂は、自信がなさそうだ。

「あら麗華堂さん、甘草君では何か都合の悪い事でも？」

「あ、い、いや……別に……なんでもないわ……」

　事情を把は握あくしているふらのに、何も言い返せない麗華堂。

「さあ甘草君……選びなさい」

「いや、いきなりそんな事言われて──」





【選べ　①パイオツシャッフル（一分間限定）

　　　　②チチル・ニューミルクのパイオツをイジル・スウミルク

　　　　③麗華堂絢女のパイオツを三時のおやつとしていただく

　　　　④雪平ふらののパイオツを選せん択たく──じゃなくてパイオツ洗濯板で洗せん濯たくする

　　　　⑤……おや!?　ドウラクウタゲのパイオツの　ようすが……！】






　最後の色んな意味でやべえだろ！

【④も絶対本人には言えないわね……】

　というか今回、どれも選べないだろこれ……②③④は即そくタイーホ案件だし、⑤はどうなるか想像がつかなすぎる。

　まあ消去法で①しかないけど……時間制限があるとはいえ、パイオツのシャッフルなんていう超ちよう常じよう現象を公衆の面前で起こしてしまって大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。

【まあ①しかないわよね……一分で戻もどるならギャラリー達も手の込んだトリックかなんかだと思うだろうし、本人達にも悪い夢だったとか言って誤ご魔ま化かすしかないわよ】

　相当無理がある気がするけど……そうするしかないよな。

　まあ一分経たってしまえば証しよう拠こは残らないんだから、なんとかなるだろう。

「ぐうっ……」

　毎度お馴な染じみの頭痛さんも襲しゆう来らいしたし……早いとこやるしかない。

　そして俺が①を選んだその瞬しゆん間かん──

「な、何事アルかっ!?」「な、なんなのよこれえええっ!?」「え、えええええええっ!?」「き、きゃああああああっ!?」

　四人から同時に叫さけび声があがる。

　まずはチチル先せん輩ぱい。

「き、急におっぱいがちょっと大きくなって……中になんか変なモノが入ってるアル！」

　変なモノ……あっ（察し）

【……麗華堂絢女のがいったのね】

　そしてその麗華堂。

「わ、私の胸が……私の胸が無くなってるわ！」

　ぺったんこ……それは見事なまでにぺったんこだった。

　おかしい……ふらのでももうちょっとありそうなもんだけど……

【ああ、これは……道楽宴の元の胸が割り当てられたのね……】

　そしてふらの。

「あ、あわわわわ……わ、私が……巨きよ乳にゆうに!?」

　これはおそらくチチル先輩のやつだな。

【雪平ふらのは当たりを引いたみたいね】

　という事は、宴先生は……消去法でふらのの胸、という事になる。

　ここで問題になるのは今の先生の衣い装しようが超ちよう仕様だという事だ。麗華堂は制服だったから、なんとかなったかもしれないけど──

「き、ききき……きっ……」

　先生の上半身の衣装は床ゆかに落ち、その下にはサラシが巻かれた素す肌はだが……

　しまった……シャッフルで引き起こされる二次被ひ害がいにまで考えが及およばなかった。

「た、大変アル！　病気かもしれないアル！　病院に行くアル！　みんなバイバイアル！」

　珍めずらしくテンパった表情を浮うかべ、そのままダッシュでいなくなるチチル先輩。

「シ、シリコンが……シリコンが漏もれてるじゃないのおおおおおおおおおっ！」

　大声で自らの秘密を暴ばく露ろしながら駆かけ出す麗華堂。

「ど、どどど、どうしよう……そ、そうだ！　お母さんにお赤飯炊たいてもらわなくちゃ！」

　錯さく乱らんし、ふらふらとどこかへ向かうふらの。

「きゃああああああっ！　もうお嫁よめにいけないいいいいいいいいいいいっ！」

　とんでもなく可愛かわいい声をあげながら逃にげ出していく先生。




　そして誰もいなくなった。




　　　　３




　校内でのパイオツ騒そう動どうから約一時間後。俺は先生に付き合わされて、繁はん華か街がいにいた。

「おい甘草、そこのコンビニでなんか飲み物買ってこい」

「は、はひ、わはりまひた」

「あ？　何言ってるか分かんねえよ」

　……あんたにボコられすぎて口の中が腫はれてるからですけど。

「まあいい。とにかく行ってこいや」

「は、はひっ！」

　まあ、あれだけの事態になって縊くびり殺されなかっただけ、まだマシか。




「く……染しみるな」

　コンビニでジュースとは別に冷れい却きやくシートを買った俺は、頰ほおに押し当てながら宴先生の所に戻った。その効果か、まだまだ腫れは引かないものの、最低限聞き取れるくらいに喋しやべれるようにはなった。

　そして、戻った先で宴先生は──

「お、おい、見ろよあれ……」「うおっ……ヤベえな」「なんだよ……芸能人か？」「てかグラビアアイドルでもあんなのめったにいねえぞ」

　校内と同じく、男の目を引きまくっていた。

　それもそのはず、シャッフルがキャンセルされた宴先生の胸は、元の真っ平らではなく、ダイナマイト偽ぎ乳にゆうのままだった。当然服もその他のパーツもまだセクシー仕様。

「クク……野や郎ろう共の性的な視線が痛いぜ……まったく男ってやつはしょうがねえな」

　だからなんで喜んでんだよ……呆あきれながら先生の隣となりを歩き始めた矢先、

「ねえお姉さん、今ヒマ？　よかったら俺と遊ばない？」

　いかにも軽けい薄はくそうな男が声をかけてきた。ナンパだ……まあ当然こうなるよな。

「悪わりぃな。今そんな気分じゃないんだ」

「いやいや、俺と遊んでくれたら絶対楽しい気分にさせてあげるって」

　先生は明らかな拒きよ絶ぜつのオーラを出しているのに、男は中々引き下がらなかった。

「消えてくれ。お前の顔面が好みじゃねえ」

【うわ、バッサリいったわね……これはちょっとプライド傷ついたんじゃない？】

　トモエの危き惧ぐ通り、男の態度が豹ひよう変へんした。

「おい……調子に乗ってんじゃねえぞこのアマ。俺を誰だれだと思って──」

「あ？」

「ひいいいいいいいいっ！」

　一睨みされてあっという間に逃げ去っていく男。

　しかしその迫はく力りよくは一いつ瞬しゆんでなりを潜ひそめ、先生の表情が沈しずむ。

「くそ……やっぱり駄だ目めか」

「……先生、どうしたんですか？」

「いや、ナンパの一つでもされりゃ、気分が変わるかと思ってきてみたが……いざ声かけられて実感した……あたしはやっぱりまだあいつが──」

　そこまで言いかけて、はっ、とする宴先生。

「余計な事言っちまったな……忘れろ」




「あ、宴様っ！」




　そこで唐とう突とつに声が響ひびいてきた。

「あ？」

　その声に振ふり向いた宴先生は──

「………………え？」

　目を見開いて、棒立ちになった。

「お……ま……え……」

　愕がく然ぜんとした表情で、声を震ふるわせる。

　視線の先に立っていたのは、とても顔立ちの整った金きん髪ぱつの青年。年の頃ころは二十歳はたち前後だろうか。その青年は、固まっている先生に向かって、

「宴様あああああああっ！」

　抱だきつくように飛び込んでいった。そして──

「ふげらっ!?」

　思いっきり顔面を殴なぐられた。

「ぎゃああああ！　痛いっ！　痛いいいいいっ！」

　そのまま地面をのたうち回る青年。だ、大丈夫かこれ……

【み、見事なクリーンヒットだったわね……】

「お、おおお……この痛み……久しぶりです……宴様の所に帰ってきたって感じがします」

　青年は、顔面を押さえつつも、なぜか嬉うれしそうに立ち上がった。

「お前……なんで……」

「はい、それがですね。実は私わたくし、宴様とお別れしてから今までの記き憶おくが無いのですよ。つい数時間前に目が覚めまして……日時を確かく認にんした所、なんと最後にお目にかかったあの日から五年も経っているではありませんか」

「そう……だよ……あれからもう……五年……経ってんだぞお前」

「はい、ですが忘れもしません。宴様が呪のろいの選せん択たく肢しを消し去ったあの日の事──はっ!?」

　そこで俺に気付いた青年は、慌あわてて手をぶんぶんと振った。

「な、なんでもありませんっ！　今のは忘れてくださいっ！　一いつ般ぱんの方に選択肢の事など話したら頭痛が……ん？……頭痛が無い？」

　このセリフの内容から察するに……

「宴先生……この人ってもしかして」

「ああ……あたしが呪われてた時の……神の僕だ」

　ようやく少し落ちついた様子の宴先生。

「お、もしかして事情を把は握あくしている方ですか。申し遅おくれました、私、宴様の奴ど隷れい長を務めております、ジャンクという者です」

「あ、はあ……甘草奏です。先生の教え子です」

　というか奴隷長ってなんだよ……

「ところで宴様、そのお姿は？」

「ああ、今はこいつが選択肢持ってんだ。その絡からみでちょっとな……というかお前、よくあたしだって分かったな」

「はい、どのようなお姿であろうと、私が宴様を見み間ま違ちがうはずがありませんっ！」

　嬉しそうに顔を輝かがやかせるジャンクさん。

「まあそれはどうでもいい……お前、よく戻もどってこられたな」

「あ、はい。あの時、完全にアンインストールされたはずなんですが……なぜかは分かりませんが、帰ってくる事ができましたっ」

　アンインストール……空さんに不要だと判断されて、人格を消されてしまってたのか。

　それが今、このタイミングで戻ってくるって事は……会長が言っていた、迷めい惑わくをかけた人々への『できる事』なのかもしれない。

「……そうじゃねえよ」

　先生が、地の底から響くような声を出す。

「は？　と、申しますと」

「今いま更さらよくあたしの前に顔出せたな、って言ってんだ。勝手にいなくなって、勝手に戻ってくるだと……ふざけやがって」

「そ、それに対しては面めん目ぼく次し第だいもございません。ですが、心根は優やさしい宴様の事。あなたが誰かを好きになったら私が消えてしまう、などと事前にお伝えしたら、心乱れて折せつ角かくの恋れん愛あい活動の妨さまたげになるやもと愚ぐ考こうし、黙だまっておりました……申し訳ありません」

「そう……かよ……」

「あ、ところで宴様、つかぬ事をお伺うかがいしますが……あの時懸け想そうしていた御ご仁じんとはその後、どうされましたでしょうか？」

「…………………………ふられた」

「えええっ!?」

　目を見開いて大おお袈げ裟さなリアクションをするジャンクさん。

「それはどこのどいつですかっ！　宴様を袖そでにするなんて信じられませんっ！」

「…………」

　宴先生のこめかみがピクピク動いた。

「さあ宴様、その不届き者の名前をお教えくださいっ！　私が成敗して参りますっ！」

「…………」

　宴先生のこめかみがビキリ、と音を立てた。

「お、おい……これって……」

【ええ……間違いないわね】

　宴先生の想おもい人は、このジャンクさんだ。

「この人……鈍にぶすぎるだろ」

【へ？　あ、あんたそれ、本気で言ってんの？】

　トモエが素すっ頓とん狂きような声を出した。

「本気でって？」

【いや……前のあんたも傍はたからみてたら同じようなもんだったわよ】

　……マジですか。

「……テメエのせいだぞ」

「え？」

「……テメエのせいでこんな三み十そ路じ目前まで売れ残っちまったじゃねえか」

　それを受けたジャンクさんは、沈ちん痛つうな面おも持もちになった。

「申し訳ございません……私の恋こいのサポートが至らなかったばかりに……でもご安心くださいっ！　これからは前以上に奮ってお手伝いをさせていただきます。どうしましょう、まず手始めに逆ナンでもいたしますか？　お、あそこになかなかのイケメンがっ！」

「これ……わざと言ってる訳じゃないよな？」

【だから、あんたも大差ない事やってたって……】

　…………すんませんでした。

　俺が反省に入った所で、宴先生がまたジャンクさんを睨にらみ付けた。

「責任……とってもらうからな」

「ですから五年間もお休みをいただいた責任をとって、イケメンを連れてこようと──」

「もう黙れ」

「……宴様？」

　ちょっとトーンを変えた先生に、ジャンクさんが疑問の表情を浮うかべる。

「……口で言っても分からねえなら……こうするまでだっ！」

「う、宴様、何をっ……」

　宴先生は、突つっ込むような勢いでジャンクさんに飛び込んでいった。

「いいからそこ動くんじゃねえ！」

　そしてそのまま唇くちびるを奪うば──

「なっ!?」

　──えなかった。

　その瞬間に先生の体が元のサイズに戻ったからだ。

「うおっ!?」

　そして、先生はバランスを崩くずし──

「ぎゃあああああっ!?」

　その頭が、ジャンクさんの股こ間かんに直ちよく撃げきした。

「うぎゃああああああっ！」

　う……わ……思いっきりクリーンヒットしたぞ。

「あ……わ、悪わりぃ、そういうつもりじゃ──」

「う……ぐ……ひ、ひどいです。いくら私でも……これは耐たえられません！」

「いや、お前、今のはキ──」

「嫌きらいですか……私の事そんなに嫌いですか……だったらまたいなくなって──」

　ブヂィッ！

　切れた……先生の何かが思いっきり切れた音がした。

　そして、無言のままジャンクさんの襟えりを摑つかみ上げる。

「そ、そんなに怖こわい顔しても無む駄だですよ。い、痛かったんですからね。ひどいですよ……私はいつも宴様の幸せだけを願っているというのに」

「あたしに幸せになってほしいのか？」

「当たり前です。私は常に宴様の事だけを考えて──っ!?」

　それは、一いつ瞬しゆんの事だった。

「…………」

　先生は顔面を真っ赤にして唇を離はなす。

「あ、あの……宴様……今のは……どういうこ──」

「好きだ」

「……え？」

「あたしはお前の事が好きだって言ってんだ文句あるかコラァ！」

「噓うそ……ですよね……宴様が…………私を？」

「噓なわけあるか！　好きだこのクソ野や郎ろう！」

「なるほど……分かりました、これは夢──」

「夢じゃねえ！　オラッ！」

「ひいっ！」

「どうだ！　ビンタくらっても覚めねえだろ！　好きだ！」

「で、では……つまり……本当に……宴様は……宴様は……」

「じれってえな！　分かったんなら返事しやがれ！」

「は、はい……」

「声がちいせえっ！」

「は、はいいいぃっ！　宴様は私の事が好きですっ！」

　す、すげえ……無む理り矢や理り逃にげ道を探そうとする超ちよう鈍どん感かんに、それ以上に無理矢理気持ちを伝えきったぞこの人。

【……新しいわね】

　トモエも感心したような声を出す。

「まあ……でもな」

　そこで宴先生は態度を一変させた。

「今のはあたしが一方的に気持ちを伝えただけだ。こんなチビで暴力的なやつ……女としては見られないよな」

「そ、そんな事ないですっ！」

　ジャンクさんが声を張り上げる。

「宴様以上に素す晴ばらしい女性など存在しませんっ！　宴様は私の理想の女性ですっ」

「そんな噓はいらねえよ……だったらなんでお前、必死にあたしの相手を探してたんだよ」

「噓なんかではありませんっ！　私では……私などでは到とう底てい釣つり合わないと考え……想いを抑おさえ込んでおりました……私では宴様を幸せにできるはずがないと」

「…………」

「そして逃げておりました。己おのれの気持ちに向き合う事をしませんでした」

「ジャンク……」

「でも、宴様は言ってくださいました……だったら私も、こう答えます」

　ジャンクさんは先生の目をしっかりと見み据すえて、告げる。

「あなたが好きです、宴」

　ぼふっ！

　先生の顔が、限界を通り越こして真っ赤に染まる。

「な、なに呼び捨てにしてんだ！　調子に乗ってんじゃねえぞてめえええっ！」

「ぐえええええええええっ！」

　そう言ってジャンクさんの首を絞しめる宴先生の顔には、涙なみだと笑えみが浮かんでいた。

「……これ以上はお邪じや魔まみたいだな」

【ええ、そうみたいね】

　俺とトモエは、気付かれないようにそっとその場を後にした。
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　その翌日。

「すぴー」

　ショコラは相変わらず寝ねたままだったが、

「むにゃら……かなで……ひゃん」

「っ!?」

　今……俺の名前を呼んだよな。

「ショコラ……おい、ショコラッ！」

　しかし、その後はいくら話しかけても揺ゆすっても反応がなかった。

「駄だ目めか……」

【でもこれ、昨日よりはなんか起きかけてる感じじゃない？】

「ああ、そうだな」

　たしかに昨日、宴先生やふらの達と絡からんで、選せん択たく肢しでもろくでもない目にあったけど……そのおかげなのか？

【とにかく一歩前進してよかったわね】

　トモエの言う通りだ。こうして成果が目に見える形で現れれば、こっちもやる気が出る。

　そう思い、張り切って玄げん関かんを出た所で──





【選べ　①ろくでもない目にあう

　　　　②ごリラのオスに優やさしく抱だきしめられる

　　　　③よんでもいないのに来たゴリラのオスに優しく抱きしめられる】






「だからごもよんもろくでもねえじゃねえか！」







　昼休み。

「うう……まだゴリラの胸の感かん触しよくが……」

　駄目だ、食欲がほとんど無い……いや、我が慢まんしろ……これもショコラを取り戻もどす為ためだ。

　俺は無理矢理弁当をかき込んで席を立った。

【ん？　そんなに急いで食べてどっか行くの？】

「ああ、受け身じゃなくて、こっちから女子に絡みに行こうかと思ってさ。少しでも早くショコラを起こしてやりたいし」

【そう……まあたしかに効果はあったみたいだしね。で、誰だれの所に行くの？】

「対象が変人であればある程ほど、効果があがるかもしれないし……気は進まないけど、あの人に会いに行く」

　トモエにそう答え、教室を出た俺は、階段を上って三階に向かった。

　さて、あの人のクラスはたしか──

「お、甘草クンやないか！」

　その人は、捜さがすまでもなく向こうから声をかけてきた。

　その名は爆ばくノの内うち火か恋れん。『お断り５フアイブ』の中でも屈くつ指しの変態といえる人物だ。

「うっし。後こう輩はいも見てる事やし、気合い入れるでーっ！」

「あの……これから何かするんですか？」

「そうや！　あの人に好きになってもらう為の特訓や！」

「え、先せん輩ぱい、好きな人ができたんですか？」

「何言ってんのや！　甘草クンが好きな人見つけろって言ってくれたんやないか。ほら、あのサウナとか室内プールとかついとるあそこで」

「あ……」




『爆ノ内ちゃんさあ、順番が逆じゃない？　まず最初に誰かを好きになって、その人にモテたい……っていうか好きになってもらえるように頑がん張ばるのが普ふ通つうだと思うよ』




　それは、温泉レジャー施し設せつで空さんが爆ノ内先輩に言った言葉だった。

「覚えて……るんですか？」

「当たり前やないか！　ウチ、あの言葉で人生観が変わったんやで！」

「いや、そうじゃなくて……それを言った人の事です」

「は？　だからそれは甘草クン……ん？……はて？……甘草クン……やったっけ？　いや、他ほかの誰かだったような……おかしいな、言葉はめっちゃ胸に残ってるのに……なんで言った人間を覚えてないんやろ？」

　……それだけ空さんの言葉が、爆ノ内先輩にとって印象的だったって事なんだろうか。

「まあ細かい事はええか！　でな、その言葉に感動して、誰かを好きになろうと思うたんや。そしたらな、目に入る男子がみんな気になるようになってしもうたんや」

「いや、極きよく端たんすぎるでしょ……」

「それでな、あの言葉の通り、その男子に好きになってもらえるように努力したんよ」

「努力って……どんな感じですか？」

「相手の好みを聞いて、それに徹てつ底てい的に自分を合わせる事にしたんや！」

【ああ、いるわよね。付き合う男によってキャラ変する女……】

「でな、最初にまず惚ほれた男子の好みは『優しくて、その上活発な子』だったんよ。だからそういう風にイメチェンしてみたんや」

　優しくて活発か……一見相反するようだけど、別に両立できない要素ではないよな。

「でもちょっと聞き間ま違ちがえててな。『家捜しして、その上かっぱらう子』になってしもうたんや」

「ただの泥どろ棒ぼうじゃねえか！　どんな耳してんだ！」

「いや、ほんとにかっぱらったわけじゃなく、ふりだったんやけど……それでもふられてしもうてな……次に惚れた男子は『おっとりしてて、包容力のある子』が好きやって」

　まあその条件の女子だったら好きになる男は多そうだ。

「ただ勘かん違ちがいしてな。『こっそりしてて、逃とう走そう力のある子』になってしもうたんや」

「だから泥棒じゃねえか！」

「またしてもふられてな……次の男子は『花とか草が似合うような子』がタイプやって」

　まあこれも分かる。なんかこう、ふわっとしたイメージだよな。

「勘違いして『ハナクソが似合う子』をやってしもうたんよ」

「どんな女だよ！」

　駄目だこの先輩……やっぱり頭おかしいぞ。

「これもふられてしもうたんやけど……まあ過去の話はどうでもええわ。大事なのは今や今！　そこでさっき話した特訓に繫つながるんや」

　今までのは前まえ振ふりだったのか……俺の人生の無む駄だにした時間を返してほしい。

「今度好きになった男子は『とにかくエロい子が好き』って言うてるんや」

　まあエロいのが嫌きらいな男子はいないけど……それを公言するのもどうかと思う。

「ウチも学習してな、さすがに今まではちょっとやらかしたかなー、と思うてるんや。ほら、ウチちょっと人とずれてる所あるやん？」

　いや、ちょっとどころかずれすぎて断だん裂れつしてるレベルですけど。

「そこで、今日はエロの教師として、あいつと待ち合わせしてるんや」

「え、あいつってもしかして──」

「おや、その声は甘草くんじゃないか」

　そこで聞き覚えのある声が背後から飛んできた。

　密ひそか秘ひめる先輩。エロと下ネタの化け身しんのような変態だ。

　この前も水着の代わりにふんどしだったし、今日もどうせ露ろ出しゆつの多い格好を──

「ぎゃあああああっ！」

　覚かく悟ごしていたにもかかわらず、大声を張り上げてしまった。

　ケツだ……ケツが歩いて来た。もっと詳くわしく言うと、超ちようミニスカートで逆立ちしながらノーパンの女がこっちにケツを向けて歩いて来た。

「ふふ、相変わらずいいリアクションだね」

　密先輩は逆立ちをやめ、何事もなかったかのような笑顔を向けた。

「あの……今の……かなりまずいと思うんですけど」

「え？　逆立ちはそんなに悪い事なのかい」

「そこじゃねえよ！　あんた今ケツ丸出しだっただろうが！」

「ああ、そっちの方か」

　……そっちしかねえよ。

「いや、実はね。先日とあるアニメを観みていたら、オープニングテーマの冒ぼう頭とうで、女の子達がひたすら逆立ちをしていたんだ」

　……あれ？　この話、どっかで聞いた事があるような……




「私はそこで疑問を抱きました。『なぜ～だろう？』と」




　あ、思い出した。

　前に、元『お断り５』の解とく川がわ真ま理り咲さがそれを自分で実験して、パンツ丸出しになってたな……変人同士、似たような事を考えついたんだろう。

「私はそこで疑問を抱いたんだ。『廊ろう下かでお尻しりを出したら気持ちいいんじゃないだろうか？』とね」

「疑問じゃなくてただの露ろ出しゆつ狂きようじゃねえか！　アニメのくだり全然関係ねえだろ！」

【ていうかこれ……普通に犯罪よね】

　トモエが冷静にツッコミを入れる……うん、さっきのは完全にアウトだよな。前側に人がいなくてほんとによかった。

「さて、そろそろ本題に入ろうか。爆ノ内くん、きみが懸け想そうしている相手がエロを好むという事だったね。大だい丈じよう夫ぶ、私に任せておけば全く問題ないよ」

「ほ、ほんまか、密！」

「他ならぬ爆ノ内くんの為だ。今日は我が密家に伝わるアイテム……卑ひ猥わいテムの数々を本ほん邦ぽう初公開しようじゃないか」

　卑猥テム……ろくでもない予感しかしない。

　密先輩は背負った大きいバッグから、帽ぼう子しを取り出した。

「まずはこれだ」

「この形は……テンガロンハットですか？」

「いや、よく見てくれたまえ。ここの部分にファスナーが付いているんだ。そしてそこから中身がポロン、とはみ出しているだろう」

　何やら玉が二つと、そこから伸のびる棒状のもの。

「ん？　この形ってもしかして……」

「そう、『チンポロンハット』だよ」

「いきなりヤベえのきたな！」

「おや、お気に召めさないかな？　では次にいこうか。私が結けつ婚こんした時に持参しようと思っている嫁よめ入いり道具だよ」

「これは……どてらとホーロー鍋なべですか？」

「いいや、『童どう貞ていだ！　早そう漏ろうやべえ！』だよ」

「ただ言いたいだけじゃねえか！」

[image: ]

　こんな人が嫁に来たら旦だん那なの両親、精神崩ほう壊かいするだろ……

「甘草くんはなかなかに厳しいね。ではこれはどうかな？」

「これは……トレンチコートですか？」

「ああ。ちなみにこれは着用して三分すると自動的に溶とけてなくなる仕様のトレンチコートでね。そうすると『フルチン行動』になる」

「くだらねえにも程ほどがあるわ！」

「今、話していて気付いたんだが……『フルチン行動』と『フルチンコうどん』は非常に似ているね」

「フルチンコうどんってなんだよ!?」

「我が家のお袋ふくろの味さ」

「一家揃そろって何食ってんだ！」

　そこで、爆ノ内先せん輩ぱいが、苦々しい感じで口を開いた。

「密、アカン……ウチ、これは着られへん……」

　まあ、当たり前だよな。

「ウチ……チンコあらへんもん」

「そこじゃねえだろ！」

　……駄だ目めだ。この二人に付き合ってると、頭が変になりそうだ。もう十分に絡からんだから、そろそろ退散して──





【選べ　①『フルチンコうどん』を食べる

　　　　②『フルチン行動』しながら『うどん』を食べる

　　　　③『フルチン行動』しながら『フルチンコうどん』を食べる】






「ややこしいわ！」
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「ねえねえ、奏っち、ブレインファイターって知ってる？」

「フルチンファイター？」

「へ？　奏っち……なんて？」

「あ、ああ悪い……昨日、似たような名前のうどん食ったからちょっと空耳した」

　ああ、思い出しただけで吐はきそうになる……まあ一応食べ物の範はん疇ちゆうではあったけど。

「で……ブレインファイターだっけか？」

「そうそう。すっごいんだよ、これ」

　謳おう歌かは興奮気味にスマホ内の画像を見せてきた。

「なんだこれ……ゲーム機の筐きよう体たいか？」

　そこに映っていたのは、ゲーセンでよく見るような感じのものだった。昔ながらの対面タイプじゃなくて、コックピットみたいに中に入って操作する大型の筐体だ。

「ふっふっふ。これはうちのゲーム部門で開発中の革新的マシンでね。なんと、脳波から情報を読み取って、その人の個性を反映させたアバターを、画面内で戦わせる事ができるシステムなんだよ」

　マジか……マンガとかアニメとかだとよくそういう設定は見るけど……現代科学で実現可能な所まで来てたのか。

「でね、それのテストプレイとプロモーションも兼かねて、今度うちの高校でこのゲームの対戦イベントやる事になったんだ」

「へえ、それは面おも白しろそうだけど……なんでわざわざうちでやるんだ？」

「むふふ、実はあたしも大分開発に協力しててさ、実際のプレイもスタッフさんの誰だれよりも強いんだよね。そういう人間がやった方が、派手で見み栄ばえのする技わざとか見せられるでしょ？　それに……」

「それに？」

「思い出……たくさん作っときたいし」

「思い出？」

「あ、ううん、なんでもない。あたし、色んな人に宣伝してくるから、じゃーね！」

　言うが早いか、風のように去って行ってしまう謳歌。

　なんかちょっと……様子が変だったな。




　そして迎むかえた、イベント当日。

『やって参りました。稼か働どう前から話題沸ふつ騰とうのブレインファイターのテストイベント！』

　イベントホール内に、司会の放送部員の声が響ひびく。

　ステージには、ブレインファイターの筐体が二基、左右それぞれに設置されている。そして中央には巨きよ大だいなスクリーン。

『さてみなさん、これからこのスクリーンに、全校生徒からランダムに抽ちゆう出しゆつされた七名の名前が表示されていきます。そこに、このブレインファイターの開発にも深く携たずさわっている遊ゆう王おう子じ謳歌選手を加えた八人でトーナメント戦を行っていただきます』

　ランダム、か……嫌いやな予感しかしない。

『それでは画面にご注目を。早さつ速そく一人目の発表に参りましょう。果たして誰が出るのでしょうか！』

　そして、画面に表示された名前は──柔やわ風かぜ小こ凪なぎ

「うおおおおっ！」「いきなりキターッ！」「「「こ・な・ぎ！　こ・な・ぎ！」」」

　黒こく白びやく院いん会長が学園を去った今、柔風は表ランキングの暫ざん定てい一位だ。この反応も当然と言えるだろう。司会者が降こう壇だんして、柔風にマイクを向ける。

『柔風選手、一言どうぞ！』

『わ、私ですか……あ、あの、ゲームとかやった事ないんですけど、がんばりましゅ……うう、嚙かんじゃった』

　そのドジっ子こっぷりにまた沸わく会場。

『はい、しょっぱなから盛り上がりを見せて参りました。さあでは二人目の発表に参りましょう！』

　その声と同期して、画面には解川真理咲の文字が。

『おーっと、またしても有名人の登場だーっ！』

　そう、解川は真理の追究と称しようして、訳のわからない質問を乱発する変人だ。

「私、この前、はいてるパンツの色聞かれたわ……」「あの解川が格ゲーか……なんか全然イメージ湧わかないな」「でも、ちょっと面白そうじゃない？」

　マイクを向けられた解川は、いつもの淡たん々たんとした調子で答える。

『脳に干かん渉しようするゲーム……これも真理の追究の一いつ環かんになりそうですね』

『はい、それではサクサク参りましょう。三人目は──』

　四葉紙伊緒乃

「誰？」「ほら、去年転校してきた子だよ」「あの子？　つーか激マブじゃん」「次の表ランキング候補って言われてるからな」

『せ、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばります……』

　四葉紙は、恐きよう縮しゆくしながら細々と答えた。

　続く四人目。画面の表示は──爽さわ星ぼし素す直なお

　司会は慌あわただしく、爽星の席まで小走りで向かう。

『爽星選手、意気込みなどどうぞ！』

『あ、いや、でもアタシは……』

　爽星は尻しり込ごみしてしまっていた。まあ無理もない。爽星は去年のイベントで、全校生徒の前でその本ほん性しようがばれてしまったんだから。

『あの……アタシなんかが出たらみんな醒さめちゃうだろうから、辞退して──』

「おい爽星、遠えん慮りよしないで上がれって！」「そうだよ爽星さん、もう気にする事ないよ！」「え、何？　なんであいつらあんな性悪の肩かたもってんの？」「バッカ。お前知らねえのかよ。あいつ、自分が迷めい惑わくかけた人間全員に謝って回ってんだぞ」「マジか……」「うん、私も、もういいって言ってるのに、何回も頭下げられたよ」「爽星、応おう援えんしてるぞー」

『爽星選手、みんなこう言ってくれてますよ』

『う、うう……あ、ありがとう……』

　爽星はちょっと泣きそうになりながら、ステージへと向かっていった。

【ぐ、ぐす……な、なによ……この学校、みんないい奴ばっかりじゃない……】

　そして、普ふ通つうに泣いてる奴やつが一人。

「お前……本人より感極きわまっちゃってるじゃんか」

【う、うるさいわね！　目にゴミが入ったのよ！】

　お前今、目無いだろ……まあなんにせよ、よかったな、爽星。

『さあ残すところあと三人。次に選ばれるのは……おっとこれは強きよう烈れつな人物がきたーっ！』

　箱はこ庭にわゆらぎ

　全人類の妹を自じ称しようする通り、それがどんな人間であってもその妹であろうとする、突つき抜ぬけた変態だ。

『お兄ちゃん達の為ために、頑張るよーっ！』

「優勝だ、ゆらぎーっ！」「お兄ちゃんがついてるぞゆらぎーっ！」「ゆ、ゆ、ゆ、ゆらぎーっ！」「頑張れユリゲラーッ！」

　なんか違ちがう人のファン交じってんぞ!?

『どんどん参りましょう。果たして六人目は……おっと、ここで初の男子が出ました！』

　山やま田だアッー！太た郞ろう

　で、出たなステルスホモ……

「な、何あの超ちよう絶ぜつイケメン」「うわ、あたし、一ひと目め惚ぼれなんですけど……」「いや、でもホモらしいぞ」

　会場のそこかしこからひそひそ話が聞こえる。

『ふっ……お初にお目にかかる人間が多いだろうが、よろしく頼たのむ』

　てか普通に人前に出てるし……それもうステルスホモじゃなくて、普通のホモだろ。

『さていよいよ最後のメンバーの発表です。ここまで、ランダムとは思えないような濃こい面子メンツが選ばれていますが、ラスト一人は果たして──』

　嫌な予感がする……こういう時は決まって──




【選べ　①選ばれる　②何かエロい事がバレる】




　な、なんちゅうエグい選せん択たく肢しだ……

【まあ……あんたのエロい事バレたらみんなドン引きするでしょうね】

「な、何言ってんだ。俺には疾やましい事は何もないぞ」

【そう？　だったら②を選んで──】

『きたーっ！　最後の一人は「お断り男」の甘草奏だーっ！』

　出るよ……出ればいいんだろ。

「おい、あいつ『お断り男』のくせにめっちゃかわいい彼女がいるらしいぞ」「表ランキングのショコラちゃんだろ？」「爆ばく発はつしろーっ！」

　……俺は半ばブーイングに近い声を浴びながら、ステージに登った。

『はい、それでは早速、試合を始めたいと思います！　ではまず、一回戦第一試合！』

　画面に表示された対戦カードは、遊王子謳歌VS柔風小凪

『おーっとこれはいきなり優勝候補、遊王子選手の登場です！　そして親友同士の対戦となりました！』

　司会が声を張り上げる中、スタッフに促うながされて筐体へ向かう二人。

『さてみなさん、このブレインファイターの筐体の中には、コックピット型の台座とヘッドギアがありまして、そのギアから読み取った脳波の情報をもとに、画面上にアバターが表示されます。さらに、このアバターは本人の意識とダイレクトに繫つながっており、頭で考えたそのままの動きをゲーム上で再現するのです！』

　配付された手元のパンフレットによると、五感まで完全に再現しているらしい。ＵユーＯオーＧジーの科学力……恐るべし。

『そしてそして、このゲームには目玉がもう一つあります。脳波から読み取ったその人物の個性が、特とく殊しゆ能力として使えるようになるというものです！』

　特殊能力ってなんだ？……実際に見てみないと、よく分からないな。

『おっと、そろそろ読み込みが終わったようです。それでは画面上をご覧くださいっ！』

　画面上には謳歌と柔風そのものにしか見えないゲームキャラが表示されていた。ただ、服装はさっきまでの制服とは異なっており、柔風はメイド服、謳歌はチャイナドレスのバトル仕様みたいな感じだった。

　背景は、岩山をバックにした荒こう野や。こちらも実写と見み紛まがうようなクオリティーだった。

『さあ、それではいよいよ試合開始ですっ！』

　READY　FIGHT!

　司会の宣言と共に、画面上に文字が躍おどる。

「お、謳歌ちゃん、お手て柔やわらかにね……」

「やだ！　やるからには徹てつ底てい的に叩たたきのめすよっ！」

「ええっ！　そ、そんなあ……」

「ほれほれ小凪たん、早く攻こう撃げきしてこないと、こっちからガンガン行っちゃいますぜえ」

　この前はちょっと様子が変だったんだけど……今日はいつも通りの謳歌だな。

「うう、そんな事言ってもどうすれば……えっ？」

　その時、柔風の手の中に湯飲み茶ぢや碗わんが出現した。

「なんだろこれ？……このお茶を謳歌ちゃんにあげて、落ち着いてもらえばいいのかな」

　メイド柔風は、謳歌の所まで駆け寄っていった。が、

「謳歌ちゃん、とりあえずこれでも飲んで一息──あわわっ！」

　その眼前で、思いっきりこけた。

「あちちっ！」

　こぼれたお茶は謳歌に直ちよく撃げき。

　その瞬しゆん間かん、画面上部に表示された謳歌のＨＰゲージが、僅わずかに減少した。

「ごごご、ごめんね謳歌ちゃんっ！」

「ぬうう……おもてなしにみせかけた奇き襲しゆうとは、小凪たんもなかなかやりますな」

「ち、違うよ、そんなつもりじゃ……へ？」

　そのタイミングで、柔風の手に、風船が出現した。

「なんだろこれ……あ、中に胡こ椒しようが入ってますって書いてある。わ、割らないように注意し──あわわっ！」

　ぱあん！

　思い切り爪つめを突き刺さされた風船は当然の如ごとく破は裂れつ。中身の胡椒を被かぶった柔風は──

「へくちっ」

　そのくしゃみ自体はとても可愛かわいらしいものだったが──何故なぜか、巨きよ大だいな竜たつ巻まきが発生。そしてその竜巻は細く収束し、謳歌に一直線に向かっていった。
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「うわあああああっ！」

　その直撃を受けて吹ふき飛ばされた謳歌は、岩山に激げき突とつしてしまった。

　ＨＰゲージも、残り半分程度まで目減りする。そこで、画面に何やら文字が表示された。

《柔風小凪　特殊能力　　悪意バトル無きドツジ粗忽ガール》

『おっと、これが柔風選手の特殊能力名のようです！　名前と現象から類推するに、本人の意思とは無関係のドジ攻撃という所でしょうか！』

「た、大変、謳歌ちゃんがっ……」

　吹き飛んだ謳歌のもとに駆け寄る柔風の手に、三度何かが出現する。

「こ、今度はなに？……あ、包帯だ！　よかった、これで謳歌ちゃんの手当てを……」

　包帯……なんか、オチが予想できるんだが……

「ぐええっ！」

　案の定柔風は縛しばり方を盛大にミスり、謳歌の首を絞しめつけていた。

「な、なんでこうなっちゃうのーっ！」

　涙なみだ目めになる柔風の手から包帯が離はなれ、まるでそれ自体が意思を有しているかのように、謳歌を更さらに絞めあげる。

「う、うわあああああっ！」

　じりじりと減っていくＨＰゲージ。

「お、謳歌ちゃーんっ！」

「ぐ……ぐる……じ……い」

　ゲージが限りなくゼロに近くなった所で謳歌は白目を剝むいてどさり、と崩くずれ落ちた。

「…………」

　そして、そのままぴくりとも動かない。

「謳歌ちゃん、しっかりして！　謳歌ちゃん！」

　必死になって呼びかける柔風。

「…………」

『おーっと、これは意外な展開だ！　優勝候補筆頭かと思われた遊王子選手、なにもしないまま敗北を喫きつするのかーっ！』

「お、謳歌ちゃん起きてよう。私……こんな風に勝っても全然嬉うれしくないよ」

「……ほう」

「え？」

　それまで微び動どうだにしなかった謳歌が、急に声をあげた。

「とうっ」

　そして、そのまま勢いよく立ち上がった。

「へ、平気なの？　謳歌ちゃん」

「むふふ。小凪たんらしくてなかなかに面おも白しろい能力だけど……今度はこっちの番だね」

　邪じや悪あくな笑えみを浮うかべる謳歌。

「小凪たんは、天高く……ふっとーっぶ！」

　そして謳歌は、柔風に対して軽く……ほんとに軽くアッパーカットを放った。だが、

「き、きゃあああああああああああっ！」

『う、うおおお！　柔風選手の満タンだったＨＰが一気にゼロだーっ！　そして上空に吹っ飛ばされた柔風選手は画面外に消えたーっ！』

「なはは、最初からワンパンで倒たおしちゃうと、見てるみんながシステムとか理解できないだろうから、ちょっと攻撃くらってみました！」

　舐なめプだったのかよ……

「あ、小凪たん落ちてきた。よいしょ、っと」

　謳歌が、落下してきた柔風を受け止めた瞬間──

　Ｋ・Ｏ！

　その二文字が、でかでかと画面に表示される。

「きゅう……」

　謳歌は、完全に気絶している柔風をお姫ひめ様だっこ。

「ごめんね、小凪たん。でも痛くならないようにしたから大だい丈じよう夫ぶでしょ」

『つ、強い！　特殊能力の詳しよう細さいは明かされませんでしたが、遊王子謳歌……圧あつ倒とう的強さで一回戦を突とつ破ぱです！』

　その後、謳歌と柔風は無事にゲームの筐きよう体たいから出てきた。現実の柔風は気を失ってはいなかったが、少しふらついていた。実体ではなくても、五感が繫がっている影えい響きようだろうか。

『それでは続いて第二試合に参りましょう。注目の対戦カードは──』

　爽星素直VS解川真理咲

『おーっとこれは、新旧「お断り５」の対決となりました！　お二人は準備をお願いします！』

　そしてヘッドギア読み込みの結果、画面上に現れた解川は、

「……探たん偵ていの姿ですか。真理の追究にはうってつけですね」

　インバネスコートに鹿しか撃うち帽ぼうという、ホームズスタイルだった。対して爽星は──

「な、なんだよこの格好はっ……」

　なんか、アイドルの衣い装しようをそのまま水着にしたみたいな、露ろ出しゆつが多い衣装だった。本人がアイドルの卵だから、こういう結果になったんだろう。

「タ、タンマ！　この格好はいくらなんでも──」

『爽星選手、一度読み込まれた情報は変へん更こうできません』

「ぐっ……こ、これもアイドル修しゆ業ぎようだと思うしかないか……」

　READY　FIGHT!

　爽星が観念した所で、試合開始が宣言される。その直後、解川が淡たん々たんと口を開いた。

「報告します。私は自分の能力を理解しました。言こと霊だまで相手に攻撃する力……では早さつ速そく使ってみましょう」

　そして、爽星に向かって問いかけた。

「質問します。どうしてそのような破は廉れん恥ちな格好をしているのですか？」

「う……そ、そんな事言われても……」

　その質問に、爽星がたじろいだ瞬間──

「ぐっ……」

　そのＨＰゲージが減少した。

「質問します。その少女趣しゆ味み全開のデザインは、貴女あなたの潜せん在ざい的願望なのでしょうか？」

「ぐ、ううっ……」

『おっと、またしても爽星選手のＨＰが減少！　どうやら解川選手の能力は精神攻撃のようですっ！』

《解川真理咲　特とく殊しゆ能力　　質もうやめて問！　とつくに責相手のライフめはゼロよ！》

「なるほど……我ながら中々に興味深い能力ですね。もう少し実験してみるとしましょう」

「質問します。貴女の今日の朝ご飯は何でしたか？」

「え、えっと……時間無かったから、シリアルバーだったけど」

「なるほど……精神的動どう揺ようが無い質問だと、ダメージも発生しないようですね」

　納なつ得とくした様子の解川は、さらに質問を続けた。

「質問します。終末なにしてますか？　忙いそがしいですか？　救ってもらっていいですか？」

　ラノベのタイトル言ってるだけじゃねえか！

「えっと……アタシ週末はおばあちゃんの畑仕事手伝うから、忙しいけど……」

　普ふ通つうに答えちゃったよ！

　当然、ＨＰは減らない。

「質問します。あなたは、そこにいますか？」

　フェストゥ○かよ！

「えっと……いるけど……」

　また普通に答えちゃったよ！

　当然、ＨＰは減らない。当たり前だが、同化もされなかった。

「質問します。ねえねえ、赤ちゃんはどうやって産まれるの？」

「えっと……それは男と女が──ぐはああああああっ！」

　普通に答えようとしてダメージ受けちゃったよ！

　爽星のＨＰは半分近くまで減少していた。
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『おっと爽星選手、このままでは能力も披ひ露ろうしないままやられてしまうぞーっ！』

「く、くそ……まだどんな力か把は握あくしてないけど……とにかく出ろっ！」

　爽星のその叫さけびと共に、ステージ上が激しく発光した。

　そして、その光の中から現れたのは──

「アタシの形した……ロボット？」

《爽星素直　特殊能力　　素直ロボ召しよう喚かん》

「お、おお、よく分かんないけどなんか強そうだ。よし、行けーっ！」

　爽星は、ロボを勢いよく解川にけしかけた。

「……………」

「あ、あれ？」

　しかし、

「お、おい、早く攻こう撃げきしろっ！」

「…………」

「分ぶん析せきします。どうやら上手うまく使いこなせていないようですね」

　そして再び解川のターンとなってしまった。

「質問します。ねえ……今、どんなパンツはいてんの？」

　エロオヤジかよ！

「そ、そんなの答えるわけないだろっ！」

　さっきの赤ちゃんの件で耐たい性せいができたからか、今回はそれほど爽星のＨＰゲージは減らなかった。しかし──

「ワタシ　ピンクノ　ウサギサンノ　パンツヲ　ハイテマス」

「ぶっ!?」

　そこで素直ロボが初めて動きをみせた。

「ア、アンタ一体何言ってんだ！」

「ハイ　ワタシハ素直ロボ　キカレタシツモンニ　タダショウジキニコタエマス」

「ちょっ……な、なんだそりゃ……ほ、他ほかに機能は無いのか？」

「アリマセン」

「質問します。会場中の男子が『あいつ、この歳としでうさぎさんパンツなんてはいてるのか。プークスクス！』という目で貴女を見ていますが、それについてどう思いますか？」

「うわああああああああっ！」

　爽星のゲージが、一気にゼロ近くまで減少した。

「質問します。何を思ってそのような幼よう稚ちなパンツを好んではいているのですか？」

　更さらに容よう赦しやの無い攻撃が爽星を襲おそう。おそらく解川に、爽星を辱はずかしめようという悪意は一いつ切さい無い。ただ、純じゆん粋すいに興味を持った事こと柄がらを質問しているだけだ。

「ちょっ……まっ……」

　慌あわててロボの口を塞ふさぐ爽星だが、その程度では音を殺しきる事はできなかった。

「ワタシハカワイイモノガダイスキダカラデス　ホカニモイロンナドウブツサンノパンツヲモッテイマス　イマハイテイルノハイチバンオキニイリノ『うさん子ピョン太』デス」

「ぎゃああああああああああああああああああああっ！」

　Ｋ・Ｏ！

『こ、これは酷ひどいオーバーキルだーっ！　第二試合の勝者は解川真理咲となりましたーっ』

「う、うわああああっ！」

　筐体から出るなり、顔を真っ赤にして逃とう走そうしていく爽星。

　気の毒だがしかし……俺には他人を心配している余よ裕ゆうはなかった。

　なぜなら、残りのメンバーは四人。次の試合の組み合わせ次し第だいでは──

『おっと、第三試合は四葉紙伊緒乃VS箱庭ゆらぎだーっ！』

　ぐっ……恐おそれていた事が起きてしまった……

『自動的に第四試合は、甘草奏VS山田アッー！太郞になります！』

　ヤバい……これはヤバいぞ。

　山田と格かく闘とう戦なんて事になったら……確実に掘ほられてしまう。衆しゆう人じん環かん視しの中だから、とかは関係無い。あいつはどんな状じよう況きようだろうと……掘やる。

　俺が恐きよう怖ふに怯おびえる中、画面上では第三試合が始まろうとしていた。

「よろしくね、伊緒乃お姉ちゃん！」

「え？　お、お姉ちゃん？……まあ、私の方が先せん輩ぱいではありますけど……」

　ゆらぎのキャラが把握できておらず、困こん惑わくする四葉紙。

「じゃあ早速いくよ！　私の能力……『無アンリ限ミテツのド・ブラ兄ザーワ製ークス』！」

　その叫びと共に、画面上に所ところ狭せましと無数のキャラが出現した。爽さわやかイケメン、オタク、サラリーマン、スポーツ選手、おじいちゃんetc.……ありとあらゆるジャンルの男達が、画面に溢あふれかえる。

「あは。これ全部、私のお兄ちゃん達だよっ」

　……この能力名、どっかで見た事あるような気が……たしかあれはアクア・ギャラクシー……いや、そうであるような、微び妙みように違ちがうような……

「お兄ちゃん達ぃ……あのお姉ちゃん、やっつけちゃってほしいな」

「「「「「任せろゆらぎいいいいいいっ！」」」」」

　俺が考え事をしている間に、雄お叫たけびをあげながら四葉紙に突とつ進しんしていくお兄ちゃんズ。

「き、きゃあああああああああっ！」

　そして、彼らが消えた後には、満まん身しん創そう痍いの四葉紙が残された。

「う、ううう……」

「あれ、私のお兄ちゃん達の攻撃を耐たえきるなんて、なかなかやるね、伊緒乃お姉ちゃん」

「あ、ありがとうございます……私は勝敗にはあまりこだわりがないですけど、手を抜ぬくのも失礼ですから……全力でお相手しますっ！」

『ここからは四葉紙選手のターンだ！　起死回生の逆転なるか！』

《四葉紙伊緒乃　特とく殊しゆ能力　　神なるアイ・者のアム・憑依ゴツド》

『これは強そうな能力名だ！　おっと、四葉紙選手が白目を剝むいているぞ！　一体何が彼女に憑ひよう依いするんでしょうか！』

　そこで、トモエが困惑の声をあげる。

【ちょ、ちょっとこれって……】

「あ、ああ……」

　四葉紙の体は、この前まで神の器うつわだった。そこに憑依してくるとしたら──

「晴せい光こうのかわい子ちゃん達こんにちは。キャバノカミノチャラウでーっす」

　お前かよ！

「あ、ゆらぎちゃんだ。おお、生で見るとより可愛かわいいね」

『な、なんかチャラ男みたいな感じのが出てきましたが……これのどこが神だというんでしょうか？』

　神です……俺らの世界のガチの神です、それ。

「そうだゆらぎちゃん。戸こ籍せきいじって僕が実のお兄ちゃんになってあげようか？　その方が萌もえるし」

　……変態じゃねえか。

「じ、実のお兄ちゃんと○○○……じゅるり」

　……ガチ変態じゃねえか。

『よ、よく分かりませんが、両者の間で兄妹きようだいの約束が──え？』

　Ｋ・Ｏ！

『け、決着？　い、一体、何が起こったのでしょう』

　司会の疑問に答えるように、画面に文字が表示される。

《キャバノカミノチャラウは箱庭ゆらぎの兄となり、無アンリ限ミテツのド・ブラ兄ザーワ製ークスに組み込まれました。よって、対戦相手不在により、箱庭ゆらぎの勝利となります》

　組み込まれたって……あ、たしかにその姿がゆらぎの前から消えている。

『で、では、四葉紙選手は一体どうなったのでしょう……』

　司会が慌てて筐きよう体たいを開くと、四葉紙が申し訳なさそうな表情で座っていた。

『ど、どうも……神様がお騒さわがせしてすみませんでした』

　どうやら、チャラ神だけがゆらぎの能力に吸収されたらしい。

『よ、よく分かりませんが、これで第三試合は決着のようです！』

「ふふ……これで私のコレクションにお兄ちゃんがまた一人」

　……神をも取り込むゆらぎの変態性をもって、第三試合は終わりを告げた。

「……でもこれって、次に対戦する時どうな──」

「ほう、もう次の心配か？　余裕だな、甘草」

「うっ……」

　山田がニヒルに笑いながら俺の肩を叩たたき、筐体へと向かう。

　そ、そうだ……ゆらぎの事なんか気にしてる場合じゃない。

『それではいよいよ一回戦最後の試合となりました！』

　はっきり言って勝敗はどうでもいいんだけど……選せん択たく肢しで参加が決まっている以上、棄き権けんは許されないだろう。

【ごめん……あたし体ないから、お尻しりに傷薬塗ぬってあげらんないわ】

「掘られるの決定みたいに言わないでくれますかね！」

　そして、俺と山田は画面上で対たい峙じした。

『山田選手の格好は青のツナギだ！　とってもくそみそな香かおりがするぞーっ！』

　……阿あ部べさんスタイルですね、分かります。

『対する甘草選手は……なんとふんどしだーっ！』

　なんでだよ！

「ほう……甘草、準備万ばん端たんのようだな」

「いやちが──」

　READY　FIGHT!

　始まっちゃったよ！

「こうなったら先手必勝だ。掘やられる前にやるしかない……」

　とにかく特殊能力を発動させてみよう。

《甘草奏　特殊能力　　俺の脳内選択肢》

　…………え？

　俺が目を疑ったその瞬しゆん間かん──




【選べ　①ふんどしが弾はじけ飛ぶ　②ふんどしがベルトコンベアーのように回転する】




　選べる訳ねえだろ！

『おっと、この画面に表示されている選択肢は一体なんなのかーっ！』

　……………え？

　画面に……表示されている？

　ほ、ほんとだ……いつもは俺の脳内だけで展開されている選択肢が……たしかに文字となって宙に表示されていた。これ……外の全員に見えてるんだよな。

【どうやら……ゲームシステムとリンクしちゃってるみたいね】

　そうか、脳波を読み取ったからこういう事に……どうなるんだ、一体。

『甘草選手の苦い表情から察するに、このどちらかを選ばなければいけない能力のようです……これは爽星選手以下のゴミみたいな能力だーっ！』

　ほんとにそう思います……マジで。

「ぐっ……」

　催さい促そくの頭痛が襲ってくる。単に可視化されただけで、それ以外は全くいつもと変わらない仕様みたいだ。俺が泣く泣く②を選び取った瞬間──

「ぎゃああああああっ!!　擦こすれるううううううううううううっ!!」

『こ、これは痛い……物理的にも、のたうち回る甘草選手の絵え面づら的にも相当痛いぞーっ！』

　そして、回転が収まった約一分後。

「あ、あへ……」

　あまりの痛みに、俺はその場にへたり込んでしまった。

『おっとここで、痺しびれを切らした様子の山田選手がついに始動だーっ！』

　な、なにっ……

「さて、甘草。それではショータイムだ」

　ま、まずい！　この動けない状態で来られたら……

　山田がひたひたと歩み寄ってくる中、画面にその能力が表示された。

《山田アッー！太郞　特殊能力　　穴狩りホールの時間ハンター》

「ほう。人体の穴という穴に触しよく手しゆを滑すべり込ませる能力、か」

　瞬間、山田の両手が無数の枝分かれした触手に変化した。

「な、なんじゃそ──ひっ！」

　ものすごい勢いで伸のびてきたその触手は、俺の体をいとも容易たやすく持ち上げる。

「い、嫌いやだっ！」

　しかし、そのとんでもない力から逃のがれる術すべはなかった。無数の内の一本が、体を伝って尻に迫せまってくる。

　そ、そうだ。ここまでやったんだから、もうギブアップしても認められるかもしれない。

「ギ、ギブアッ──もがっ！」

　他ほかの触手が俺の口に侵しん入にゆうし、降参も不可能。絶望と触手が、俺の体を支配していく。

　その先せん端たんが、尻の間近まで迫る。だ、駄だ目めだ、掘やられ──

「くだらん」

「…………え？」

　触手が一瞬で消え去り、俺は解放される。

「五感を共有というからどんなものかと思って期待していたが……所しよ詮せんは紛まがい物、俺の求めていた生の肉の感覚には程ほど遠とおい。おい、実じつ況きよう」

『あ、はい、なんでしょうか』

「この勝負、棄権する。俺の負けだ」

　Ｈホラレナ・クテ・ヨＹカツタネ！

『あーっと、これは意外な結末だーっ！　山田選手のまさかの棄権により、二回戦に駒こまを進めたのは甘草選手！』

　筐体から出て、生身に戻もどった山田は、ものすごく真しん剣けんな目で俺を見た。

「甘草、お前との決着……いや、接着はこんな形で実現されるべきものではないはずだ。首を……いや、尻を洗って待っていろ」

「怖こわすぎるんですけど！」

　俺のツッコミの直後、山田の体は煙けむりのように消え去ってしまった。

【ごめん……あたし体ないから、お尻洗ってあげらんないわ】

　お前さっきからふざけてんのかよ！

『さてさて一回戦が終しゆう了りようして四強が出で揃そろいました！　このままのテンションで準決勝第一試合に参りましょう！　対戦カードは……遊王子謳歌VS解川真理咲っ！』

　まあ落ち込んでてもしょうがないから、とりあえず試合でも観みて気分転てん換かんするか……

「あはは、負けないよ、真理咲っち」

「そのまま返します。真理の追究の為ため、私も負ける訳にはいきません」

　ステージ上で対峙する謳歌と解川。

　READY　FIGHT!

　試合開始と同時に、解川が『質もうやめて問！　とつくに責相手のライフめはゼロよ！』を発動させる。

「質問します。ねえ……今、どんなパンツはいてんの？」

　またそれかよ！

　その質問自体では、爽星にも大したダメージが無かったはずだけど……あ、でも謳歌はパンツが鬼き門もんだから効果があるかもしれない。

「ちっちっち。甘いよ真理咲っち。あたしはもうアダルティーな女だから、そのくらいの事じゃ動どう揺ようしないんだな。ちなみに今日は赤の紐ひもパンだよっ」

　その言葉に噓うそは無いようだった。全校生徒の前で色まで答えたにもかかわらず、謳歌のＨＰゲージは微び動どうだにしていない。

「補足します。貴女あなたにこの質問でダメージを与あたえられないのは分かっていました。ただ純じゆん粋すいに、知りたかっただけです」

「へえー。なんでなんで？」

「解答します。兄に、女子高生のはいているパンツをリサーチしてきてくれ、と命じられたからです」

　クズすぎるだろ！

　あれ、でもたしか、ニートだった兄のけんじさんは、山田に掘られて真人間に戻った（なんでだよ）はずだったんじゃ……あ、でもあれは、空さんによる記き憶おく操作時の出来事だったからな……もしかしてけんじさん、まだニートのままなのか？

「補足します。長らくニートだった兄は今現在、真ま面じ目めに仕事に就ついていますが、エロゲーとパンツ好きだけは直りませんでした。ふふ……まったくしょうがないお兄ちゃんです」

　そんないい笑え顔がおで言う事じゃねえだろ！

「さらに補足します。今日の私のパンツは、けんじ柄がらです」

　ブラコンってレベルじゃねーぞ！

「遊びはこの辺にします。きちんと攻こう撃げきになるような質問をします」

「お、真理咲っちもいよいよ本気だね」

　それを受けて、不敵な笑みを浮うかべる謳歌。

「ええ。それでは質問します。貴女は──」

　言葉の途と中ちゆうで、解川の動きが止まる。

「……再度質問します。貴女は──」

　しかしまたしても、そこで言葉を詰つまらせてしまう。

「あはは、それ以上はどう頑がん張ばっても続けられないよ。あたしが真理咲っちの特とく殊しゆ能力を使えなくしちゃったからね！」

　その言葉に、解川の表情が僅わずかに揺ゆらいだ。

「……まさか、貴女の能力は相手の能力を封ふうじる類たぐいの……いえ、それでは一回戦の柔風さんに対する、常識外れの威い力りよくを有したアッパーカットの説明がつきません」

「あはは。さすがは真理咲っち、鋭いね！　あたしの能力はそんなジミジミ～な感じのじゃないよん」

「では、一体貴女は──っ!?……ぐ……はっ……」

　Ｋ・Ｏ！

『こ、これは一体どうした事でしょう！　セリフの途中で、いきなり解川選手が倒たおれこんでしまったぞ！』

　あまりに突とつ然ぜんの事に、会場中がぽかん、となる。

　なんだ？　謳歌が攻撃した様子は全くなかったのに……

『な、なんらかのバグの可能性もありますね。ここは一いつ旦たん中断して、マシンの点検を……』

「あはは、その必要はないよーっ！」

　そこで、筐きよう体たいから出てきた生身の謳歌と解川がステージ上に現れた。

「質問します。結局、貴女の能力は何だったのですか？」

「ふっふっふ。それはね……」

　謳歌はもったいぶった感じで画面を指差す。そこに表示されたのは──

《遊王子謳歌　特殊能力　　遊王子ザ・謳歌のワー世界ルド》

「なんとなんと！　このゲーム内の全すべてを、あたしの思い通りに改変できる能力だよっ！」

『な、なんだそのチートすぎる能力はーっ！』

　みんなを代表して、司会のツッコミが入る。

「別にずるっこした訳じゃないよ。あたしの脳波読んだら勝手にそうなっちゃうんだって」

　さすがは遊びの申し子……デジタルゲームにおいても最強の能力を有していた。

『な、なんという事でしょう。ゲームシステムを根幹から揺るがすような能力の登場に、会場も騒そう然ぜんとなっています』

「あはは、だからあたしは正規版が稼か働どうしはじめたらプレイ禁止なんだって。という訳で、これが生で対戦できる最後の機会なんだ。ゆらぎっち、奏っち。どっちが勝つか分からないけど、決勝で待ってるよ。わははははははははははははははははっ！」

　謳歌は、なんか魔ま王おうっぽい高笑いをしながら降こう壇だんしていった。

『そ、それでは気をとり直してもう一人の決勝進出者を決める戦いを始めたいと思います！　箱庭選手、甘草選手、ステージ上へどうぞ！』

【まあ、さっきのよりは大分マシな相手じゃない？】

　そうかもしれないけど、関かかわりたくない相手である事に変わりはない。まあ、このイベントもショコラを起こす事に一役買ってるだろうから、わざと負けたりはしないけど……

　そんな事を思いながらゲームにイン。ゆらぎは嬉うれしそうに目を輝かがやかせていた。

「あはっ、こうして生お兄ちゃんと生で話すのも久しぶりだね！」

「いや、だからその生お兄ちゃんってのは一体なんなんだよ……」

　そもそもこれ、アバターだから生じゃないしな。

「ともかく、さっさと奏お兄ちゃんを負かして、無アンリ限ミテツのド・ブラ兄ザーワ製ークスの一員になってもらうからね」

　なにそのシステム……私、聞いてない！

　思わず探たん偵てい事務所の所長化する俺をよそに、ゆらぎはやる気満々だった。

「さっきは数で勝負したけど、今度は質を高めようかな。濃こゆ～いお兄ちゃんを一体ずつ呼び出すよ！」

　そして、パチンと指を鳴らす。

「お兄ちゃんその①　兄ソンの帝てい王おう　水みず木き三さぶ郎ろう！」

「アニキのパチもんじゃねえか！」

　出てきたそいつは、オールバックの髪かみを、櫛くしでなでつけながらシャウトした。

「セェエエエエエエット！」

「うるせえ黙だまれ！」

「お兄ちゃんその②　三丁目のオカマバーマスター　ボブ！」

「お兄じゃなくてオネエじゃねえか！」

　出てきたそいつは、俺を見ながら、バチバチ、とウインクした。

「あら、随ずい分ぶんかわいい男の子ね。よろしくオネエがいするわ」

「うるせえ黙れ！」

「お兄ちゃんその③　解川けんじ！」

「人の兄貴呼び出してんじゃねえよ！」

　出てきたそいつは、会場を見み渡わたして、語りかけた。

「女の子達、今、どんなパンツはいてるのかな？」

「うるせえ黙れ！」

「お兄ちゃんその④　キャバノカミノチャラウ！」

「お前マジで組み込まれてんのかよ！」

　出てきたそいつは、会場を見渡して、語りかけた。

「会場のかわい子ちゃん達、ちょっとパンツ脱ぬいでもらえるかな？」

「うるせえ黙れ！」

　ってか③と④でキャラダダ被かぶりじゃねえか！
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「ふふ、どう、お兄ちゃん。私のお兄ちゃん達がお兄ちゃんを責めて、お兄ちゃん塗まみれにしてからお兄ちゃんを取り込んであげる」

「ややこしいわ！」

『本人の宣言通り、大分ディープな兄達が出現したぞ！　さあ、甘草選手はこの四人にどう対たい抗こうするのか！』

　そんな事言われても、俺には攻撃手段が──





【選べ　①ふんどしを外して精神攻撃！

　　　　②ふんどしを投げつけて物理攻撃！

　　　　③ふんどしが透とう明めい化してスケスケ攻撃！】






「結局全部フルチンじゃねえか！」

『おーっと、こ、これは絶望的な選せん択たく肢しだーっ！』

「こ、こんなのどうすりゃ──ぐっ……ああああああっ！」

　あ、頭が……割れるっ！　もう……選ぶしかないっ！

「し、司会の人！　なんとかしてくれええええっ！」

『し、しかし、ゲームシステム上すぐにはシャットダウンできな──はっ！』

　そこで彼は何かに気づいたように、俺側の筐体まで走っていった。

『安心してください、甘草選手。画面と筐体を繫つなぐ映像ケーブルだけ引っこ抜ぬきました！　これで何をしようが見えませんよ！』

　た、助かったあああああ！　司会さん、グッジョブ！

『さて、会場のみなさんは、ここからしばらくの間、音声のみでお楽しみください』

「いやどうせなら音声も切ってくれよ！　サービス精神旺おう盛せいか！」

　まあ……最悪の事態は回かい避ひできたからよしとするか。

　そして俺は③を選び……ふんどしが透明化した。

「あは、お兄ちゃんのお兄ちゃん（隠いん語ご）……ちっちゃくてかわいい」

「ゆらぎてめえ余計な事言うなああああああああああっ！」

「あれ？　なんか先っちょの方がすぼまって──」

「やめろおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

『おっと。これは兄妹きようだい間の微笑ほほえましいやりとりです』

「どこがだ！」

　く……このままだと、俺のアレの情報がどんどん漏もれていってしまう……この手は使うまいと思ってたけど……仕方ない。

「なあ、ゆらぎ」

「ん？　どうしたの、お兄ちゃん」

「いや……ゆらぎお姉ちゃん」

「なっ……」

「ふふ、こう呼ばれるとダメージを受けるのは知ってるぞ、ゆらぎお姉ちゃん」

「や、やめっ……」

　妹である事に絶対の存在価値を見いだすゆらぎは、姉扱あつかいされると、平静を保っていられなくなる……どんだけ変態なんだよ。

「ぐ、ぐ……う。お、お姉ちゃんなんて……ヘドが……出そう……」

　まあでも、あんまり苦しめてもかわいそうだから、ギブアップを提案しよう。

「ゆらぎ、もうお前に勝ち目はない。降参するんだ」

「い、嫌いやだよ……ここで負けたら……首輪つけて、犬お兄ちゃんにする計画が──」

「ゆらぎお・ね・え・ちゃ・ん」

「ぐ……ぎゃあああああああああああああああああああああああああっ！」

　Ｋ・Ｏ！

　……情けをかけようとした俺が馬ば鹿かだった。

　そして──

「ぶくぶくぶく……」

　筐体の中の、実際のゆらぎも、泡あわを吹ふいて失神していた……どんだけ嫌だったんだよ。

『さあ、準決勝はどちらも衝しよう撃げき的な展開でしたが、とにかく決勝に進む二名が決定しました。両者共に肉体的なダメージはありませんので、このまま決勝を開始いたします！』

【結局、決勝まで来ちゃったわね】

　そうだな……ここまで来たからには優勝を狙ねらうべきだろう。さっき聞いたんだけど、優勝者は副賞として、アミューズメントパークのペアチケットが貰もらえるらしい。

　ショコラが起きたらそこでデート……よし、気合い入れるか！

『しかしながら、勝負は火を見るより明らか。甘草選手に為なす術すべはあるのか！』

　そうだった……謳歌の能力は、ゲーム内の全すべてを意のままに操あやつれるチート中のチートだ。

　あれに対抗できる策など浮うかぶはずもなく……決勝戦が開始されてしまった。

　READY　FIGH──

「「え？……」」

　が、次の瞬しゆん間かん──

「…………」

　俺達の間に、何者かが立っていた。

「…………」

　だ、誰だれだ？……一体いつの間に。

「…………」

　そいつは突とつ如じよとして──本当に瞬まばたきするような間に──出現した。

　茶色がかった髪をポニーテールにまとめた少女で、とても整った顔立ちをしている。

　おそらくは俺と同い年くらいだろうけど……この学校の生徒なのか？

『こ、これはまさかの乱入者だーっ！』

「およ、おかしいな？　今日の仕様では乱入とかできないはずなんだけ──っ!?」

　一いつ瞬しゆん、何が起こったか理解できなかった。

「う……くう……」

　気がついたら、轟ごう音おんと共に、謳歌が壁かべに叩たたきつけられていた。

『は、速すぎて何が起こったか確かく認にんできませんでしたが……遊王子選手のＨＰが一気に一割以下まで減っているぞ！』

「う……うう……あ、あはは、誰だか知らないけど、やるね」

　謳歌は笑いながら立ち上がる。

「ではでは、特とく殊しゆ能力、発動っ！」

『おっと、出たぞ遊王子ザ・謳歌のワー世界ルド！』

　謳歌のＨＰが一瞬にして満タンまで回復する。

『さすがチート中のチート能力！　そして遊王子選手は攻こう撃げきする気満々だ！』

「むっふっふ。くらえーっ一いち撃げき必殺パーンチッ！」

　その躊ちゆう躇ちよのない拳こぶしが乱入者の腹に突つき刺ささった。

「むふふ、これできみのＨＰは一気にゼロに──え？」

「…………」

『こ、これは、どういう事でしょう！　全く効いた様子がないぞ！』

　乱入者は、謳歌に向かって無む慈じ悲ひに言い放った。

「邪じや魔ま者ものは消えなさい」

「う……わあああああああっ！」

　謳歌は一気に画面外まで吹き飛ばされ、そして──

　Ｋ・Ｏ！

『こ、これはとんでもない展開だーっ！　突如現れた乱入者によって、優勝確実と思われた遊王子選手があっという間に倒たおされてしまった！　い、一体これは誰なんだ！』

「…………」

　その乱入者は俺の方を見み据すえた。

「奏ちゃん……」

　その喋しやべり方でピンときた。

「もしかして……大だい子こさん？」

「ヌフフ……よく分かったわね」

　やっぱり……でもこの少女の姿は一体……

『ん？　乱入者と甘草選手は初対面ではないようですが──』

『あ、あたし、知ってるよ』

『うわっ!?　ゆ、遊王子選手……』

『あはは、負けちったからこっちで解説するねー』

『じ、自由ですね……ま、まあそれはいいとして……あの大子さんと呼ばれた乱入者は一体誰なんですか？』

『あ、うん。奏っちのご近所さんらしいよ。この前教室に乱入してきたからあたしも見た事あったんだけど……でも、あんな感じじゃなかったけどなー。このブレインファイターって、衣い装しようは変わっちゃうけど、体自体は本人のものが反映されるはずなんだけどなー』

　大子さんの姿形に関しては、開発に携たずさわっている謳歌でも分からないみたいだった。

「大子さん、それは一体……」

「ヌフフ、あれはほんの十数分前の事……公園のベンチで昼ひる寝ねしていた私の前に、一人の男が現れたの。その男はなぜか、うん○の着ぐるみを身につけて、はしゃいでいたわ」

　うん○の着ぐるみではしゃぐって……小学生かよ。

　そこで、司会の横にいる謳歌が口を開く。

『あ、それ、お父さんだ』

「ＵＯＧの社長何やってんだ一体！」

　いや、謳歌に輪をかけて子供なのは知ってるけど……変態すぎるだろ。

「その男はとある特殊能力のデータを私に手て渡わたして言ったわ。絶対的な力を得て、天てん狗ぐになっている女がいる。これで、そいつの鼻をへし折ってくれ、ってね」

　その女って……話の流れからすると謳歌だよな。

『あはは、テストプレイでお父さんの事思いっきりコテンパンにしたら、泣きながらおぼえてろーって逃にげ出してたからね』

「小学生かよ！」

「ヌフフ……なんでも、この能力に適合するのは全世界で私しかいないらしいわ」

　そこまで調べたのかよ……どんだけ暇ひま人じんなんだよ。

「そして、その女を倒した暁あかつきには、対戦相手を好きなようにしていい、との許可を得て、私は協力を快かい諾だくしたわ」

「対戦相手って俺じゃねえか！」

「さあ、奏ちゃん……ここからは私達の時間よ……ヌフフ」

《権ごん藤どう大子　特殊能力　　愛はアイ・全てにラヴ・勝るユー》

『あーっと、ここで権藤選手の能力が判明！　絶対的な遊王子選手を打ち破ったのは、それを超ちよう越えつする愛の力だったーっ！』

　いいのかそれで……強さの基準ざっくりすぎるだろ……

　しかし、そんな事を気にしている暇は無かった。大子さんが舌なめずりをしながら迫せまってくる。

「ちょ、ちょっと待ってください大子さん。あなたは山田とつきあってるはずじゃ……」

「ああ、たろピュン？　彼は二ふた股またとかそういう細かい事は気にしないわ」

「気にしろよ！」

　な、なんとか思い留とどまらせないと……

「そ、そうだ！　あいつはこんなゲーム世界は紛まがい物だって言って、棄き権けんしましたよ」

「私は紛い物とかそういう細かい事は気にしないわ」

「気にしろよ！」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶよ奏ちゃん。ここでの事が終わったら、ちゃんと外でも愛してあげるから」

「やめてくれえええっ！」

　駄だ目めだ……大子さんのこの気持ちは、ちょっとやそっとでは揺ゆらがない。

　だったら……こっちも真しん剣けんな気持ちをぶつけなくては。

「大子さん」

「何かしら」

「大子さんの言う通り、俺はショコラが好きです。あいつ以外の女性は目に入りません。だから、大子さんの気持ちを受け取る事はできません……ごめんなさい」

「奏……ちゃん」

　大子さんは、目を見開いて呆ぼう然ぜんとした表情をみせた。

「そう……私は女としては見てもらえないのね……」

　そして──

「だったら雌めす犬として愛してくれればいいわよん」

「ポジティブってレベルじゃねーぞ！」

　駄目だ。もう言葉で説き伏ふせるのは不可能だ……何か他ほかの方法を考えなくては。

「ヌフフ……奏ちゃん、ほんとにかわいいわあ……食べちゃいたいくらい」

　そのセリフと共に、大子さんの口が──

「う、うわああああああああああっ！」

　ぐぱあ、と俺を飲み込めるくらいにまで拡ひろがった。

「好きな人を食べる……ああ、そんなの現実じゃ、体験できないわあ。ス・テ・キ」

　じゅるり……じゅるりと粘ねん液えきを滴したたらせながら、大子さんが迫る。

　だ、駄目だ、食われ──





【選べ　①大子さんの脳のう裏りに甘草奏の映像を送る

　　　　②大子さんの脳裏に山田アッー！太郞の映像を送る

　　　　③大子さんの脳裏に旦だん那なさんの映像を送る】






　こ、これに……賭かけるしかないっ！

　俺が、③を選び取ったその瞬間──

「あ……あ……」

　大子さんが、がくり、と膝ひざを突いた。そして、口のサイズが元に戻もどっていく。

　見た目の変化はそれだけに留まらなかった。その体がどんどん肥大していき──

『こ、これは一体何が起こったんだーっ！　スリムな美少女が急にデ──いや、ふくよかなオバ──いや、ご婦人に変化してしまったぞーっ！』

『あ、やっと元に戻ったね』

　謳歌の言う通り、ようはいつもの大子さんになったわけだ。

「そんな……なんで……あの人の姿がよぎって……」

　大子さんは、愕がく然ぜんとして頭を抱かかえていた。

「そんな……私の心の奥底にいるのは……あの人だっていうの……」

　別に心情を無む理り矢や理り操あやつったわけじゃなくて、映像を送っただけなんだけど、効果は覿てき面めんだった。元々大子さんの中に、旦那さんに対する罪悪感が溜たまっていたのかもしれない。

　そして、大子さんは空を見上げて──

「あなた……ごめんなさい」

　Ｋ・Ｏ！

『あーっとここで決着！　よく分からないままに乱入してきた権藤選手、よく分からない内に負けてしまったーっ！』

「大子さん……」

「奏ちゃん……」

　その大子さんは、今までに見た事の無いような、とても綺き麗れいな目をしていた。

「私、目が覚めたわ……これからはあの人だけを愛するって誓ちかう。今まで無理に追いかけ回してごめんなさいね」

　な、なんという……なんという理想的な結末だろうか。

　そして大子さんがすっ、と手を差し出してきた。

「最後に……いいかしら。奏ちゃんに対する未練を完全に断たち切る為ために」

「ええ、もちろん」

　大子さんは、俺の手をしっかりと握にぎり──

「え？……」

　ぐっ、と自分の方に引き寄せた。

「だ、大子さん……何を？」

「え？　だから最後に思う存分舐なめ回すのよ。奏ちゃんもオッケーしてくれたでしょ」

「は？　いや、それは握あく手しゆの話じゃ──」

「それじゃあ……いただくわよ！」

「ちょ、なんか話が嚙かみ合ってな──ぐああ、力つよっ！」

「安心して。ショコラちゃんに悪いから、口だけは避さけてア・ゲ・ル」

「ぎ、いやあああああああああああああああああっ！」




「──っち」

「…………」

「奏っちってばーっ！」

「はっ!?」

　その声で、ようやく我に返る。

　俺は……ステージの真ん中で体育座りをしていた。

「あはは、お疲つかれ。大変だったね、奏っち」

　見れば、機材は全すべて撤てつ去きよされており、人も謳歌以外にはもう誰だれもいない。そんなに長い間放心状態だったのか……

「まったくだ……」

　いくら生身ではないとはいえ、大子さんに全身をベロベロされる恐きよう怖ふ……それにあの人、なんで衣装がスケスケのキャミソールだったんだろう。

「いやーでも、今日のイベントはほんとに面おも白しろかったなーっ」

「まあ、観みてる方はそうだろうな……」

　山田にゆらぎに大子さん……こっちはもう、二度とやりたくない。

「ううん、あたしはやっててとっても楽しかったよ。ほんとにいい思い出になった！」

　俺は、その言い回しに違い和わ感かんを抱いだいた。

「謳歌、お前たしかこの間も思い出がどうこう言ってたよな？」

「お、ばれちった。もうちょっと後にしようかと思ってたんだけど……奏っちには言っておこうかな」

　謳歌は、少し悲しそうな笑えみを浮うかべながら、口を開いた。

「あたし、実はね──」




　　　　６




【寂さびしく……なるわね】

「ああ……まあでも、謳歌本人が決めた事だからしょうがない」

　帰宅した俺は、トモエとそんなやりとりを交かわす。

　あいつ、ショコラとも思い出作りたいだろうから……早く起こしてやらなきゃな。

　そう決意を固め、ショコラが寝ねている部屋のドアを開く。

「むにゃ……奏……ひゃん……わたし……おなか……すきました……」

「ショ、ショコラ……」

「おいしーもの……つくってほしいです……ふしゅるるる」

　それはまだ寝言ではあったが、以前よりも目に見えて状態が改善している。

【やったわね！　トーナメント、頑がん張ばった甲か斐いがあったじゃない】

「ああ」

「奏……ひゃん」

【あ、また何か言おうとしてるわよ】

「おお、なんだ。なんでも言う事きいてやるから、早く起きてくれ」

「はやく……やまださんに……ほられてください」

「お断りだ！」







　第四章『メ』スシリンダーという単語を《雌尻ンダー》と変換するとかわいさＵＰ、モミモミしたくなる件


[image: ]






　　　　１




「これでよし……と」

　全ての工程を終えた俺は、冷蔵庫の扉とびらを閉めた。後は固まるのを待つだけだ。

【ねえ】

「ん？」

【あんたそのチョコ、どうするの？】

「どうするって、そりゃあショコラに食べさせる用だけど」

【いやでも、明日あしたってホワイトデーじゃなくて、バレンタインよ】

「あー、まあそれは勿もち論ろん分かってるんだけどさ……ほら、あの大おお晦日みそかの日、ショコラが俺にチョコレート作ってくれただろ？」

　あの時は、本人の目の前で食べてやれなかったけど……

「その時のお礼も兼かねて、一ヶ月早いけど作ってみたんだ。あいつならバレンタインとか関係なく、貰もらえる食べ物なら喜んでむさぼるだろうし」

【ふふ……たしかにそうね】

　トモエもそれに同意して、どこか楽しそうな声を出した。

「まあ、食べてもらう為には、まず起きてもらわなきゃなんないんだけどな……」

　寝ている状態でも、例の『ひょいぱくっ』により、胃の中に収める事はできるだろうけど、それではあまりに味気ない。やはり、意識がある状態でちゃんと味わってもらって、その笑顔が見たかった。

【いや、でもほんとにあと一歩の所までは来てると思うわよ】

「そうだな……あとは何か、最後のきっかけがあればな」

【きっかけねえ……あっ】

　そこでトモエが何かに気付いたような声をあげる。

「どうした？」

【あ、いや、ひょっとしたらなんだけど……あんたがショコラに──】

　トモエはそこで言葉を詰つまらせる。

「俺がショコラに？」

【や、や……やっぱりやめとくわ】

「なんだよ、そこまで言ったなら最後まで言ってくれよ」

【い、嫌いやよ……ていうかあたし、なんでこんな陳ちん腐ぷな事思いついたのかしら】

「陳腐でもいいから、恥はずかしがってないで教えてくれよ」

【い、嫌だって言ってるでしょこのバカッ！】

　トモエはそう吐はき捨てて、出てこなくなってしまった……なんだったんだろう。

「きっかけ……か」

　といっても、外部的な干かん渉しようはもうやり尽つくした。

　後は、内側から働きかける何かが必要なのかもしれない。

　ショコラが起きたいと思える、強きよう烈れつな気持ちを与あたえてやる事が。




「ふあ……あ」

　俺は、あくびをしながらベッドから身を起こす。

　ずっとショコラを起こせるようなきっかけを考えてたんだけど、結局何も思いつかず、ほとんど眠ねむれなかった。

「はあ……」

　俺はため息交じりにキッチンに向かい、作ったチョコレートを冷蔵庫から取り出した。

　まあ食べさせるのはショコラが起きてからだけど、せっかくだから寝ていても、一応は見せてやりたい。

「すぴぴぴぴー」

　そうして向かった部屋で、ショコラは相変わらず気持ち良さそうに寝息を立てていた。

「奏かなでさん……」

　ほんとに後一押しって感じなんだけどな……やっぱり何かきっかけが必要──

「うおっ！」

　そこで俺は急に揺ゆれを感じた。

「地じ震しんか……」

　幸いにもそれは大した規模じゃなかったし、すぐに収まったけど──

「おっと……」

　本ほん棚だなから数冊の本が落ちてしまっていた。

「あーあー、まったくショコラは乱雑に置いてるからこういう事に……ん？」

　軽く文句を言いながら拾っていると、とあるタイトルが目に入った。

『女の子を恋こいに目覚めさせる為ための十の方法～これで君もラブラブキングだ～』

　……またこのシリーズかよ。

　俺は、さっさと本棚に戻もどそうとして、ふと、手を止めた。

　タイトルの中の『目覚めさせる』という文字が気になってしまったからだ。

　いやいやいやいや……目覚めさせるってそういう意味じゃないだろ。仮にそうだったとしてもこのシリーズだぞ……いや、でも……もしかして。

　……結局俺は、ページを開いてしまっていた。




《①　金です》

　いきなり身も蓋ふたもねえな！

《②　もしかして、いやらしい話だと思っていませんか？　違ちがいますよ。お金ではなくて、金玉の金です》

　そっちの方がいやらしいだろ！

《③　とはいえ、お金は大事です。お金が無いと、こんな詐さ欺ぎみたいな本を出版する羽目になります》

　何ゲロってんだお前！

《解説　正確には詐欺みたい、ではなく詐欺です》

　マジで発禁にしろよもう！

《④　実はこのシリーズ……打ち切りが宣告されたんですが……なんででしょう？》

　お前二行前に自分で答え言ってただろ！

《⑤　もう最後なんで……ちょっと自分語りしていいですか？》

　いや、よくないだろ……女の子を恋に目覚めさせる方法を語れよ。

《⑥　僕は日本人の父とフランス人の母の間に生まれたハーフです》

　そうなのか……まあ別に興味はないけど。

《解説　というのは噓うそで、実は日本人の父と香こう草そうの母の間に生まれたハーブです》

　くだらねえな！

《⑦　というのも噓で、実は祖父がドイツ人なので、クオーターなのです》

　そうなのか……いや、マジでどうでもいいけど。

《解説　というのも噓で、実は祖父も父も母も日本人の久く保ぼ田たなのです》

　最初からそう言えや！

《⑧　さてここで問題です。僕の下の名前はなんでしょう？》

　まだ続くのかよ……

《解説　教えてあげないよ、ジャン！》

　うぜえええええ！

《⑨　そろそろ時間なので、ふざけてないで発表します。両親が洋よう菓が子し好きだったもんで、なかなかのキラキラネームを付けられてしまいました……久保田猪口麗人チヨコレートです》

　うわあ……

《解説　妹がどうしてもほしかったんですが、実現しなかったので、毎朝、妹がほっぺにチューして起こしてくれる妄もう想そうをして楽しんでいます。彼女の名前は初子裸シヨコラです》

　なんか気持ち悪いミラクル発動した！

《⑩　ああ……これでもう思い残す事はありません。僕はこの本を通して、みなさんに全すべてを伝えきりました》

　お前の本名しか伝わってきてませんけど!?




　まったく……最後の最後までろくでもない本だったけど──

「…………」

　その中で、一つだけ気になる箇か所しよがあった。

「キス……してみるか」

【うええっ!?】

　そこでいきなりトモエが素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「な、なんだよ急に！　びっくりするだろ」

【だ、だって……あんたが急に変な事言い出すから……】

「いやまあそりゃ、キスで目覚めるなんてメルヘンだけの話だろうけど……」

【ほ、ほんとよ！　あ、あんた、よ、よくそんな、こ、こっ恥ぱずかしい事思いつくわね】

「ん？　なんでお前がそんなに慌あわてて──あっ」

【な、何よ……】

「トモエお前、昨日言いかけてたの……これだろ」

【ぶふうっ！】

　何も口に含ふくんでいないのに吹ふき出すトモエ。

【しょ、しょうがないじゃない！　女の子だったら一度は妄想するもんなのよっ！】

　そしてまだ何も言っていないのに勝手に自白するトモエ。

「そうか……やっぱり女子的には嫌ではないんだな」

【あ、あくまで一いつ般ぱん論的な話よ！　あたしは別にそんな事思ってないんだからねっ！】

　そして見事なテンプレツンデレを披ひ露ろうするトモエ。

「……してみるか」

【し、してみるの？】

「ああ、ちょっとでもショコラが起きる可能性のある事は試ためしてみたい。それに……」

【それに？】

「ショコラとキス……したいし」

【ぶふうっ！】

　再びエアー吹き出しのトモエ。

【あ、あんたバカなの？　よくそんな恥ずかしい事言えるわねっ！】

「しょ、しょうがないだろ、事実なんだから」

【はあ……もう好きにすれば。しばらくの間感覚を遮しや断だんして引っ込んでてあげるから】

「お、おう、それは助かる……」

　トモエが引っ込んで、完全にショコラと二人きりになる俺。

「…………」

「すぴー」

「…………」

「くかー」

　……い、いくか。

　俺は、覚かく悟ごを決めてショコラに顔を近づけていった。

　落ち着け、俺。雑念を捨てろ。これはショコラを起こす為の一種の儀ぎ式しきみたいなもんだ。

「……よし」

　ショコラ……目を覚ましてくれ！

「ん……」

　唇くちびると唇が、触ふれる。

　なんだ……これ。

　それは、不思議な感かん触しよくだった。

　柔やわらかく、それでいて適度な弾だん力りよくもあり……触れている唇が幸せな感触に包まれる。

　しかし。

「むにゃむにゃ……」

「……駄だ目め、か」

　幸せそうな顔をしているものの、ショコラが目を覚ます様子はない。

　俺の気持ちは……ショコラに届かなかったんだろうか。

「はあ……」

　俺は、ため息をつきながら、がっくりと肩かたを落とした。

　そして、床ゆかに置いた皿の上にずらりと並んだチョコレートに視線を移す。

「できれば今日、食べてほしかったんだけどな……」

　俺は、最後に余った分で自分用に作った一口チョコを手に取った。なんか食欲も出ないし、これ一個だけ食べて学校行こう。摘つまんだチョコを、空中に放ほうり投げる。

　そして、落下してくるそれを口で受け止めようとした瞬しゆん間かん──

　ひょいぱくっ。

「…………え？」

　何者かが、そのチョコレートを奪うばい取った。

　その何者か、とは──

「ショコ……ラ？」

　着地したショコラは、両手を床に突いて、わんこのおすわりみたいな体勢でチョコをほおばっていた。

「はむはむ……おいしーですっ！」

「お前……起きた……のか？」

「おきた？　わたし、ねてたんですか？……あれ？　ここ、おうちですよね？　わたし、くうこうにいて、奏さんとあえるのをものすごくたのしみにしてて……はて？」

「は……はは」

　なんだよ、それ。俺の渾こん身しんのキスよりも……チョコレートがきっかけで起きるなんて。

　全く……

　全くこいつは……

「あはははははっ！」

「……奏さん？」

　俺は、首を傾かしげるショコラを──

「好きだ」

　思いっきり抱だきしめた。

「好きだ、ショコラ」

「か、奏さん……」

　ショコラは戸と惑まどっていたが、俺は構わずに抱ほう擁ようを続ける。

「ずっと……ずっと会いたかった……やっと……やっと会えた」

　声を震ふるわせる俺に、腕うでの中のショコラは微笑ほほえみで返してくれた。

「……はい、わたしもです」

「おかえり」

「ただいまです」

「ショコラ……」

「奏さん……」

　俺達は、互たがいの目と目を見つめ──

「「ん……」」

　唇と唇を重ねた。

　……温かい。好きな人とのキスは、こんなにも心と体が温まるものなんだな。

　ショコラの口の中に残っていたチョコが俺の方に移ってきて、溶とけて混ざる。

　そして、俺達二人も溶けて混ざってしまうかのような一体感があった。

　やめたくない……離はなれたくない。俺達は、心の赴おもむくままにお互いを求め続ける。




　……そうしてどのくらいの時間が経たっただろうか。

　もうとっくにチョコはなくなっていたけど、口の中はいつまでも甘いままだった。




　　　　２




「ショコラ……」

「奏さん……」

「もっとくっついていいか？」

「はい、もっとくっつきましょう」

「あったかいな」

「はい、あったかいです」

「お、おいおい……」

「ほっぺすりすりこうげきですっ」

「だったら俺はお前のほっぺぷにぷに攻こう撃げきだ」

「えへへ、ぷにぷにされるのきもちいーですっ」

「まったく、ショコラはかわいいな」

「奏さんもかっこいいですよ」

「いやいや、ショコラのかわいさの方が上だって」

「そんな事ないです、奏さんの方がうえです」

【──にしなさい】

「なあ、ショコラ」

「なんですか？」

「またキス……しないか」

「はい……したいです」

【──減にしなさい】

「じゃあ……いくぞ」

「……はい」

　俺は、ショコラの唇くちびるに向かって──

【あんたらいい加減にしなさいよっ!!】

「うおっ！……な、なんだよトモエ、急に」

【急にじゃないわよこのバカッ！　あんたらここどこだと思ってんの！】

「どこって……げっ！」

　そこで俺は、ふと我に返る。気がつけばもう、俺達は校内にいた。

「い、いつの間に……」

　夢中になりすぎて、周りが全く目に入っていなかった。

【もう今日という今日は堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたわ。あんたらイチャイチャしすぎなのよっ！】

「そんな事言われても、なあ」

　俺は、ショコラにトモエの憤ふん慨がい具合を伝える。

「そうです、わたしたち、もっといちゃいちゃしたいです」

【あのねえ……感動の再会をしてすぐの話ならまだ分かるわよ。でもねえ……ショコラが目覚めて何日経つと思ってんの？　一週間よ！　もう一週間！　あんたらいつまでバカップルやってんのよこのバカ共っ！】

「う……言われてみれば、少し舞まい上がってたかもしれないな」

【はあ……全然少しじゃないわよ。中から毎回見せつけられる身にもなってよね……もう胸焼けしそうだわ】

「だったら、早く出てこなきゃな」

【……え？】

　トモエの一いつ喝かつで頭が冷えた。そうだよな……ショコラが目覚めた事で浮うかれてたけど、まだ問題は半分しか解決していない。

「ショコラもお前に会いたがってるし……な？」

「はいっ！　トモエさんとまたお話ししたり、いっしょにごはん食べたりしたいですっ」

【うっ……そ、そんなあざとい事言ったって、あたしは認めないからねっ！　べ、別に本心ではいくらでもイチャイチャしたらいいわ、とか思ってたりしないんだから！】

　いや、お前も十分あざといと思うが……

【でもマジな話すると、もうすぐよ。まあそうね……あと数日って所かしら】

「え？……もしかして、何か目め処どが立ったのか？」

【ええ】

　そう言って、トモエは不敵に笑った……正確には、笑ったように感じられた。

【なんかね、胸の中のもやもやが晴れそうなのよ……別に根こん拠きよはないけど、もう少しで、あんたの中に入っちゃった原因が分かりそうな気がするの】

「マ、マジか……」

【ええ、マジよ。あんたから選せん択たく肢しを無くしてあげられる日も、そう遠くないと思うわ】

「そうか……なら、なるべく早く頑がん張ばってもらえると助かる」

【ええ。言われなくてもそうするわ。あたしが外に出たら、あんたらが再会できたお祝いパーティーとかしてあげなきゃ──って何恥はずかしい事言わせんのよっ！】

「いや、お前が勝手に言ったんだろ……」

　どこまでもツンデレ道を貫つらぬくトモエだった。




　　　　３




　もう少し……もう少しなのよ。

　あたしには確信があった。

　もう少しで、あたしは到とう達たつできる。甘あま草くさ奏に選択肢を出している奴やつに。

　選択肢を出せば出すほど、そいつの力が段々と弱まっているのを感じる。

　覚かく悟ごしときなさいよ。あたしの前に引きずり出して、とっちめてやる。そして、あたしが選択肢の力を掌しよう握あくしてやる。もうあんなもん出させない。

　その上で、そいつの首ねっこを摑つかんで甘草奏から出ていく……それであいつは今度こそ、選択肢から完全に解放される事になる。

　あたしが何でまた甘草奏の中に入ってしまったのかはまだ分からない。あのチャラい神は、深層心理の願望とか言ってたけど……あ、もしかしたらそれって、奴をとっちめる事だったのかもしれない。

　あたしは選択肢というシステムそのもの。奴は選択肢の内容を考えている存在。

　この二つが揃そろって初めて、甘草奏の脳内選択肢は発動する。

　あたしが実体化して外に出ていた時も、奴はまだ甘草奏の脳内に残っていたっていう事になる。あたしがいなければ機能しないとはいえ、それじゃあ完全に選択肢が消え去った事にはならないわよね。

　うん、そうだわ。あたしは奴を引っ張り出す為ために戻ってきたに違ちがいないわ。そうと決まれば後は、奴を見つけ出すだけね！

　あたしは、そいつの居場所をさぐる事だけに意識を集中させた。

　そして──




　　　　４




　ある日の帰り道。

「ふんふーん」

　俺は、ごきげんな様子のショコラと手を繫つないで歩いていた。

　この前トモエに指し摘てきされて以来、さすがに人前でイチャイチャしすぎるのは控ひかえていたけど、まあこのくらいだったら──

【……ねえ】

　そこで、トモエが地の底から響ひびくような声を出した。

「な、なんだよ。手を繫いだくらいで、そんなに怒おこらなくても──」

【違うわ】

「え？」

「トモエさん、どーかしたんですか？」

　ショコラが不思議そうに聞いてくる。

「あ、ああ、なんかトモエの様子が──」

【ちょっとショコラには席を外してもらってくれる？】

「え、なんで急にそんな事……」

【二人だけで大事な話があるの……お願い】

　なんだ、この重苦しい口調は。そういえば今日は朝から一度も声を発してなかったな。

　トモエの異様な雰ふん囲い気きを察した俺は、ショコラに声をかけた。

「ショコラ。ちょっと悪いけど、スーパー行ってにんじんとタマネギとじゃがいも買ってきてくれるか。ほら、千円。余ったお金で好きなお菓か子し買っていいから」

「な、なんですって！……す、すぐいってきますっ！」

　なんの疑問も抱いだかず、駆かけ出していくショコラ。

「これで……よかったのか？」

【……ええ】

　トモエは、さっきよりも更さらに重苦しい口調で答える。そして、

【ふ、ふふふふふ……】

　ん？

【あはははははははははっ！】

　な、なんだ一体？

「ど、どうしたんだトモエ……お前、大だい丈じよう夫ぶか？」

【……これが……これが笑わずにいられるかってのよ。喜びなさい、甘草奏。あたしは完全に選択肢を掌握したわ！】

「掌握？」

【そうよ。選択肢の内容を考えてた奴を、コテンパンにしてやったわ！】

「じゃ、じゃあ……」

【論より証しよう拠こよ】

　その次の瞬しゆん間かん──




【選べ　①空からチョコレートが降ってくる　②空からエロ本が降ってくる】




「え……」

　どっちもいい選択肢……だと？

「これ……トモエが出してるのか？」

【そうよ。完全に掌握したって言ったでしょ。とにかく選んでみなさい！】

「あ、ああ……」

　俺が①を選び取った瞬間──

　ことん。俺の目の前に、一口サイズのチョコレートが落ちてきた。

「マジか……」

【マジよ、マジマジ！】

　得意気な声をあげるトモエ。

「じゃあ俺……選択肢から解放されたって事で……いいのか？」

【その通りよ！】

「う、うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　俺は思わず雄お叫たけびをあげていた。ついに……ついにこの時がきたか！

　去年のクリスマスイブに選択肢を消した時は、ショコラに告白するぜ（キリッ　みたいな感じだったから、選択肢が無くなった事に対する喜びはそっちのけになっていた。

　でも今は、その喜びを完全に享きよう受じゆできている。これは……これは嬉うれしい！

「よし、これで万ばん事じ解決だな！」

【そうね！】

　………………………………………………………………………………………………あれ？

「トモエ、俺は準備オッケーだぞ」

【そうね、さっさと家に帰りましょう！】

「いや、そうじゃなくて……」

【それとも、ショコラを追ってスーパー行く？】

「いやトモエ、違うだろ」

【な、なによ……】

「いつでも出てくれて、いいぞ」

【あ、そ、そっちね！　分かってるわよ。すぐ出るわよ！】

「ああ、頼たのむ」

　………………………………………………………………………………………………あれ？

【い、いつでも出られるんだから、なにも今じゃなくてもいいかな、って思ったのよ！】

「……もしかして……まだ出られないのか？」

【……………………そうよ】

　トモエはぶすっとした感じで言った。

「そっか……まあそういう事ならまた頑張るしかないな」

【あんたの中に入っちゃった原因に全然見当つかないから、まだ時間かかるわよ】

　この前はもうすぐとか言ってた気がするけど……あてが外れたんだろうか。

「まあ、しょうがないだろ」

【あんたが想像してるより……長いかも】

「あんまり長すぎるのもちょっと困るけど……まあ誰だれが悪いわけでもないし──」

【ふざけないでよっ!!】

「っ!?」

　いきなりの怒ど声せいに面めん食くらう俺。

「ト、トモエ？」

【あんた……何言ってんのよ……誰も悪くない？……何バカな事言ってんのよ！】

「お、おい……なんでそんなに怒って──」

【悪いのはあたしなのよっ！】

　その叫さけびは俺の脳内に響きわたり、

【あたしが……悪いのっ……】

　そして、悲痛なものに変わっていった。

【それなのに……あんたは、いつもそう。誰にでも優やさしくて、酷ひどい目にあっても人に当たったりしなくて、自分の事はいっつも後回し……なんなのあんた、どんだけいい子ちゃんぶってんの？】

「いや、そんなつもりは──」

【怒ってよ】

「え？」

【お前のせいだ！　いつまでいるんだよ！　早く出てけ！　って怒ってよ……あんた見てるとあたし、罪悪感で押し潰つぶされそうになるのよ……】

「トモエ……」

【あたしが……悪いの】

　そしてまた、同じセリフを繰くり返す。

「どういう……事なんだ？」

【あんたが選せん択たく肢しで苦しんでるの……全部あたしのせいなのよ】

「でも、トモエは選択肢のシステムそのもので、内容を考えてるのは別の奴やつなんだろ？」

【そうじゃ……ないのよ】

「……え？」

【あたし……だったの】

　消え入りそうな声で、言う。

【選択肢の内容を考えてたのも……全部あたしだったの】

「は？　それはどういう──」

【ちょっと長くなるけど……聞いて】

　そこから、トモエの一人語りが始まった。

【アマノカミノソラウは、人間に選択肢の呪のろいを与あたえる際、自動で選択肢を生成するような仕し掛かけを作ったわ。毎回自分で考えてたら大変だものね。それは道どう楽らく宴うたげの時も、他ほかの人間達もみんな同じ。でも甘草奏……あんたの時は、一つだけ違ちがいがあった】

【あたしの自我が……生まれちゃったの】

【生まれたあたしには、自分が選択肢そのものだっていう確信があった。でもそれだけ。選択肢の内容には干かん渉しようできないし、勝手なタイミングで出されてるし、あたしはただ、あんたの中から見てる事しかできなかった……もどかしかった……あたしに主導権があったらこんな真似まねさせないのに……そう思ってた】

【……でも違った。選択肢を出してたのは……あたしだった】

【……まあ正確に言うと、あたしが考えてるわけじゃないわ。アマノカミノソラウが作った選択肢自動生成システム……そこにあたしの自我が生まれた。つまり……そのシステム自体が、あたしの中にあるの。その自覚が無かっただけ】

【間ま抜ぬけよね……あんたにさんざん、あたしじゃないわよ！　とか言っときながら……結局は犯人だった訳よ】

【でもさっき、あたしはその事を自覚した……バラバラだった頭と体が一いつ緒しよになったから、選択肢の内容を掌しよう握あくする事ができたの】

　トモエはそこで一いつ旦たん話を切った。

　でも、そこまで聞いても俺にはそんなに深刻な事態には思えなかった。

「あのさ……今までの事はともかく、問題は解消したんじゃないのか？　トモエが掌握してるなら、選択肢を出現させないで、その間に出られない原因を探さぐっていけば──」

【出られないのよ】

「……え？」

【もうあたし……ずっとあんたの中から出られないのよ】

「それは……どういう事だ？」

【分かったの……さっき、選択肢を出してるのがあたしだって気付いた時……同時に、なんであたしがあんたの中に戻もどっちゃったのかが……】

「……それは？」

【あたしの意識がいつ生まれたかっていう話……してないわよね】

「あ、ああ……」

　そこで急に話が飛んだ。それが……トモエが俺の中に戻った原因とどう繫つながるんだ？

【ショコラが空から降ってきた、去年五月のあの日よ】

　そうか……その時の事はよく覚えている。

【もっと細かく言うなら、あんたが道に落ちてたエロ本を見つけて、選択肢が出た時よ】

「……あれか」




【選べ　①顔に押し付けて臭においを嗅かぐ　②食べる】




　そうだ、①を選んで小学生にバカにされたっけな……

【そうよ。あの時あんたが①を選んだ直後、あたしの自我が生まれたの】

「そっか……あの時か」

【ええ……あんたはそれまでも一年以上、選択肢に悩なやまされてたかもしれないけど、あたしにとってはあそこが始まり。あたしとあんたの物語の始まりは……あそこだった】

「トモエ……」

【あの日から、あたしはあんたを中から観測しはじめた。対たい抗こう戦の時も、プールに行った時も、コスプレコンパの時も、夏祭りの時も、バスツアーの時も、体育祭の時も、文化祭の時も、ずっと……そうして、あんたの中にいるのが当たり前になっていった】

　そうだよな……あの日より前もそれ以降も、俺の生活は常に選択肢と共にあった。

【あたし……あんたの事、好きよ】

「えっ……」

【あ、勘かん違ちがいしないでね。恋れん愛あい的感情は一いつ切さい無いから】

　はっきりと告げるトモエ。その口調に、揺ゆらぎはみられない。

【ただ、一人の人間としてあんたを認めてるって事。まあ、あたしにしか分からないでしょうけど、あんたの中にいるの、すごい心地ここちいいのよ……反則的なほどに】

「……トモエ？」

【あたしがあんたの中に戻っちゃったのに理由なんかなかったのよ。ただ、あんたの中に戻りたかった。それだけだったの……思えば、一時的に実体化して外に出たのも、あの神にムカついたからとかじゃなかったわ。誰かを好きになったあんたの中にいたら消えちゃう……それが嫌いやで、外に退たい避ひしただけだったのよ！】

　トモエは声を荒あららげる。

「……でもそれは、トモエが意識的にやった事じゃなくて、無意識に──」

【そうよね……優しいあんただから、そういう逃にげ道を用意してくれるわよね……でも、これを聞いてもまだ、そんな甘っちょろい事が言えるかしら】

　トモエは、感情の籠こもらない、淡たん々たんとした調子で告げた。

【ショコラが眠ねむってたのも、あたしのせいなの】

「……え？」

【あの会長、黒こく白びやく院いん清せい羅らは最初っから全部分かってたのね……あの時は自分の仕し業わざとか言って庇かばってくれたんだわ……あたしが自分で気付かなきゃ、意味が無いから】

「……でも、トモエ。ショコラが眠るのとお前と何の関係が──」

【壊こわされたくなかったの】

「え？」

【あんたとの日常を……壊されたくなかったの】

「どういう……事だよ？」

【楽しかった。あんたの中にいるのが、本当に。だからあたしは、この日常がずっと……ずっと続けばいいと思ってた】

「まさか……」

【そうよ。あんたとショコラが恋こい仲なかになっちゃったら、日常が終わってしまう。話が先に進んでしまう。それが嫌だったの。だからあたしはショコラを眠らせたのよ……あんたと会わせない為ために】

「…………」

【分かってるわ。これは登場人物が永久に歳としをとらないまま続くアニメじゃない。人も、それを取り巻く環かん境きようも常に移ろいゆくものだって。でも……それでもあたしは終わるのが嫌だった……この優しくて心地いい場所でずっと……ずっと過ごしていたかった！】

「…………」

【事実、その試みは成功した。二人はお預け状態になり、あんたは選択肢に翻ほん弄ろうされながらも、変な女子達とおマヌケな日常を送る……あたしが望んだ世界そのものだわ】

「トモエ、お前は──」

【はっ！　相変わらず面おも白しろかったわよ、あんたがろくでもない目にあってるのを中から観察するのは。こんな最高の見み世せ物もの、終わりにできるはずないじゃない！】

「トモエ……もうやめろ」

【あら、珍めずらしく声が硬かたいわね。さすがに腰こし抜ぬけのあんたでも腹が立ったのかしら】

　違う。そうじゃない。

【あ、そうだ。なんならもう一回ショコラを眠らせてやろうかしら】

「俺は、分かってるから」

【分かってる？　あんたがあたしの何を分かってるって？　あんまりふざけた口きいてると、絶望的な選択肢を出してや──】

「そんなに偽ぎ悪あく的に振る舞わなくて……いいんだ」

【っ……】

　トモエは、言葉を詰つまらせる。

「人には、醜みにくい願望が誰だれにだってある。その数や程度に差こそあれ、誰だって持ってるもんだ。俺だって、ショコラだって。傍はたから見たら聖人に思える柔やわ風かぜとかチチル先せん輩ぱいも例外じゃないだろう」

【…………】

「でも、大多数の人間はその願望を、理性や道徳心で抑おさえ込む。自分より優すぐれた奴やつを汚きたない方法で蹴け落おとしてやりたい、腹の立つ奴を思いっきり殴なぐりたい、自分の想おもい人に彼氏や彼女がいたら、どうにかして別れさせてやりたい……たとえばふとそんな事を思ったとしても、実際に行動に移す事はない……でもトモエ、お前は違う」

【そうよね……あたしは実際にやっちゃってるもんね】

　違う。俺が言いたいのはそんな事じゃない。

「……辛つらいだろうな。ほんの……ほんの少しだけ頭の片かた隅すみで考えただけの事が、現実に起こってしまったら」

【…………】

「トモエ。お前には、自分の意思を現実化してしまう力がある。俺の中から出たのもそうだし、元に戻ったのもそう。そして、ショコラを眠らせたのもそうだ。でもそれは、全部無意識下でやってる事なんだろ？……それなのに、自分を悪く見せて罪を全部ひっかぶろうとしてる奴を怒おこれる訳ないだろ」

【──んでよ】

「え？」

【なんであんたはそんなに……優やさしいのよ】

「…………」

【それでいて……なんでそんなに厳しいのよ】

　トモエは、消え入りそうな声で続けた。

【そこまで分かってるなら怒ってよ……そんなに優しくされたらあたし……辛いよ】

「……悪い」

【こんな……こんな身勝手な話がある？　選せん択たく肢しを出してたのもあたし……外に出て、それを忘れて偉えらそうにしてたのもあたし……中に戻ったのもあたし……そしてまた選択肢を出してたのもあたし……ショコラを眠らせてたのもあたし……あんたに……あんた達に……どれだけ迷めい惑わくかけたのよあたしは！】

「……トモエ」

【もちろん試ためしたわよ。何度も何度も何度も！　でも出られないのよ！　どうやっても出られないのよ！　ここにいちゃいけない、ここにいたらあんたの為にならないって、いくら自分で自分に言い聞かせようとしても、あたしの深層心理が外に出る事を拒こばんでるのよ！　こんなの……どうすればいいのよっ!!】

　頭の中に、トモエの絶ぜつ叫きようが木霊こだまする。

【ほんの……ほんのちょっと思っただけなのよ……ああ、あんたの中って居い心地ごこちよかったな……ショコラとあんたがくっついたら今まで通りにはいかなくなって、ちょっと寂さびしいな、って。それだけなのに……ただそれだけなのに……何で……何でこんな事に……】

　そして──

【これまでの事も……これからの事も……あんたにどうやって償つぐなえばいいのよぉっ！】

　それが限界だった。

【く……っく……】

　トモエは声を押し殺して泣き始める。

「……………………」

　それに対して俺は、何も声をかけてやる事ができなかった。







　そして、そのまま立ち尽つくす事、数分。

【……………………そうだ】

　トモエが、酷ひどく不気味な声を出した。

「トモエ……お前、大だい丈じよう夫ぶか？」

【ええ……安心しなさい。いい手を思いついたわ】

　それは、外に出る手段が見つかったって事だろうか。

　でも、それにしては──

【あたしは、あたし自身に直接干かん渉しようする選択肢を出す事はできない。直接的に自分を消すような内容は選択肢にする事ができない。それはもう試してみたから間ま違ちがいないわ……だから、こうするしかないの】

　トモエのそのセリフが終わった瞬しゆん間かん──




【選べ　①あの日に戻もどって、違う選択をする　②この場で、上半身裸はだかになる】




「……なんだ、これ？」

【あの日っていうのは、さっきも言ったショコラが落ちてきた日。そこに戻るっていう事……つまりはタイムスリップね】

「は？　そ、そんな無む茶ちやな事が……」

【できるわ。絶対選択肢だもの】

　トモエは揺ゆるぎのない口調で言った。

【そして違う選択っていうのは、道に落ちていたエロ本のあれよ。あの時あんたは①の顔に押し付けて臭においを嗅かぐ、を選んだけど、それを変えてもらう】

「そんな事して何になるんだ？　俺が②を選んでエロ本を食べたからって、何が変わるっていうん──」

【あたしの自我が生まれなくなるわ】

「……なんだって？」

【あたしね。自分が生まれた時の事、よく覚えてるわ】




『ぷ、くく……なにこいつ、なんでエロ本の臭いなんか嗅いじゃってんの、バッカじゃな──ん？』




【あたしはそこにいた。ごく自然にそこにいた。あんたの行動がおかしくて、黙だまっていられなかったのね。ほら、あんただって変人達へのツッコミが我が慢まんできない事がよくあるでしょ？　あれに近い感覚っていえば分かりやすいかもね】

「だったら……②を選んだって、たいして変わらないだろ」

【無理。あれはエロ本の臭いを嗅ぐっていう行こう為いが、絶ぜつ妙みようのバカさ加減だったから思わず自我が芽生えちゃったのよ。②の食べるはやりすぎね。それだったら笑うっていうより引いちゃって、あたしは出てこないわ】

「…………」

【それに、あの日以前もあんたは一年以上選択肢に悩なやまされ続けてきた。その間に、同じくらいバカな感じの選択肢は、いくらでもあった。それでもあたしの自我は、そこでは生まれなかった。あの日のあんたの選択が、よっぽどツボにハマったのね。フランスで記き憶おくを取り戻すきっかけになったのもあの選択肢だったし、それだけあたしにとって特別なものなの……とにかく、あの日あの時、あの選択が為なされた……その条件が揃そろって初めて、あたしの自我が発生するの】

　そこで一呼吸置いて……ゆっくりと告げる。

【だからあんたが②を選んでくれれば──全部解決するのよ】

　俺の脳のう裏りに、ある人の顔が浮うかんできた。

「トモエ、消えて責任とろうなんてのは──」

【逃にげ、だっていうんでしょ、分かってるわよ。あたしがやってんのは、あの大っ嫌きらいな天あま上がみ空そらがやろうとした事と大差ないわ……】

　トモエはそこで一いつ拍ぱく置いてから、でも……と呟つぶやいた。

【しょうがないじゃない……それしか方法が無いんだからっ！】

「落ち着け。お前は今、周りが見えなくなってるだけだ」

【何度も試したって言ったでしょ。無理よ……あたしが一番よく分かってる。こうするしか、あんたの中からあたしがいなくなる方法は無いの】

　駄だ目めだ……トモエはもう、覚かく悟ごを決めている。

「馬ば鹿かな事はやめろ、トモエ。選択肢を消すんだ」

　おそらく、俺のこんな言葉は聞き入れないだろう。

【それはできないわよ。内容は決められるけど、一度出したものはあんたが選ばない限り、引っ込められな──】

「そうか」

【なっ……】

　だったら、こっちも聞き入れない。俺は、上半身の服を全すべて脱ぬぎ捨てた。

【あ、あんた、何やってんのよ！】

「見りゃ分かるだろ。②を選んだんだ」

【そ、そういう事じゃなくて……】

　いきなり路上で脱ぎ出した俺に、道行く人達が何事か、と足を止める。

「どうする？　もう選択肢は消えたぞ」

【くっ……こ、このっ……】




【選べ　①あの日に戻って、違う選択をする　②この場で、パンツ一丁になる】




「②だ」

【ばっ……、な、なにやってんのよあんた！　捕つかまるわよ！】

「お前……自分でやらせといて酷いやつだな」

　真冬にパンツ一丁で独り言……完全に変態だ。ギャラリーも段々と増えつつある。

【……くっ……こ、こうなったら──】

「次は全ぜん裸らか？……俺はやるぞ」

【……っ!?】

　その宣言に絶句するトモエ。

【な、なんでよ……なんで言う事きいてくれないのよっ！】

「知ってるだろ？」

【え？】

「お前がよく知ってる偽ぎ善ぜん者の甘草奏は、人を傷つけたり、気持ちを踏ふみ躙にじる選択肢は選ばないんだ。一人の女の子の存在を消してしまう内容なんて……選ぶわけないだろ」

【…………く】

「俺から一つ質問だ、トモエ」

【……何よ】

「なんで②をもっと決定的なものにしないんだ？」

【……え？】

「たとえば、世界が滅めつ亡ぼうする、とかな。できるんだろ、それも。そうなったらさすがに俺も①を選ばざるをえない」

【そ、それは……】

　俺はそれ以上追つい及きゆうしなかった。その答えは、本人が一番よく分かってるはずだから。

「これは、俺とお前の物語だ。トモエはさっきそう言ったな」

【……言った……けど】

「だったら、その続きは、二人で決めるべきだ」

【二人……で？】

「俺は、決めた。お前を消さないって決めた」

【…………】

　だから俺は、トモエに告げる。




「選べ」




【……え？】

「甘草奏からトモエ──トワ・エ・モアへの最初で最後の選せん択たく肢しだ」





「選べ　①甘草奏があの日に戻って、違う選択をする

　　　　②実体化して、外に出る

　　　　③このまま、甘草奏の中にとどまる」






【な、なによ、それ……】

「さあ、どれだ？」

【ど、どれって……】

「お前が①を選んだら、俺はそうする」

【は？】

「①を選んでから、さっきと同じ選択肢をまた出せばいい。そしたら俺は、過去に戻ってエロ本を食べる」

【ぜ、絶対選ばないって言ったじゃない。さっきと言ってる事が──】

「お前が決めたなら、そうする」

　これは口約束じゃない。トモエが本心から願ったのなら……俺は本当にそうする。

【…………い、①に関しては、まあ分かったわ。でも、②は一体なんなの？　ただの人間であるあんたが口で言ったそれを選んだからって、ほんとにそうなる訳じゃ──】

「なる」

　俺は、絶対の確信を持って言い切った。

「お前が今、中ちゆう途と半はん端ぱな状態なのは、気持ちが揺らいでるからだ。俺にほんとに過去に戻ってほしい訳じゃないから決定的な選択肢が出せないし、本気で外に出たいって思ってないから出られないし、だからといって、このまま俺の中にとどまって、解決策をみつけようという覚悟もない。なんでもいいから結論を出してもらって、早く楽になりたいだけだ」

【そ、それは……】

「決めるんだ。お前が本気で望めば……それは現実になる。今までだってそうだっただろ」

【そ、そんな事言われたって──】

「なあ、トモエ」

【…………なに？】

「口にするのはやめようと思ってたんだけど……もしかすると、お前と話せるの、これで最後になるかもしれないから、言っとくな」

【…………】

「俺さ、お前が思ってる程ほどいい奴やつじゃないんだよ。あんまり表に出さないだけで、色々考えてた。高校生になる前に選択肢が出るようになってからずっと、表面上は平静を装よそおってても、夜なんか不安で眠ねむれない事が何回もあった。人前ではなんとかギャグっぽく振る舞っても、ふとした瞬しゆん間かんに、どうしようもなく怖こわくなる事があった。はっきり言って、ぶっ殺したい程、選択肢を憎にくんでた」

【っ……】

「お前さ、さっき俺にちゃんと怒おこれ、って言ったよな。分かったよ、怒るよ。お前がもう勘かん弁べんしてください、って言うまで文句言いまくってやる。だから……出てこいよ」

【…………】

「ちゃんと……怒らせろよ」

【……無理よ】

　トモエの声は、今にも消えそうな程に弱々しかった。

【あたしなんか……あんたに怒られる価値すらないもの】

　ブチン。

「……はあ？」

【な、何よ……いきなりそんな怖い声出して】

「お前……いい加減にしろよ、このバカ！」

【なっ……】

「いいからとっとと出てこいってんだ、このクソバカ女っ！」

【ちょ、ちょっと、いきなり何言い出すのよ！】

「口悪いわめんど臭くさいツンデレだわで辟へき易えきしてたってのに、その上ウジウジ属性まで追加かよ！　救いようのないネガティブバカだな！」

【な、なんであんたにそこまで言われなきゃなんないのよ！】

「人が優やさしく誘ゆう導どうしてやろうとしてるのに、お前がいつまでもウジウジしてるからだろうが！　さっさと出てくればいいんだよ！　そんで一言『ごめんなさい』で済む話だろうが！　悪い事したら謝るって小学校で習わなかったのかよ！」

【そんなもん行ってるわけないでしょ！　生まれたの去年だっつーの！】

「言葉の綾あやだろ！　揚あげ足とってんじゃねえよ！　根こん性じよう曲がってんじゃねえのか！」

【う、うるさいわね！　あんたなんかにあたしの気持ちが分かってたまるもんですか！】

「俺はお前じゃないんだから分かるわけないだろ！」

【あんただって揚げ足とってんじゃないのよ！　言葉の裏を読み取りなさいよ！　謝ったくらいじゃ、あたしの罪は償つぐなえないって言ってんの！　もう消えるしか方法がないのよ！】

「だから出てきて文句言わせればそれでいいって言ってんだろ！　耳腐くさってんのか！」

【あ、あったまきた！　もう絶対外になんか出てやるもんですか！　さっさと過去に戻もどりなさいよ！】

「お断りだ！　お前が出てこないと、面と向かって文句も礼も言えないだろうが！」

【…………え？】

　そこで、トモエのセリフが途と切ぎれる。

【お礼って……何よ？】

　しまった……余計な事を言ったな。

「……たしかに俺は、選択肢に人生を狂くるわされたよ。あれがなかったら『お断り５』になんて入らなかっただろうし、もっと静かな学園生活を送れてたと思う。でも……そしたらショコラとも出会えなかった」

【……っ】

「同じ『お断り５』の謳おう歌かやふらのとも、こんなに絡からむ事はなかったと思う。爽さわ星ぼしに至っては、話す機会すらなかったかもしれない」

【で、でもそれは、あたしとは関係ないじゃない。あんたが過去に戻ってあたしの自我が生まれないようにしても、選択肢自体は続く訳だし……】

「だったら、空さんとの事はどうなる？」

【えっ……】

「空さんに操あやつられてた時、お前の活があったから、俺は洗脳から解放される事ができた。あれがなかったら、今でも空さんと偽にせの恋こい人びと関係が続いてたかもしれない」

【そ、それは……】

「それに、お前がもう一回俺の中に入ってからの事はどうするんだ？　あの日、体が大きくなる選択肢が出なきゃ宴先生は繁はん華か街がいに行かず、ジャンクさんと再会できなかったかもしれない……そもそも空さんが改心してなきゃ、ジャンクさんは消えたままだよな」

【う……】

「それにな……お前と同じなんだ」

【な、何がよ……】

「楽しかったんだ」

【え？】

「たしかに最低な選択肢だったけど……今思い返せば、楽しかった部分も結構あるよな……って。俺がいて、ショコラがいて、お前がいて、みんながいて──あのドタバタした日常は悪くなかったなって。だから、お前にその、楽しかった日々を否定してほしくな──って、なに恥はずかしい事言わせてんだお前！」

【あんたが勝手に言い出したんでしょうが！】

「うるさい！　楽しかったのは事実だ！」

【あ、あたしだって楽しかったわよ！】

「だったらそれを全部消すような真似まねするんじゃねえ！」

【あたしだって消したくないわよ！　でも、出たくても出らんないって言ってるでしょ！】

「だから覚かく悟ごを持てばその通りになるって言ってるだろうが！」





「選べ　①甘草奏があの日に戻って、違ちがう選せん択たくをする

　　　　②実体化して、外に出る

　　　　③このまま、甘草奏の中にとどまる」






「もう一度言うぞ……選べっ！」

【うるっさいわね！　分かったわよ、②よ、②！　②番②番②番！　はい、②番を選びました！　ほらこれで満足？　こんなんで何も起こるはずないのよ！　どんなにどんなにどんなに頑がん張ばっても出らんなかったんだから！】

「…………はっ、それはお前の頑張りが足りなかったんじゃないのか？」

「なっ……なにニヤニヤしながら言ってんのよあんたは！　あたしがどれだけ苦く悩のうしたかも知らないでっ！」

「い、いででっ！　耳引っ張るなよ！　いででででっ！」

「ふんっ……当然の報むくいよ。ビンタされなかっただけでもありがたく思いなさ──え？」

　トモエは、俺の目の前でマヌケな表情をしていた。

「ど、どうして……」

　俺はその顔に向かって言ってやった。

「お前、自分の事誰だれだと思ってんだ？……絶対選せん択たく肢しだぞ」
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　幕間　ある可能性の話
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　人は、道みち端ばたにエロ本が落ちていたらどうするか。




　そんなもん、チラ見するに決まってる。

　高校生ともなれば、体面上の問題もあるから、すぐさま拾うなんて露ろ骨こつな真似はできないけど、そりゃあもう、全力でチラ見するに決まってる。

　それで、開かれていたページが、ちょっとマニアックだったりしたもんだから、テンション微び増ぞう。

　しかし、そういった小さな幸せというものは、えてしてぶち壊こわされるもので。




【選べ　①顔に押し付けて臭いを嗅かぐ　②食べる】




　今現在、俺の脳内にはこんな選択肢が浮うかんでいる。

　そして、この選択肢は必ずどちらかを選ばなければならない。そう決まっている。

　エロ本は普ふ通つう、中身を見て興奮するものだ。嗅いだり食べたりして興奮したら、それはもうアレな人だろう。

　でも俺は……食べた。

　やっぱり興奮しなかった。当たり前だ。

　吐きそうになりながら、破った一枚をなんとか食べきった瞬しゆん間かん──

「お？……おお？……おおおおおおおおっ！」

　体の内側から、得体の知れない力が湧わき上がってきた。な、なんだこれ!?

「い、一体、何がどうなって──」

「素す晴ばらしいわ」

「!?」

　不意に後ろから声がかかり、振ふり返る。

「はじめまして、甘あま草くさ奏かなでクン」

　そこには女性が立っていた。それも目の眩くらむような絶世の美女だ。

　スタイルもヤバい。そして格好は更さらにヤバい。ビキニアーマーの上にマントを羽織っており、頭には三角帽ぼう……魔ま女じよ？　いや、魔女というよりも痴ち女じよだな。

「あ、あなたは？」

　その美女は妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

「私の名前は　オッパ・イペロンチョ」

　オッパ？……変わった名前だな。

「キミ、今、体が力に満ち溢あふれてるでしょ？」

　オッパさんは俺の顎あごに、自分の人差し指をちょん、と載のせた。

「は、はい」

「それは私がキミにエロナジーを分け与あたえたからよ」

「え、えろなじー？」

「そうよ。まあ、キミに分かりやすく言うならば……異能の力ってとこね」

　な、何言ってんだ、この人……異能の力ってそんなマンガじゃあるまいし……いや、絶対選択肢なんてものが存在している時点で、もう何があってもおかしくはないか。

「まあ簡単には信じられないかもしれないけど……私は異世界の住人なの」

「異能と……異世界ですか」

「そうよ、そしてその異能の力の原動力は……エロよ」

「は？」

「私達の世界では、エロさが力を決めるのよ！　より下げ劣れつで、より卑ひ猥わいな者が強い！　それが唯ゆい一いつにして最大の摂せつ理り！」

　嬉うれしそうに声を張り上げるオッパさん。

「私はエロナジーを分け与えるに相応ふさわしい人間を見つける為ために、道端にエロ本を置いておいたわ。でも、どいつもこいつもチラ見するとか、拾ってもちょっと見て捨てるとか、ありきたりの反応しかしなかったわ。舐なめるとかしちゃうくらいの猛も者さをさがしていたんだけど……まさか食べるなんて、予想の斜ななめ上をいくエロリティだわ！」

　ただ単に選択肢の結果なんだけど……でも、何を血迷って②の方を選んだのか、自分でも全く意味が分からない。

「で……そのエロナジーっていうのは具体的にはどういう力なんですか？」

「あら、随ずい分ぶん順応が早いのね」

「まあ……そういう力に、心当たりが無い訳じゃないんで……」

「？　まあいいわ、じゃあ口で説明するより実際に見てもらいましょう」

　オッパさんは俺にちょっと離はなれるように指示し、大声を張り上げた。

「おちん○っ！」

　瞬間、オッパさんの手に鋼鉄の盾たてが出現した。

「なっ……」

「どう……固そうでしょう。ああ、我ながら素晴らしいわ……カチンコチン」

　恍こう惚こつの表情を浮かべるオッパさん……あ、この人、変態だ。

「エロナジーの優ゆう劣れつはね、『発した単語自体のエロさ』×『言葉を発した本人自体のエロさ』で決まるのよ」

　オッパさんが出したのは、とんでもなくごっつい盾だった。『おちん○』がどのくらいのエロさなのかは分からないが、オッパさん本人は相当エロそうだった。

「これと同じ力が今のキミには備わっているわ。さあ、実験よ。私と同じ単語を発してみてちょうだいっ！」

　はあ……やるしかなさそうだな。

　俺は、オッパさんが持つ盾に向かって手をかざした。そして、

「お、おち○こっ！」

　その瞬間──

「きゃあああああっ！」

　俺の手の平から、灼しやく熱ねつの火球が射出された。

「なっ……」

　それが直ちよく撃げきした盾は粉々に砕くだけ散り、オッパさんは衝しよう撃げきで勢いよく吹ふっ飛ばされた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかっ！」

　慌あわててオッパさんに駆かけ寄る俺。

「素晴らしい……素晴らしい逸いつ材ざいだわ！」

　すぐさま立ち上がったオッパさんは、興奮気味にまくしたてた。

「我が国を救えるのはキミしかいないわっ！　早さつ速そくムックリーノ皇国に囚とらわれたチチクリーナ姫ひめを救出してもらうわ。そうねまずは、首都モッコリンに潜せん入にゆうするルートを考えなくちゃ……ああそうだ、チュパペロ族に協力を要よう請せいしましょう。ああ、希望が見えてきたわ。我がマサグルマン帝てい国こくに栄光あれ！」

「固有名詞がクソすぎて内容頭に入ってきませんけど！」

　だが、オッパさんは俺のツッコミなど聞いていなかった。

「そうと決まれば話は早いわっ」

　オッパさんが手をかざしたその瞬間、頭上の空気がぐにゃり、と歪ゆがみ、何やらブラックホールのようなものが出現した。

「これが異世界への扉とびらよ。さあ、覚かく悟ごを決めなさい。エロ本を食べたあの瞬間、キミの運命は変わったの」

　言われずとも直感が告げていた。俺は人生の階段を大きく踏ふみ外したと。そして、この戦いからは逃のがれられない、と。

「……分かりました。やってやりますよ」

　そんな俺の様子を見たオッパさんは、妖艶な微笑みを浮かべた。

「ようこそ、エロイ能バトルの世界へ」







　最終章
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「あ、あの……先せん輩ぱい。こ、これ……受け取ってくださいっ！」

「あ、ちょっと……」

　その子は、止める間もなくかけていってしまった。

「まいったな……うおっ!?」

　靴くつ箱の中からもラブレターと思おぼしき封ふう筒とうが数通、溢れ出てきた。

　気持ちは嬉しい。俺なんかに好意を抱いだいてくれるのはありがたいんだけど、俺には──

「じーっ」

　あいつがいるし。

「じとーっ」

　そいつは、俺を軽くにらみながら、自分でじとーって言っていた。

「ほおー、あいかわらずもてもてですね」

　ショコラはほっぺたを膨ふくらませながら、こちらに歩いてくる。

「あのな、お前がいるのに俺が受けると思うのか？」

「おもいませんけど……しんぱいなんですもん」

「あのな、そう言うけど、お前だって──」

「ショコラちゃんだっ！」「やべえ……かわいいな」「ああ、今日もお菓か子しあげようぜ」

「わあ、ありがとーございますっ」

　あっという間に囲まれるショコラ。そこから数分間は、頭なでられたり、お菓子もらいまくったりでもみくちゃ状態だった。

「えへへ、きょうもたくさんもらっちゃいました」

「ほら……お前だってモテてるじゃんか」

「え？　しんぱいしなくてもわたしは奏かなでさんひとすじですよっ」

「俺もだ」

「えへへ」

　しっぽ毛をぴょこりと立たせて喜ぶショコラ。

「奏さん……」

「ショコラ……」

　見つめ合う俺達の横を誰だれかが通り過ぎ、吐はき捨てるようにセリフを残していった。

「……爆ばく発はつして四散しろ」




　ショコラと一いつ緒しよに教室のドアを開ける。

「おはよーっす」

「おはよーございますっ」

　俺とショコラの挨あい拶さつに、みんなが次々に声を返してくれる。

　三年生に進級してから約半年。俺は、完全に平へい穏おんな学園生活を取り戻もどしていた。

　普ふ通つうって……いいなあ。

「甘あま草くさ君、あのさ……ちょっと聞いていい？」

　そこで、一人の女の子が話しかけてきた。

「甘草君ってさ……二年生の時までなんであんな変な行動してたの？」

「うっ……」

「あ、気に障さわったんならごめんね。その……同じクラスになってからの甘草君って、去年まで聞いてたのと、あまりにも印象が違ちがうもんだから」

　そうだよな……三年生から一緒になったメンバーはそういう風に思うだろうな。

「いや、まあそれは若わか気げの至りというかなんというか……ほら、『俺の右手が疼うずく！』みたいなの、やりたくなる時ない？」

　あまり上手うまい誤ご魔ま化かし方じゃないけど……まあしょうがない。

「なにそれ、中二病とかいうやつ？」

　そこでまた違う女子が会話に入ってきた。

「あ、まあ……そんなもんかな」

「ああもー、こんなにまともなら、あたしも狙ねらっとけばよかったなー」

　その子は、思いっきりストレートな物言いをした。

「甘草君って料理とか家事も得意なんでしょ……すごいよね」

　最初に話しかけてきた子が、感心したような眼まな差ざしを向けてきた。

「あーもう、ショコラちゃん羨うらやましーっ」

「はい、わたし、しあわせですっ！」

「あ、あの甘草が……あの甘草がリア充じゆう的な扱あつかいを受けている……半年経たっても未いまだに受け入れられない……ぐぎぎ」

　満面の笑えみのショコラの後ろで、佐さ藤とうが悔くやしそうにハンカチを嚙かんでいた。

　……まあモテるモテないはともかく、毎日が落ち着いているのは間ま違ちがいなかった。

　もう一度言おう。普通って……いいなあ。




「……ふん」

　その様子を屋上からうかがう影かげがあった。

　そいつは、地の底から響ひびくような声で、呟つぶやいた。

「甘草奏……殺してやる」
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「えー……で、あるからしてー」

　午後の気だるい時間帯。古文教師の子こ守もり歌うたのような声が襲おそってくる。

「甘草」

「へ？……あ、はいっ」

　ちょうどウトウトしかけたタイミングで、先生が俺を指名する。

「ここに入る言葉が何か分かるか？」

「えーっとですね……」

　以前ならこういう場面では選せん択たく肢しが出て、最低な解答をさせられたものだけど──

「うむ、正解だ」

　先生は軽く頷うなずいて、授業を再開した。

　今現在、この三年七組に『お断り５』は一人もいない。去年みたいにいきなり授業中に妙みような発明品を試ためしだしたり、下ネタを連呼して妨ぼう害がいするような輩やからは存在しなかった。

「くああ……」

　再び眠気が襲ってきたその時──

「甘草奏ぇっ！」

　叫さけび声と共に、教室のドアが開けられた。そして、五人の生徒が続々と侵しん入にゆうしてくる。

「な、なんだお前ら、授業中だぞ！」

　先生が声を張り上げる。

「クク……我の神聖なる儀ぎ式しきを邪じや魔まするとは、愚おろかの極きわみなり……死ねっ！」

　先頭にいた全身黒ずくめの女の子が、先生に何かを吹ふき付けた。

「うわっ！　い、一体何を──きゅう」

　先生の体が、がくり、と崩くずれ落ちた。

「クク……流石さすがは妾わらわの開発せし睡すい眠みん薬やくよ」

　死ねっ！　とか言ってたのに睡眠薬なのか……

　そしてその女の子は、一番前に座っていた男子に声をかける。

「クク……おい、そこの凡ぼん愚ぐ。この教きよう諭ゆを保健室に連れて行く役割を与あたえる」

　……意外に優やさしいな。

「は？　自分で行けよ。てかお前一年生だろ？　いきなり入ってきて何命令してんだよ」

　……思いっきり断られていた。

「クク……この崇すう高こうなる使命に従わないとは愚かな……それではその隣となりの女おな子ごに命ずる」

「普通に嫌いやだし……というかね、先輩には敬語使った方がいいよ」

　……また断られていた。

「クク……そうですよね」

　言う事聞くのかよ！

「クク……き、貴様ら、アタイが戻るまで暫しばしの休息を与えるっ！」

　そして、そのまま先生を担かついで出て行ってしまった。

「「「「………」」」」

　残された四人は、無言のまま黒板の前に立ち尽つくしていた……なんだよこの空気。




「クク……はあ……はあ……待たせたなっ！」

　数分後、息を切らせた女の子が戻ってきた。

「クク……よく聞け愚民共。麻ま呂ろの名は黒くろ歴れき史し最さ中なかなりっ！」

「「「「「…………」」」」」

　教室中に漂ただよう、強きよう烈れつな『だから？』感。それにしても……すごい名前だな。

「クク……あまりの迫はく力りよくに声も出ないか。お前達、続けて名乗りをあげるがいいっ！」

　黒歴史のその掛かけ声で、それまで銅像のように固まっていた四人が、一いつ斉せいに動きだした。

「猥わい褻せつ物ぶつ陳ちんノの助すけです、よろちんこ」

「鞭むち打うち褒ほう美びよ……あ、はあああんっ！」

「尻しり割われ照てる子こ。顔はやめな、ヒップにしな、ヒップに」

「も、ももも、藻も左ざ山やま幾いく男お……モザアアアアッ！」

「濃こすぎて処理しきれませんけど！」

　一人目は、眼帯＋全身黒ずくめの中二病。

　二人目は、うんことかちんことか満まん載さいのＴシャツ着てる超ちよう絶ぜつイケメン。

　三人目は、なんかスタンガンっぽいので自分の体に電流流してるドＭ。

　四人目は、名字と名前の組み合わせが悲ひ惨さんすぎる、時代錯さく誤ごのスケ番。

　五人目は……あ、なんかいきなり脱ぬぎ出したぞ。モザイク入れた方がいいんじゃないか。

　ヤバい……とにかくヤバすぎる。

「えっと……君達は？」

「クク……さすがはレジェンド。アチキ達の事など眼中にないか」

　代表して中二ちゃんが答える。というか、さっきから気になってたんだけど、一回毎ごとに一いち人にん称しようが変わる設定なんだろうか。

「クク……ミー達は、今年度後期に選出された新『お断り５』ザンス」

　ああ……やっぱりそうか。今年度になってから、対たい抗こう戦とかそういうイベント一いつ切さいやらなくなったからな……全然情報が入ってこなかった。

「で……その『お断り５』が俺に何か用？」

「クク……甘草奏……お前を殺す」

　そいつはあたかも緑の川が光っているような表情で言い放った。

　もうめんど臭くさいから注意してみよう。

「さっきさ……先せん輩ぱいには敬語って言われなかったっけ」

「は、はいっ！　す、すみませんっ」

　……やっぱりやめんのかよ。キャラ設定ちゃんとしようよ。

「じ、実は私達……みんな甘草先輩に憧あこがれていたんですっ」

　完全に普ふ通つうの女の子と化す黒歴史ちゃん。

「俺に？」

「はい。この学校には伝説の『お断り５』……いや、『お断り男』がいたと！」

　黒歴史ちゃんが、キラキラした視線を向けてくる。

「どれだけカスのような扱いを受けようと、自分の変態道を貫つらぬいた超ちよう人じんがいるとっ！」

　いや……別にカスみたいな扱いは受けてないけどな。ギャグっぽく避さけられてはいたけど、ガチでいじめられてたとかそんなんじゃないし。

　そこで、猥褻物陳ノ助が口を開く。

「いくら僕でも、フルチ○で校内を闊かつ歩ぽする事はできないですよ」

「いやしてねえから！」

　続いて尻割照子が話しかけてくる。

「女を庇かばう為ために全校生徒の前で尻の穴見せたとか……先輩……アンタ男だよ！」

「だからしてねえから！」

　まあ……それに近い事はあったけども。

　その次は鞭打褒美。

「あ……はあああん！　あ……ふうううんっ！」

「いつまでスタンガン押し当ててんだ！　ドＭってレベルじゃねーぞ！」

　最後に藻左山幾男。

「モ、モザ！　モザチュ！」

「なにピカチュ○みたいなイントネーションで言ってんだ！」

「まあ少し誇こ張ちようはありましたが……数々の伝説を残した先輩は、我々変人達の憧れの的なのです。ですが、現状先輩は普通の人間に成り下がっている模様……ですから、かつての姿を取り戻もどしてほしかったのです……」

　う……黒歴史ちゃんの尊敬の眼差しが痛い。

　でも、今の俺は、彼女達の期待に応こたえてやる事はできない。

「悪いな、黒歴史ちゃん」

　俺はにっこり笑って、自分の頭をトントン、とつついた。

「俺を変態にしてた奴やつ、もうここにいないんだ」
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　とある日曜日。

「うわあああああああああっ！」

「ぶひいいいいいいいいいっ！　結けつ婚こんしてくださいいいいいいいいっ！」

　道を歩いていると、曲がり角の向こうから悲鳴＆変態じみた叫びが聞こえて来た。

　なんか悲鳴の方は聞き覚えがあるような……

「うわあああああああ──あ、甘草、丁度いいとこに、アンタちょっと助け──」

「素す直なお様あああああああっ！」

　爽さわ星ぼしを追って曲がり角から現れたのは、体重が三桁けたに到とう達たつしているであろう人物。

「ハア……ハア……やっと……捕つかまえたブヒ」

　その人は、爽星の肩かたを摑つかんでニヤッ、と笑い──

「ちょっ……よ、止よせ……う、ぎゃああああああっ！」

　力の限りハグし始めた。

「………………………………えっと」

　俺は完全に助けるタイミングを失ってしまった。

　なんかメキメキ鳴ってる気がするけど……それは聞かなかった事にしよう。




「グフフ……素直様、また来ますね」

　数分後、その人は満足した様子で舌なめずりしながら、ノシノシと去って行った。

「う、うう……」

　残された爽星はよろよろと立ち上がり、俺を睨にらみ付けた。

「な、何で助けてくんなかったんだよ！」

「いや、相手から爽星への悪意が感じられなかったし……なにより女の子だったし」

　そう、爽星を蹂じゆう躙りんしていったのはちょっと……いや、大分ぽっちゃりな女の子だった。

「性別関係無いし！　大体こういうのは甘草、アンタの役目だろうが！」

　役目かどうかはともかく、すごい懐なつかしい感じはした……さっきの子、大だい子こさんの親しん戚せきじゃないよな？

「今のは……ファンなのか？」

「まあ……そうだな」

　爽星はどこか遠い目をして答えた。

　爽星は現げん役えき女子高生アイドルだ。全国的な知名度はまだまだだけど、地方ローカル番組にはバンバン出てるし、全国ネットでも深夜の時間帯にはちらほら出演したりしている。

「女の子なのに、大分熱ねつ烈れつな感じだったな」

「まあ……この前のアレがいけなかったんだろうな」

　更さらに遠い目になる爽星。

「この前って……ああ、番組の企き画かくで男装したアレか」

「そう……アレ以来、なんか女の子のファンが増えちゃって……」

　まあ爽星の男装はバッチリ決まってたし、元から男っぽい口調でもあるし……某ぼう歌劇団的な感じで女性ファンが付いてもおかしくない。

「いや、性別関係無く好きになってもらえるのはありがたいんだけどさ。でも……アタシのファンは何故なぜだかヤバい感じのが多くて……」

　まあ、さっきのも普通とは言い難がたかったしな。

「前なんか『足舐なめさせてくれ』って言われたし……」

「それはヤバいな……」

「別のファンには『俺の作ったなめろう食べてくれ』って言われたし……」

「それは渋しぶいな……」

「また違うファンには『俺と一いつ緒しよにナメクジに塩かけてくれ』って言われたし……」

「それはキモいな……」

「それはちょっと……って断ったら『この塩対応が！』って怒おこってた」

「ちょっとうまい事言ってんじゃねえか！」

　俺がツッコミをいれたタイミングで──

「す、素直ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　後ろから緊きん迫ぱくした様子の声がかかった。

「あれ、伊い緒お乃の？」

　息を切らせてそこにいたのは四し葉ば紙かみ。

「はあ……たまたま……素直ちゃんが……はあ……誰だれかから逃にげてるの見えたから……はあ……追いかけたんだけど……私、足遅おそいから……」

「そっか。ありがとな。でもファンの人だったから大丈夫──いや、あんまり大丈夫ではないけど、怪け我がとかはないし」

「そう……だったんだ。よかったあ……あ、甘草さん」

　四葉紙はそこで俺の存在に気がついた。

「おっす。俺はたまたま爽星と会ってさ」

「そうなんですね……びっくりしたでしょう、素直ちゃんのファンの方、ちょっと変わった人が多いから」

「そうみたいだな」

「伊緒乃……いいよな、アンタのファンはまともで……おまけにイケメン率高いし」

「あ、あはは……そんな事ないと思うけど」

　爽星のジト目に苦笑いする四葉紙。

「そっか……四葉紙もアイドルなんだよな」

「は、はい……恐おそれ多いんですけど……素直ちゃんが背中を押してくれたので……」

　なんでも、アイドル活動中の爽星の応おう援えんに行った際にマネージャーさんの目に留まり、そのままスカウトされたという話だった。

「実はその縁で、今度二人でユニット組ませてもらえる事になったんです」

「へえ、それはいい話だな」

「そうなんだけどさー……なんかキャッチフレーズが腹立つんだよなー」

「キャッチフレーズ？」

　首を傾かしげる俺に、四葉紙が苦笑いで答える。

「そうなんです。私達に内ない緒しよで勝手に打ち出されちゃって……なんか『正統派×色モノ、異色のコンビネーションに刮かつ目もくせよ！』って……」

「マジで勘かん弁べんだし！　なんでアタシが色モノ扱あつかいなんだよ！」

「いや、顔にオッサンのメイクしたり、熱湯風ぶ呂ろで芸人より面おも白しろいリアクションしちゃうアイドルは完全に色モノだと思うぞ……」

「う、うっさいし！　と、とにかく、アタシと伊緒乃は絶対にビッグになってやるんだからな！……あー、もうなんか腹立ってきたからヤケ食いしよう！」

　そのままぷんすかと歩いていってしまう。

「……あ、それと甘草！」

　しかし、少し進んだ所で立ち止まり、こちらを振ふり向く。

「アタシと伊緒乃が今、こうしてアイドルやってられるのは、アンタがいてくれたからで……あの……その……あ、ありがとなっ！」

　そしてそのまま、恥はずかしそうにダッシュしていってしまった。

「な、なんだ？……」

　あまりに急な礼の言葉に、全く理解できない俺。

「ふふ、素直ちゃんはいつも言葉が足りないんですよね」

　四葉紙が、出来の悪いお姉ちゃんを見守る妹みたいな笑えみを浮うかべる。

「二人でいつも話すんです。甘草さんにはいくら感謝してもし足りないね、って。素直ちゃんが間ま違ちがった道に進もうとしてたのを正してくれたのも甘草さんだし、私達が出会えるきっかけになったのも甘草さんです。そして、私達に恋こいを教えてくれたのも甘草さんです」

「四葉紙……」

「これも二人でよく言うんです。絶対ビッグになって、私達をふった事を後こう悔かいさせてやろうね、って」

「は、はは……」

「ふふ、冗じよう談だんですからそんなに困った顔しないでください。私達の肩かた書がきなんて関係無く、甘草さんがショコラさんしか見てないのは分かってますし、私も素直ちゃんも、いい意味でもう甘草さんの事は何とも思ってませんから」

　そう言って、悪戯いたずらっぽく笑った。

「あ、あんまりからかわないでくれよ。それじゃあまるで──っ」

　そこで俺は、自分の失言に気付く。

「あの人みたい、ですか？」

「…………ごめん」

「なんで謝るんですか？　もしかして、あの人の事を私に話すのタブーみたいに思ってませんか？」

「いや、まあ……でも、あんまりいい気はしないだろ？」

「ねえ、甘草さん」

　四葉紙はそこでまた、悪戯っぽい笑みを見せた。

「私達のユニット名、教えてあげますね」




　それから約一ヶ月後。

「奏さん、わくわくしますねっ！」

「ああ、そうだな」

　俺とショコラは、爽星と四葉紙のユニットデビューイベントにやってきていた。

　場所は都内のライブハウス。かなり大きめの場所だけど、席は完全に埋うまっている。ネットで検けん索さくしてみたけど、それぞれのファンの間でも、二人がユニットを組む事に関して、アンチ的な意見はほとんど見られず、期待しているというのが大半だった。

　そこで、会場の照明が落とされ、ＭＣのアナウンスが始まった。

『みなさん、大変長らくお待たせいたしましたっ！』

　俺は、一ヶ月前の四葉紙との会話を思い出す。




「……え？」

「おかしいでしょうか？」

「いや、そんな事はないけど……いいのか？」

　四葉紙は、俺の目を見み据すえてはっきりと答えた。

「はい。あの人が素直ちゃんや甘草さん達にした仕打ちを考えると……マイナスの感情が無いとは言えません……でも」

　四葉紙は、力強い口調で続ける。

「あの人があんなに歪ゆがんでしまったのは、たった一つの感情を知らなかったからなんです。そしてそれは、誰にでも起こりうることだと思うんです。まだデビューもしていない身でこんな大それた事言うのは恐れ多いんですけど……届けたいんです。世界中の、この感情を知らない人、この感情を失ってしまった人、この感情に飢うえている人、みんなに」

「四葉紙……」

「そして、あの人にも」




『それでは前置きはここまでにして、いよいよ二人に登場してもらいましょうっ！』

　会場が歓かん声せいに包まれ、俺は回想から引き戻もどされた。

『それでは参りましょう！　四葉紙伊緒乃と爽星素直の期待の新星ユニット──』

　大丈夫。二人の思いは届く……必ず。
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『《スカイ・サーガ》で曲は《空と恋のCROSS》!!』




　　　　４




「ほんとに行っちゃうんだね」「なんか……寂さびしくなるな」「向こうでも頑がん張ばってね」

「あはは、みんな、ありがとーっ！」

　花束を受け取った謳おう歌かは、笑顔を振りまいていた。

「うう……謳歌ちゃん……謳歌ぢゃんっ」

　柔やわ風かぜが半泣きで謳歌に抱だきつく。

「おお、よしよし小こ凪なぎたん、だいじょぶだよ。離はなれててもあたし達は友達だからね」

「うん……うん……ぞうだよね」

　今日は、放課後の教室で謳歌のお別れ会が開かれていた。

　謳歌は明日、留学の為ためにアメリカに旅立つ事になっている。

　なんでも向こうの大学で機械工学の研究をするらしい。当初は高校を卒業してから、という事だったんだけど、大学側からのどうしても早く来てほしい、との要よう請せいにより、飛び級扱いで留学が早まったという話だ……ほんとに天才なんだな。

「なにこれ……入れないじゃん」「ちょっと、私も遊ゆう王おう子じさんと話したいんだけど」「わ、馬ば鹿か！　押すなって！」

　謳歌のその人ひと柄がらからか、教室には人が入りきらずに溢あふれている。

　ショコラ、ふらの、爽星、四葉紙。その他ほかにも見知った面々が顔を揃そろえ、謳歌との別れを惜おしんでいた。




　やがて、お別れ会も終しゆう盤ばんにさしかかる。

「みんな、今日はほんとにありがとね。わざわざ集まってくれたみんなに、あたしからプレゼントがありまーす」

　謳歌はそう言って、ポケットから小こ瓶びんを取り出した。

「あたしが開発した芳ほう香こう剤ざいなんだ。元気モリモリになるスペシャルブレンドだよっ」

　怪あやしい……どうみても怪しい。

「それじゃー開けるねっ」

「あ、ちょっと待──」

「それっ！」

　蓋ふたが開かれたその瞬しゆん間かん──

「く、くせえええええっ！」「お、おえええええええっ！」「鼻が……鼻がいかれるっ！」

　教室中に、とんでもない異い臭しゆうが発生した。

「あはは、大成功っ！」

　いつの間にかガスマスクを装着している謳歌。

「謳歌……おえっ……お前……これは……」

「うんっとね。世界中からオナラの臭においのサンプルをたくさん集めて、各国で一番臭くさい人のを全部ブレンドしてみた」

「くだらねえ事してんじゃねえ！」

「あはは、みんな変な顔ーっ！」

　ガスマスクの中から、本当に楽しそうな声が漏もれてくる。

「痛い……鼻が痛いいいいいっ」「うちのお父さんのより臭いオナラがあったなんてええええっ！」「この臭さはくせになりそ──いややっぱりただ単に臭くせえええええええっ！」

　教室内は地じ獄ごく絵図と化していた。

「あはは、悔くやしかったら追っかけてきなよ」

　謳歌はあっかんべーの後、おしりペンペンの動作をしてみせた。

「みんな、じゃーねーっ！」

　そのまま猛もうダッシュで教室から去って行く謳歌。

　残された俺達は、声を揃えて言い放った。

「「「「「子供か！」」」」」




「……この辺りのはずなんだけど」

　異臭騒さわぎの約一時間後、俺は謳歌を捜さがして歩いていた。

　お別れ会が終わってから言おうと思ってた事があるのに……まさかあんな形で逃にげ出すとは思っていなかった。

　携けい帯たいにかけても反応はなかったけど、その足取りは意外に多く残されていた。

　それは行く先々で目につく、謳歌の被ひ害がい者しや。

　どうやら知り合いの所で、かたっぱしからイタズラをして回っているらしい。しかもその内容が本当にくだらない。名前を宣言してのピンポンダッシュだったり、顔面に水みず鉄でつ砲ぽうぶっかけだったり、昼ひる寝ね中に顔に落書きだったり、その他たくさん。

　でも、話を聞いた誰だれ一人として、本気で怒おこっている人間はいなかった。それどころかちょっと嬉うれしそうにしている人がほとんど。これも人徳……なのか？

「まあなんにせよ、あいつらし──おっ」

　そこでようやく、公園内に謳歌の姿をみつけた。

「おーい、謳歌」

「ん？　あ、奏っち！」

　謳歌は器用にも、ジャングルジムのてっぺん付近で仰あお向むけになっていた。

「あ、降りてこなくていい。そっちいくからちょっと待っててくれ……よっと」

　俺は頂上目指してジャングルジムを登っていく。

「ふう……ってどうしたんだお前？」

　謳歌の服は、泥どろだらけになっていた。

「ああこれ？　仲良しの小学生のたかし君達と、相撲すもう大会やってたんだ」

　完全に子供だった。

「あたし、全勝優勝したよっ」

　そして大人げなかった。

「お前、これは女の子として──いや、これが謳歌だよな」

　俺は苦く笑しようしながら、謳歌の隣となりに腰こし掛かける。

「ていうかお前、最後にやらかしてくれたな……」

　俺はジト目を向けるが、謳歌は全く悪びれない。

「あ、さっきのオナラのやつ？　あはは、臭いだけで害はないから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「いや、臭いのが問題なんだろ……」

「それどころか、体にいい成分を配合しといたからね。ちょっとした風邪かぜくらいだったら調子よくなってる人もいるかも」

「また無む駄だに天才だな……」

　これで思考回路がまともだったらな……いや、まともじゃないからこその天才性なのかもしれないけど。

「あー、今日は楽しかったなっ！」

　謳歌は大きく伸のびをしながら、満足そうに笑う。

「そっか。よかったな」

　これだけやりたい放題ならそりゃあ楽しいだろう。まあ、短期留学じゃなくて数年間はアメリカ暮らしって事だから、最後の思い出作りなんだろうな……

「うんっ。あ、でも今日だけじゃなくて、昨日も楽しかったな。一昨日おとといもその前も……その前もっ！」

　懐なつかしむような表情を見せる謳歌。

　そうだ、謳歌はいつも……どんな時も楽しそうだった。

「でもね、明日あしたからもっと楽しいと思うんだ！　聞いて聞いて！　あたし向こうでね──」

　子供のような表情で自分の夢を語る謳歌。その顔は、喜びと可能性に満ちていた。

「なあ、謳歌」

「ん？　どしたの？」

　俺は、話を終えた謳歌に向かって口を開く。

「……………………あれ？」

「奏っち？」

「あ、いや……」

　……忘れた。

　俺は、謳歌に贈おくる言葉を考えていた。謳歌には色々と世話になったし、思い出も沢たく山さんある。アメリカに行ってしまうこの友人に、伝えたい事がある。

　そう思った俺は、形から入るタイプなので、まず原げん稿こうを作ってそれを暗記した……そのせいで昨日はあんまり寝ねてなかったりする。

　そこまでした内容なのに……出だしの文が浮うかんでこない。

　俺は一体何やってん──

「あはは、奏っち。なんかおデコに皺しわよって変な顔になってるよ！」

　そんな俺の顔を見て、謳歌は笑った。

「いや、これはお前に贈るこ──」

「口もタコみたいだったよ！　こんなん！　こんなんだった！」

　そう言って謳歌は、俺の表情を真似まねてみせる。

「ぷっ……」

　あまりの変顔に吹ふき出してしまう俺。

「あ、ところでなんか言いかけてたよね？」
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「……いや、やっぱいいや」

　謳歌の様子を見て、思い直した。

　機械的に暗記した言葉なんて、伝えても意味が無い。

　彼女との別れに、そんなに多くの言葉はいらない。

「謳歌」

「ん？」

「お前と一いつ緒しよの高校生活、楽しかった」

　それを聞いた謳歌の顔が、ぱっと輝かがやいた。

「うんっ！　あたしもっ！」

　別れの前にこの表情をしてもらえただけで、もう十分だ。

　遊王子謳歌。

　彼女の行動は、人を楽しくさせる。

　彼女の言葉は、人を楽しくさせる。

　彼女の笑え顔がおは、人を楽しくさせる。

　そして何より、彼女自身が一番楽しんでいる。

　彼女の周りは、楽しさで満ち溢あふれている。

　これまでも、これからも。

「また会おうね、奏っち！」

　誰よりも人生を謳歌している少女は、最高の笑顔で日本を旅立っていった。
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　謳歌が学校を去ってから数日後の昼休み。

「そのアルパカの髪かみ留どめ、かわいいよねー」

「あ、ありがと……」

　廊ろう下かを歩いていたら女子同士の会話が耳に入ってきて、ふと足を止めた。

「あたしも欲しいなー。それ、どこで買ったの」

「あのね……買ったんじゃなくて、自分で作ってるの」

「マジ!?　超ちようクオリティー高いじゃん！」

「ありがと。こういう小物作ったりとかお裁さい縫ほうとか、好きなんだ」

「雪ゆき平ひらさんさー、お料理とかも得意なんでしょ」

「う、ううん……そんなに得意じゃないよ……でも、好きな事は好きかな」

「うおお、ふらのちゃん……あたしの嫁よめに欲しいわ」

「あ、あはは……」

　ふらのは俺以外の人間にも、素すの自分で接する事ができるようになっていた。

　あのふらのが、他ほかの女子達と楽しそうに談笑している……

「……くっ」

　なんだか俺はちょっとじーんときてしまった。雛ひなの巣立ちを見る親鳥の心境だ。

　聞くところによると、男子からも相当声がかかっているらしい。まあ『お断り５』時代に問題になっていたのはその言動だけだ。

　それが取り払はらわれ、残ったのは控ひかえめで心優やさしい美少女……そりゃあモテるだろうな。

「雪平さん、随ずい分ぶんと楽しそうじゃん」

　そこで女子達の輪の外からふらのに声がかかった。

「あ、金かな粕かすさん」

　金粕と呼ばれたその女の子は顔立ち自体は整っているが、めちゃくちゃ気が強そうで、若じやつ干かんヤンキーっぽい。なんか取り巻きっぽいのを引き連れてるし、女子カーストのボスとして君臨してそうな感じ。

「聞いたよ。あんた、猫ねこかぶってるそうじゃん」

「え？」

「なんか二年の頃ころは毒舌とか下ネタとかひどかったそうじゃん。そのビッチがなんで清純派気取ってんの？」

「あ、あの……それは……」

　思いっきり敵意むき出しの金粕。言動から察するに、三年生になってから転校してきたのかもしれない。

「ちょっと、何言ってんのよ金粕さん。前の話なんかどうでもいいでしょ」

　ふらのの友達の一人が擁よう護ごしてくれる。

「よくないね。そんなインランが男子に色目使ってたら、校内のフーキが乱れるじゃん」

「なっ……ちょっとあなたねえ──」

「清し水みずさん、ありがとう。いいの……本当の事だから」

　ふらのが友達を手で制して、少し寂さびしそうに笑う。

「認めたね。だったら今後はもっと大人しくしてくれる？」

「……うん」

　でも、助けに入る必要はないだろう。

「てかあんたらもなんでこんなのとつるんでんだか。馬鹿みたいじゃん」

「金粕さん」

「なに？」

　ふらのの目は、負けていないから。

「私の事はいいの。でも……お友達を悪く言うのはやめて」

「う……な、なんだよ……」

　たじろぐ金粕。素のふらのはただの気弱な少女じゃない。譲ゆずれない大事な部分に関しては屈くつしない、強い人間だ。

「そ、そんなに睨にらんでも無む駄だじゃん。あたしがそれくらいでビビると思ってんの？　き、気にいんないんだよあんた、ビッチで貧乳のくせにモテやがって！」




　あっ……




「金粕さん」

「……へ？」

　慈じ愛あいに満ちた笑みに、拍ひよう子し抜ぬけした様子の金粕。

「あなたは去年までの私を知らないわよね……お望みなら見せてあげるわ」

　金粕……逃にげろ。

「顔にチンカスがついてるわよ」

「なっ……」

「あらごめんなさい。顔じゃなくて名前がチンカスだったわね」

「違ちがうわよ！　金粕だ！　金粕紀のり子こ！」

「チンカス塗ぬり子こ？」

「どんな耳してんだよこの貧乳！」

「二回目……ね」

　金粕……逃げろ！

「……この程度のブツでよく人様のパイオツを馬鹿にできたわね」

　ふらのは金粕の胸を鷲わし摑づかみにし、思いっきり揉もみしだく。

「ちょっ……や、やめっ……」

「あら、いい声で鳴くわね。命いのち乞ごい……いや、命乳いのちち乞ごいするならやめてあげるわよ」

　なんだよそれ……

「ふ、ふざけ──あっ、や、やめっ……」

「違うわ。そこは『らめええええっ！』よ」

「や、やめ……らめえっ」

「駄だ目めね。『最初は、くっ……殺せ！　とか言ってたくせにオークに責められて実は感じちゃってる姫ひめ騎き士し』感が圧あつ倒とう的に足りないわ。もう一回」

　どんな演技指導だよ！

「ら、らめええええええええっ！」




　そして数分後。

「雪平さん……すみ……ません……でした」

　半アヘ顔状態でがっくりと膝ひざをつく金粕。

「これに懲こりたら、二度とチンカスの分際で人様のパイオツを──」

「おい、もうその辺にしとけよ……みんな引いてるから」

　俺はついに我が慢まんができなくなって止めに入ってしまった。

　貧乳を馬鹿にされて暴走気味だし、なんか変な下ネタスイッチが入ってしまっている。

　せっかくまともな友達ができたのに──

「あら、丁度いい所にチンカス界の重じゆう鎮ちんがやってきたわ」

「誰だれだよ！」

「いよっ！　チンカス将軍のおな～に～」

「わけわかんねえ事言ってんじゃねえよ！」

「言う事言ったらもっこりしたわ」

「すっきりだろ！　お前もっこりするもんねえだろ！」

「そうね……でも甘草君はもっこりしたらいつも、トイレ直行ですっきりしてるわよね」

「してねえよ！　ナニもしてねえよ！」

「おとうさん、どうしてわたしにはおちんち○がないの？」

「なに幼女風に聞いてんだ！」

「それはね……コウノトリが食べちゃったからだよ」

「グロ画像じゃねえか！」

「おとうさん、どうしておとうさんのおちんち○はそんなにちいさいの？」

「やめてやれよ！　もう一いつ緒しよに風ふ呂ろ入れなくなるからやめてやれよ！」

「ちなみに実際の私の父のちん○は、引くほどデカいわ」

「クソどうでもいい情報ありがとうございます！」

「そういえば、なんでも擬ぎ人じん化・女によ体たい化してしまうこの国だけど……まだちん○の女体化は目にした事がないわね」

「当たり前だろ！　誰が得すんだそんなもん！」

「左さ側がわまがりちゃんとかどうかしら」

「どこに萌もえろってんだそんな奴やつ！」

「なら、聖ひじり水みずきらりちゃんにしましょうか」

「キラキラネームってレベルじゃねーぞ！」

「じゃあ、手て当あてこすりちゃんなんかいいと思うわ」

「マジで最低だなお前！」

「あ、そうだ。こすりちゃんで思い出したんだけど」

「……なんだよ」

「世紀末　あと数時間で　来世紀　一人寝ね床どこで　性器持つなり」

「いきなり何言い出してんだ!?」

「自作のエロ川せん柳りゆうだけど」

「いや、そんなドヤ顔で言われても……」

「子はニート　独り立ちなぞ　望めぬが　別のムスコは　立派に勃たちたる」

「単なるエロオヤジじゃねーか！」

「父はハゲ　未来の自分　見るようで　いっそ今から　全部剃そろうか（下）」

「なんでチン毛剃ろうとしてんだこいつ！　ハゲ全然関係ねえだろ！」

「イカが好き　イカの臭においも　また好きで　我が股またからも　イカのかほり」

「ただ単にオナ○ーしたやつじゃねえか！」

「古池や　蛙かわず飛び込む　水の音　それはともかく　パイオツ揉みたい」

「前半いらねえだろ！　芭ば蕉しようさんに謝れ！」

「夏草や　兵つわものどもが　夢の跡あと　それはともかく　ちん○がかゆいよ」

「お前マジで怒おこられるぞ！」

「字余り、そして皮余り」

「うるせえ！」

「やっぱり甘草君のツッコミは気持ちがいいわね」

「いや、お前の下ネタがひどすぎるから、反射的にツッコんでるだけであって──」

「ひいいいいいっ！　反射的にツッコむ男に妊にん娠しんさせられるわ！」

「お前デカい声で何言ってんだ！」

「ひいいいいいっ！　早そう漏ろうすぎてもう産まれるううううううっ！」

「意味分かんねえんですけど!?」

「ひいいいいいっ！　甘草君の股こ間かんにちん○がついてるううっ！」

「それ普ふ通つうだろ！　何がいけねえんだよ！」

「…………ふう」

　ふらのはそこで、ようやく一息ついた。

　長かった……今の下ネタラッシュは異様に長かった。

「……………………あっ」

　ふらのが何かに気付いたように、口を押さえる。

「…………………どうしよう」

　その表情から溢あふれ出る『しまった』感……もしかして今の下ネタラッシュ、ほぼ無意識だったんだろうか。

「……………………………」

　ふらのは無言のまま、未いまだに半放心状態の金粕に近付いていった。そして──

「私の事はいいの。でも……お友達を悪く言うのはやめて」

「お前なにちょっといい場面からやり直そうとしてんだ！　無理がありすぎるだろ！」

「…………金粕さん、顔に消しゴムのカスがついてるわよ」

「何ワード改かい竄ざんしてんだ！　お前さっき思いっきりチンカスって言ってたからな！」

　気持ちは分かるが……あれだけの下ネタの山をなかった事にできるわけがない。

「…………うう」

　ふらのが後こう悔かいに沈しずむ中──

「雪平さん」

　清水さんがふらのに声をかけた。

「し、清水さん、違うの。さっきのは……あの……その……なんて言ったらいいか……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

「え？」

「私達、クラスは違ったけど、去年までの雪平さんを知っててつきあってるんだから、今いま更さらこれくらいで驚おどろかな──くはないけど、簡単に友達やめたりしないから」

「清水……さん」

「ほんとの雪平さんが控ひかえめで優やさしい子だってのは分かってるから。ね、みんな？」
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　清水さんにふられた女の子達は、皆みな一いつ斉せいに頷うなずいてみせた。

「みんな……ありがとう……ありがとう」

　感極きわまった様子のふらの。

「…………ぐうっ」

　そして俺も、じーんときてしまった。ええ子や……みんなええ子や！

　もう大丈夫だ。この子は……ふらのはもう俺の手を離はなれてもやっていける。

　なんかまた、親鳥というか、上から目線になってしまったけど……とにかく安心した。

「…………」

　と、同時に、何か得体の知れない寂さびしさも胸に生まれていた。

　俺にとって、ふらのとの下ネタの応おう酬しゆうは、日常の象しよう徴ちようのようなものだった。常に傍そばにあるものだと思っていた。

　もう既すでに十二月なんで今更だけど……二年生の時とは違ちがうという事を改めて実感した。

　そして、その変わった後の今の環かん境きようですら、後数ヶ月を残すのみとなっている。




　高校生活の終わりはもう、すぐそこまで迫せまっていた。




　　　　６




　ショコラと二人での、帰り道。

「さ～て、きょうのばんごはんは何でしょうか～」

　いつも通り、ふわっとした口調でしっぽ毛をぴょこぴょこさせるショコラ。

　その後ろ姿を見ながら思う。

　付き合い始めてからの約十ヶ月……ショコラはどこに行っても、何をやっても、ただ俺といるっていうだけで、喜んでくれた。

　幸せな、時間だった。

「……ショコラ」

「ん？　どーしました」

「俺達……ずっと一緒にいような」

「はいっ」

　ショコラは満面の笑えみで頷いてくれた。

「でも奏さん……そういうのしぼうフラグっていうんですよ」

「はは、そうかもな」

　でもそれは、物語の中だけの話だ。もう俺達の仲を引き裂さくものは、何も無い。

　そして、二人で並んで歩いているうちに、とある場所に辿たどり着いた。

「…………」

「奏さん、たちどまってどーしたんですか？　何かおかしでもおちてるんですか？」

「いや、そうじゃない……」

　俺は、ショコラに問いかけた。

「なあショコラ、ここ、覚えてるか？」

「はい、もちろんです。わたしと奏さんが出会った場所ですから」

　そう、ここでショコラが落ちてきて……そこから全すべてが始まったんだ。

「色々……あったよな」

「はい。いろいろありました」

「…………あれ？」

　そこで俺は、自分の頰ほおが濡ぬれているのに気がついた。

「奏さん？　なんでないてるんですか？」

「あ、いや、悪い……なんか色々思い出したら勝手に……」

「なにか、かなしい事でもおもいだしました？」

「いや、違うんだ。俺は今、人生で一番充じゆう実じつしてる。お前が隣となりにいてくれて、最高に幸せだ。それは間違いないんだけど……去年のみんなでドタバタしてた頃ころの事が頭をよぎったら、懐なつかしくてなんか自然に……」

「ふふ、たしかに、あの頃の奏さんは、大変そうでしたけど、楽しそうでもありました」

　そうだ……楽しかった。あの高校二年生という時間は、俺の中でよくも悪くも強きよう烈れつな輝かがやきを放っている。

　でも、その楽しい時間は永遠には続かない。

　爽星と四葉紙はアイドルになったし、謳歌はもう日本にいない。ふらのだって、来年になれば県外の大学へ行くっていう話だ。

　それに、あいつだって──

　人は……環境は、時間と共に変化していく。みんな、それぞれの道を進んでいく。

　ただ、変わらないものも存在する。

「ショコラ……」

　だから俺は、涙なみだを拭ぬぐって言う。

「ずっと……一いつ緒しよにいような」

「奏さんそれ、さっきも言いましたよ。まあなんかい言われてもうれしいですけど」

　えへへ、と笑うショコラ。

　変わらない……周りがいくら変わっても、俺とショコラの関係性だけは変わらない。

　ずっと一緒だ……死ぬまで。

「ショコラ」
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「はい？」

「あのな……」

「はい」

　もうずっと前から言おうとしてた事だ。いい機会だ……今、伝えよう。

「俺が大学を出て、ちゃんと給料を稼かせげるようになったら……」

「なったら？」

「その時は、俺とけっこ──」




「きゃああああああああああっ！」




　頭上から悲鳴が聞こえてきて──

「ぐえっ！」

　その人物は、思いっきり地面に激げき突とつした。

「痛いった！　マジで痛った！　何この痛さ！　バッカじゃないの！」

　そいつはすぐさま起き上がって、誰だれにともなく罵ば倒とうをし始めた。

「ト……トモエさん……ですか？」

「あ、ショコラ。あんた、相変わらずかわいいわね」

「トモエさあああああああんっ！」

　ショコラは勢いよく、トモエに飛びついた。

「うわっ！　そんなにひっつかないでよ……ま、まったくしょうがないわね、あんたは」

　口では文句を言いつつも、嬉うれしそうなトモエ。

「今までどこにいってたんですか？……さみしかったんですよ」

　そう、トモエは実体化してすぐ、旅に出る、とか言って行方ゆくえをくらましていた。

「まあちょっと色々と思う所があってね……世界を回ってきたのよ」

　こいつ……外国にいたのか。道理でなんの連れん絡らくもないはずだ。

「久しぶりだな」

「あら、あんたもいたの？　相変わらずマヌケな顔してるわね、甘草奏」

　……ムカッ。

　なんか急に腹立ってきたぞ。こいつ……人のプロポーズを台無しにしやがったんだよな。

「いきなり帰ってきたと思ったら落下かよ。相変わらずトラブルばっか起こすやつだな」

「なっ……久しぶりなのにそんな言い方しなくてもいいじゃない！　あんたらがここ通るのは分かってたから、あの日のショコラが落ちてきた感じを再現してびっくりさせようと思って、屋根に登って待ち伏ぶせしてたのよ。まあちょっと着地には失敗しちゃったけど」

「そ、そんなくだらない事で……」

「くだらないとは何よっ！　十ヶ月経たって、あんたらが倦けん怠たい期に陥おちいってたらかわいそうだと思って、サプライズを用意してあげたんじゃない！」

「あのな……気持ちは嬉しいけど、はっきり言ってじ──」

「まあいいわ……あたしは寛かん容ようだから許してあげるわ。あ、こんな所で立ち話もなんだから、そこらの喫きつ茶さ店てんにでも入りましょうか」

「あのな……俺も久しぶりに話したいのはやまやまだけど、今、大事な話をしようとしてたんだ。悪いけどじ──」

「あ、そうだ。大事な事言ってなかった。明日あしたからあたし、あんたらのクラスに転入する事になってるから。だって心配じゃない。あたしのせいで一度は引き裂かれちゃった二人なのよ。やっぱり傍そばで見守りたいのが人情じゃない。いくらあんたの脳内選せん択たく肢しはなくなったとはいえ、一回気になったらもう心配でしょうがなくて、帰ってきちゃったわよ」

　トモエ……お前の事だから本気で俺らを案じてるのは分かってる。

　でもな……タイミングが悪すぎる。

　一つだけ言わせてくれ。

「あと数ヶ月。このあたしが、あんたらの学園ラブコメを全力で応おう援えんしてあげるわ」

「邪じや魔まだよ！」


【おわり】　　　　









　あとがき
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　最後に少し宣伝をば。
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　キャラが勝手に動き出すのを経験した作家さんは多々いるだろうが、キャラが勝手に下しもり出すのを味わったのはおそらく筆者だけであろう。

　母は雪平るもい。祖母は雪平・Ｎノサツプ・みさき。




遊ゆう王おう子じ謳おう歌か

　メインヒロインその３　一巻の頃はウジ虫味のキャンディーを人に食べさせてはしゃいでいたお子ちゃまな彼女だが、最終巻では世界中の屁の臭いを人に嗅がせてはしゃぐまでに成長した。

　若くて美人でドＭの母親がいるというなんとも恵まれた家庭環境……養子にしてくんないかな。本人がドＳに目覚めた設定がどこかへ行ってしまったのは言わないお約束。




道どう楽らく宴うたげ

　特定の方にとっては何よりのご褒美となるロリバ○ァ枠。四巻のベビー服（妄想）は、ロの気がない方にも相当な破壊力をみせつけたのではないだろうか。

　三次元の二九歳レイヤー様、ベビー服姿の画像を送ってくれても、わたしは一向にかまわんッッ。




柔やわ風かぜ小こ凪なぎ

　頭のおかしいヒロイン達の中で、稀少な常識人。奏がどうして彼女に惚れなかったのか、理解に苦しむ。

　かわいい（ビジュアル）・かわいい（性格）・ドジッ子と、ヒロイン属性盛り盛りなのにメインになれないとは、やはり俺の書くラブコメはまちがっている。




黒こく白びやく院いん清せい羅ら

　おっとりした女子だからこそ許される語尾伸ばし。がっちりした男子が『頑張って筋肉カチカチにしたんです～』とか言ってたら気持ち悪いし、もっこりした男子が『頑張ってチン肉カチカチにしたんです～』とか言ってたら逮捕される。




箱はこ庭にわゆらぎ

　ピンク髪・妹キャラ・主人大好き、と萌え萌えな要素が揃っているのになぜこんなに萎え萎えな変態になってしまったのか。

　将来、母親になった時に、自分の息子に向かって『お兄ちゃん』と呼びかけるのが夢。

　叶わない事を切に祈るばかりである。




麗れい華か堂どう絢あや女め

　でかいパイオツをイジられる人──もとい、パイオツがでかくてイジられる人。前世は異世界でオークにあんな事やこんな事をされていたに違いない。




密ひそか秘ひめる

　えっちなお姉さん。このフレーズにときめかない男子などいるはずがない。

　ただ、積極的に絡んでくるえっちなお姉さんなどというものは、あくまでマンガやアニメだけの存在である。

　もしそんな人が現実にいたら、怪しい壺を売りつけられないように注意しよう。




爽さわ星ぼし素す直なお

　遅れてやってきたメインヒロインその４　猫被ってた頃の性格は正に天使。当初は裏表無く、本当に天使でいくという案もあったが最終的にゲス属性が追加に。

　やはりのうコメにおいては、どこか欠落した部分が無いとメインヒロインとはなりえない模様。

　なお、シリコン等の余計なものを加えている者もメインヒロインにはなれない。




解とく川がわ真ま理り咲さ

　真理の探究者にして極度のブラコン。真理の為なら他人にパンツを見せる事も厭わないし、兄の為なら他人のパンツをリサーチする事も躊躇わない。

　将来、兄が結婚したら自分は正気を保っていられる自信が無いと怯えているが、けんじは決して結婚できないので杞憂である。




チチル・ニューミルク

　名前におっぱいが三つ入っている、三年生の先輩の三連パイ。彼女のせい（？）で、巻末の予告進行の彼が、黒光・Ｋキノコ・竿太郞という不名誉な名前を授かってしまった。

　初期段階ではチブサパイ・ムネモミーという名前になるはずだったという噂もある。




爆ばくノの内うち火か恋れん

　ブリッジしながらガサガサ階段おりる所と、納豆の香水をつける所と、ふんどし＆ちょんまげな所と、『乳首』って書いた水着つけちゃう所と……その他百点くらい直せば素敵な恋愛ができると思う。




枯かれ木ぎ美み咲さき

　短編集の発行というイレギュラーな事態になった為、急遽様々な痴態を晒す事になった気の毒なＪＫ。

　クク……作者であるこの俺が本気になったら、お前をもっとエロい目にあわせる事だってできるんだぜぇ。

※実際ア○顔にしてやったら、編集さんからＮＧが出た。




権ごん藤どう大だい子こ

　他のどのヒロインよりも登場が早いご婦人。ミステリー作品においては、インパクトの為に『冒頭に死体を転がせ』という言葉があるが、ラブコメでは『冒頭で巨体に抱かれる』といい模様。




獅し子し守もり想そう牙が

　野郎に出番はない。




吉よし原わら桃とう夜や

　ヒロインを狙うような野郎にはもっと出番がない。




夢ゆめ島しまカラス

　野郎でも変態なら出番がある。




山やま田だアッー！太た郞ろう

　野郎でも野郎を狙う野郎ならもっと出番がある。




四し葉ば紙かみ伊い緒お乃の

『かみのおしばい』のアナグラム。他の候補であった、女将（おかみ）の石（いし）場（ば）、塩の神ばい、叔母の染み以下、などとの激戦を経て、この名前に決定した。




天あま上がみ空そら

　結局は奏に恋するただの乙女だった訳である。つまり、彼女はショコラであり、ふらのであり、謳歌であり、素直であり、伊緒乃であり、そして大子でもあったという事だ。何を言っているか分からない？　安心してください……僕も分かりませんよ！




トモエ

　もしアニメの二期があったとしたら、ＣＶは中田譲治さんを希望。




甘あま草くさ奏かなで

　だいたい天草って間違えられるかわいそうな人。







　僕が表現したかった事は全てこのキャラ達が伝えきってくれたので、ストーリーについては語りません。四年間、本当にありがとうございました！


春日部タケル　　


















カバー・口絵・本文イラスト／ユキヲ

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎










俺おれの脳のう内ない選せん択たく肢しが、学がく園えんラブコメを全ぜん力りよくで邪じや魔ましている１２【電でん子し特とく別べつ版ばん】








春日かすか部べタケル
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